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「化石」編集委員会(1997-1998年度〕

委員長:棚部一成，幹事:遠藤一佳

編集委員:阿部勝巳北里洋，瀬戸口烈司，小津智生，大野照文，間嶋隆一，松岡敷充

「化石」の編集方針
簡潔にまとめた次のような内容の原稿を歓迎します.投稿規定は従来のものを遵守しますので，奮っ

てご投稿下さい.

1.論説

広い意味での古生物学に関するオリジナルな論文(内容が同著者の既出版または投稿中の欧文論文と

著しく重複するものや，通常欧文で書くことになっている分類学的記載などの内容の論文は除く).

刷り上がり 4 ページ以内のものは短報とする.

2. 総説

1)広い意味での古生物学に関連するテーマ(学史・テクニックを含むÌ "こるいて論評し， そのテー

マについて広く知見と展望を提供するもの(編集部が研究者に執筆を依頼することもある)

2) 日本古生物学会が主催・共催したシンポジウムなどの要約(コンビーナーなどが全体をまとめた

もの)

3. 討論

古生物学上の問題について質疑・応答をまとめた記事(編集部がとりつぐことがある)

4. 書評

広い意味での古生物学に関する重要な著書や論文の紹介・論評

5. ニュースなど

1) 古生物の研究者・同好者に広く知らせる意義がある情報

2) 世界の古生物学界の動向(国際会議を含む)に関する情報

3) 古生物学上の重要な新知見や有用なテクニックに関する情報

4) 内外の研究機関・学術団体・ワーキンググループの活動の紹介

5) 祝賀文・紀行文・追悼文

6) 各地の化石同好会などの活動に関する記事

7) 会員・友の会会員による連絡・案内・希望・意見(化石茶論)

8) その他，速報する意義のある記事

6. 学会記事

1)日本古生物学会の年会・例会など運営・活動に関する記事

2) 同学会の規則など

3) 同学会からの会員への連絡・案内

4) 会員名簿

投稿・問い合わせは下記にお願いします.

干113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 東京大学大学院理学系研究科地質学専攻内化石編集部

棚部一成(宮 03-3812-2111 内線 4519 ;.E-mail tanabe@tsunami.geol.s.q-tokyo.ac.jp). 

遠藤ー佳(同，内線4520;E-mail endo@tsunami.geol.sルtokyo.ac.jp) (FAX 03-3815-9490) 
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圃 日本古生物学会年会・例会の改革について
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, . 会長池谷仙之

JI .. 

日本古生物学会の年会 ・ 例会は，これまで順調に回を重ね，年々講演数や参加者も増加しております.

しかし，年会(総会)が教育機関では極めて多忙な 2 月に行われていることや， ほぼ同様な形式の集

会を年 2 回(年会，例会) 開催していることについて，様々なご意見が会員の皆様から寄せられてお

ります. このようなど意見に答えるため，常務委員会では，学会の年会 ・例会の在り方について検討作

業を進めております.

現在までの議論で，以下の点がほぼ合意されております.

l.年会(総会)は，現在の形式で 6 月に開催する . それに伴い従来 1 月から 12月であった会計年度を

4 月から 3 月に変更する.

2. 例会は，従来と同様な開催形式を変更する方向で検討する .

3. 実施時期は2001年からとする .

例会の開催形式については，様々な意見が出ておりますが，どのように変更するかの合意はできてお

りません. これまで出された意見を以下にあげます.

・ 例会は廃止する(他の学会を見ても同じ形式の集会を 1 年に 2 度行っている学会はあまりない).

・ ØIJ会は廃止するが，学会としてワークショップ，シンポジウム，野外研究集会等を個別の時期に主催，

あるいは後援する .

- 例会は 2 月あるいはそれ以外の適当な時期に複数のシンポジウム，ワークショップ等だけで開催し，

一般講演は行わな い.

・ 例会は 2 月あるいはそれ以外の適当な時期に従来の例会と同じ形式で開催する.

今回行っております年会 ・ 例会の改革は今年一杯常務委員会で検討を重ね，評議員会の承認を得た上

で 1999年の総会で議決したいと考えております.

この件につきまして，会員の皆様よりご意見を頂きたく存じます (8 月末までに下記の行事係まで

お寄せ下さしウ.

L.J 

四

干 240-0067 横浜市保土ケ谷区常盤台79-2 

横浜国立大学教育人間科学部自然環境講座

TEL 045 (339) 3349 直通

FAX 045 (339) 3264 事務室

e-mail majima@ed.ynu.ac.jp 

HDAO 1631@niftyserve.or.jp 

行事係間嶋隆一
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ショー卜コース・ワークショップ開催のお知らせ

ショー卜コース

「化石と分子」

近年古生物学において，生物の持つ分子レベルの情報が重要性を増しており， DNA の塩基配列の比

較による系統推定なども常套的に行われるようになってきました.一方，そのようなアプロ ーチに興味

を持ちながら，その内容に具体的に触れる機会のない学生や研究者も少なくないと想像されます. そこ

で，古生物学を専攻する全国の大学院生を主な対象とし，下記の日程と内容のショートコースを行いま

す.

日程: 1998年 8 月 17 日(月) ~8 月 22 日(金)

内容 I化石分子j， I分子系統学と化石記録 1 ， 2 j , I発生と進化j ， I臨海実習」のテーマの基に各

分野の専門の講師の授業と実際の機器を使った実験を行なう.

場所東京大学地質学教室 ・ 東京大学三崎臨海実験所

人数: 10人前後

申込・問合せ先:〒 113-0033 文京区本郷 7-3-1 東京大学理学部地質学教室 遠藤一佳

TEL 03-3812-2111 FAL 03-3815-9490 

E-MAIL endo@geol.s.u-tokyo.ac.jp 

申込締切 7 月末日

野外ワークショップ

「今， フィールド古生物学が面白いリ

フィールドでの観察を主体とし，過去の生物現象を解析するフィールド古生物学は，堆積学，海水準

変動，海洋底の生物などに関する知識の増大を背景に新たな展開を見せています.そこで，フィ ールド

古生物の研究者が中心となって学会内に組織を作り，若手研究者および学生のための勉強会や野外研究

集会を聞くことになり，以下の企画委員会を組織しました.

企画委員会メンバー :安藤寿男，金沢謙一，北村晃寿，小竹信宏，近藤康生，鈴木明彦，棚部一成，中

森亨，奈良正和(1998年委員長)，延原尊美，前田晴良，間嶋隆一.

1998年は以下の日程でワークショップを開催致します.

日程: 1998年 11月 21 日(土) ~11月 23日(月祝日)

内容 li海底表層環境を底生生物のダイナミクス」のテーマの基に，化石記録と地層の観察から，外的

環境変化に対する底生生物の反応や，外的環境と底生生物との相互作用がどこまで読みとれるの

かを室内 ・ 野外で解説するとともに議論する.

集合 ・ 宿泊場所:千葉大学理学部海洋生態系センタ ー小湊実験場 (2 1 日 は午後 2 時集合).

人数 25人前後(基本的に会員を対象とし，院生・学部生を優先します)

申込 ・ 問合せ先: 干263-0022 千葉市稲毛区弥生町ト33 千葉大学理学部地球科学教室 小竹信宏

TEL 043-251-1111 FAX 043-256-5793 

E-MAIL nkotake@earth.s.chiba-u.ac.jp 

申込締切 10月 9 日
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1 .原稿の種類

「化石」投稿規定
(1 988年 1 月 27 日制定)

(1991年編集部移動に伴い一部改訂)

邦文で書かれた古生物学に関する原著論文・短報・
解説・論壇(評論・討論・アイデア・主張など)・
新刊紹介・書評・抄録・ニュースその他の記事.
2 原稿の分量と体裁

s. 原稿は 14印刷頁以内とする( 1 論文の長さは，
400字詰原稿用紙で，図表のない場合に70枚程
度となる).

b. 原著論文には歌文の要旨をつける.
c. 原著論文・短報・解説・論壇の原稿には，欧文
の表題およびローマ字綴りの著者名をつける.

d. 原稿第 l 頁に脚注として著書の所属機関を記す.
3. 投稿

s. 所定の様式の投稿原稿整理カード(コピーして
使用されたい)を添える.

b. 原著論文・短報・解説・論壇の投稿の際には，
正規の論文原稿のほかに，図(写真版を含む)・
表などを含む完全なコピー l 組を添える.

4. 原稿の送付先
当分の間下記宛とする.

干 113-0033 東京都文京区本郷 7 -3 -1 

5. 著者の責任

東京大学大学院理学系研究科地質学教室内
日本古生物学会「化石」編集部

s. 著者は編集手続きに関する編集委員会の指
示にしたがう.初校に対する校正は著者の
責任において行う.

b. 原稿(図・表を含む)は 14印刷頁を限度と
し， これを越える部分，およびカラー写真・
折込図表の出版費用は著者の負担とする.

c. 別刷の印制に要する費用は著者の負担と
する.

著者への指針
l.原稿

s. 原稿は 400字詰め，横書き原稿用紙を使用
する，ワードプロセッサ使用の場合もこの
規格に合わせるか， 1 頁を 400字の倍数と
し，原稿にそのむね明記する.

b. 文章は「である体J とし，現代かな使い，
当用漢字を用いる.ただし，固有名詞や学
界での慣用の術語はこの限りでない.句読
点は，.を用いる.欧諸綴りの人名を引用す
る場合は，タイプするか活字体で明瞭に記
し，小キャピタル字体は用いない，また，

(例)

生物の学名はタイフ。するか活字体で明瞭に
記し，学名や変数のイタリック体の指定を
干丁つ.

c. 図・表をいれる位置を原稿の余白に指定
する.

d. 欧文要旨は，歓語論文に堪能な外国人ま
たは適当と思われる人に，著者自身の責任
で校閲してもらう.

e. 図の作成要領は本学会報告・紀事「著者
への指針」に従う.複雑な表は図と同じよ
うにそのまま製版できるよう，著者自身が
黒の活字またはタイプライターで作成する.

f. 引用文献は，著者名を abcJI頃に，また同一
著者を発表順に並べ， r文献」として，論
文末尾に一括する.体裁は以下の例の様式
に従い，ページまでを完記し，特に必要の
ないかぎり図，表の数は省略する.
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付記; r化石」誌を欧文で引用する際には，
次のようにされたい.
Fossils (Palaeont. Soc. Japan) No. 00. 

著作権; r化石」誌に掲載された論文の著作権
(著作財産権， (copyrite)) は，日本古生物学
会に帰属する.
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|論説|

神奈川県三浦半島西岸の後氷期における古環境変遷:

ボーリングコア中の貝形虫化石群集とイベン卜堆積物*

入月俊明* *・藤原 治* * *・布施圭介事事惨事・増田富士雄* * * * * 

Paleoenvironmental changes during the last post glacial period on the western 

coast of the Miura Peninsula, Kanagawa Prefecture, Central ]apan: 
Fossil ostracode fauna and event deposits in bore hole cores 

Toshiaki Irizuki * *, Osamu Fujiwara * * *, Keisuke Fuse* 惨事* and Fujio Masuda寧** * * 

Abstract Four sediment cores were collected from Holocene deposits along drowned valleys in Zushi (Site 

MB 3) and Miura Cities (Sites MB 1, 2 and 5) , the Miura Peninsula, Central Japan. One hundred and thirty-two 
ostracode species were found in 40 samples from three of these cores (Core MB 5 was not studied). Numerical 

analyses of ostracode fauna in the cores reveal six biotopes: BB (muddy bottom in inner brackish bay, about 

2-5 m in depth); SB (muddy middle bay, about 5-10 m in depth); DB (muddy middle to outer bay, about 10-

15 m in depth); AS (rocky shore with calcareous algae and/or sandy foreshore with Zostera under the infIuｭ

ence of open sea); SS (open sea with a sandy beach); AB (mixture of SB and AS). 

Vertical changes of depositional environments at the three sites are interpreted as follows: 1) ca. 9,500 y. 
B.P.: Site MB 3 was inundated with tidal flats or salt marsh, but other sites were on land; 2) ca. 8,400-9,000 y. 
B.P.: Enclosed inner to shallow middle bay areas shallower than about 10 m were developed at Sites MB 2 and 

MB 3; 3) ca. 7,700-8,400 y. B.P.: Enclosed middle bay areas ca. 10 m deep were developed at Site MB 1 as a 
result of a rapid marine transgression, whereas enclosed middle to outer bay areas of 10-20 m depth were 

present at Sites MB 2 and MB 3; 4) ca. 7,700-6,400 y. B.P.: As the transgression continued, open sea waters 

invaded Sites MB 2 and MB 3 but not Site MB 1; 5) ca. 6,400-3,000 y. B.P.: With a regression about 6,400 y. 
B.P., water depth decreased at all sites. The depositional environment changed into sandy bay coasts at Site 
MB 1 and into rocky shore with calcareous algae and/or foreshore with Zostera under the infIuence of open sea 

at Sites MB 2 and MB 3. Site MB 1 has been terrestrial since about 5,000 y. B.P. 
At least seven horizons of reworked deposits (T1 to T7) have been recognized in the study cores. The 

ostracode fauna in two of these horizons (T1: ca. 8,900 y. B.P. and T2: ca. 7,600-7,800 y. B.P.) shows apparent 
mixtures of open sea and enclosed inner bay elements, but no distinctions have been made between horizons 
T3 to T7 and their surroundings. 

.日本古生物学会1998年年会にて一部講演
・・愛知教育大学地学教室 Department of Earth Sciｭ
ences, Aichi University of Education, Kariya 448-
8542 
...動力炉・核燃料開発事業団 東濃地科学センタ­
Tono Geoscience Center, Power Reactor and Nuclear 
Fuel Development Corporation, Toki 509-5102 
・・(栂大和地質研究所 Daiwa Geological Laboratory 
Co. Ltd., Sendai 980-0824 
日日京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻Di­
vision of Earth and Planetary Sciences, Graduate 
School of Science, Kyoto University, Kyoto 606-8502 
1998年 1 月 26 日受付， 1998年 3 月 26日受理

はじめに

三浦半島北西部の逗子市および南西部の三浦市

に分布する沖積低地で，後氷期の縄文海進に伴い

形成された細長い内湾(溺れ谷)に堆積した泥質

堆積物を貫く 4 本のボーリングコア (MBl

-MB3 , MB5) が採取された.ボーリングコ

アの大部分は，生痕化石が密集し自生の二枚貝化

石を含む泥層からなり，このような泥層の間に，
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層厚数 cm から数10cm の砂や醸層が繰り返し挟

まれる. これらの薄層については，藤原ほか

(1 997，投稿中)によって堆積構造，化石群集，

南関東に分布する海岸段丘の離水時期との対応関

係などが詳しく調べられ，少なくとも 7 枚 (T 1 

-T7) は地震に伴った津波によって形成された

可能性が高いことが示された.

本論文の目的は， (1)これらのコアから産出した

貝形虫化石群集の内容とその垂直変化に基づいて

後氷期の三浦半島西岸域(三浦市および逗子市)

における古環境(特に古水深)の変化を推定する

こと， (2)藤原ほか(1997，投稿中)により津波

堆積物と推定された層準に含まれる貝形虫化石群

集について，その特徴を記載し，他の層準との違

いを考察することである.

日本における後氷期の地形変化，相対的海水準

変動などの古環境に関する研究は枚挙にいとまが

ないが(太田ほか， 1990参照)，三浦半島に限っ

ても，松島(1972， 1974, 1976, 1979, 1984) , 

松島・大嶋(1974) など数多くの研究がある.

これらの研究は，多数のボーリング調査結果と貝

化石群集に基づくもので，波食台の位置，最大海

進時の海岸線の位置，海底の古地形なども推定さ

れている. しかしながら，三浦半島はもちろんの

こと，第四紀のボーリンクeコアを用いて貝形虫化

石群集の変遷を検討した研究は数が限られている

(石崎， 1984; 太田ほか， 1986; ・池谷ほか， 1987, 

1990; 岩崎， 1992). 

本報告では，内湾域での古環境変遷を解明する

上で，ボーリングコアに含まれる貝形虫化石群集

の調査が極めて有力な手段となること，および従

来さまざまな環境から運ばれた化石からなる混合

群集として一括されていたものの中に，場合によっ

ては津波などの一過性のイベントによる群集を識

別できることを示す.

試料および採取地域

貝形虫化石の群集解析に用いたボーリンク事コア

は 3 本 (MB 1 , 2 , 3) で， このうち MBl コ

アおよび MB2 コアは神奈川県三浦市初声町和田

周辺に後氷期に存在した内湾(溺れ谷)内で掘削

された(図 1 -B). ここは古宮田湾と呼ばれ，
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宮田台地の南西部を解析した谷沿いに海水が侵入

して形成された内湾で，湾口部が狭く湾中央部が

浅いいくつもの入り江を持った湾と推定され，湾

内の沖積層の層序はボーリングコアの解析結果か

ら下部砂層，中部泥層，上部泥・砂層，頂部泥炭

層に区分されている(松島， 1976). MB 1 コア

がより内陸部に位置し，湾の北側に当たる上宮田

川埋積谷内の標高7.03m の地点で掘削された.

MB2 コアは古宮田湾の湾口部に位置し，昭和30

年中頃までは，遠浅の内湾であったが，その後埋

め立てられた標高2.34m の地点で掘削された.

MBl コアの沖積層は地下13.8m で基盤の腐植

質粘土を覆い，下部に貝化石の Batillaria sp. を

含む淘汰の悪い砂質粘土層， 中部に合弁の

Dosinella penicillaω を主体とする貝化石群集を

含む塊状無層理の黒色粘土層，上部に Nitido­

telina nitidula などの貝化石を含み上方へ粗粒化

する砂質シルト層が重なる. これらの上位には植

物根を含む細疎から粗粒砂からなる河川成堆積物

が重なり，最上部は黒色腐植土である.このコア

には明確な津波堆積物は認められていない(藤原

ほか，投稿中).

MB2 コアの沖積層は地下24.46m で基盤の火

山喋凝灰岩を覆い，下部に Cyclina sinensis な

どの貝化石を含む淘汰の悪い砂質粘土層および粘

土質砂醸層，中部に合弁の D. penicilla抱などを

含む塊状無層理黒色粘土層，上部に上方へ粗粒化

する砂質シルト層が重なる. このコアには 7 層

の津波堆積物が確認されている(藤原ほか，投稿

中).なお， MB5 コアも古宮田湾内で掘削され

たが，沼沢地性の腐植質粘土が基盤を直接覆って

いるため，今回は貝形虫化石の分析は行っていな

MB3 コアは MB2 コア地点から約13km 余り

北北西の神奈川県逗子市逗子海岸の内陸側，田越

川流域で掘削された(図 1 -C). ここは古逗子

湾内に位置し，岩相・貝化石群集・ 14C 年代値に

基づく古環境復元が行われている(松島， 1974). 

それによると田越川流域の沖積層は基底醸，下部

砂層，下部泥層，中部泥層，上部砂層，頂部泥層，

頂部泥炭層に分けられ，湾口部が約 lkm と狭く，

2 つの大きな支湾を持つやや細長い湾が存在した
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図1.調査地点、図(図 1 -8 は国土地理院発行 2 万 5 千分の l 地形図「秋谷」と「浦賀」を，図 1 -C は同じ
く「鎌倉」を使用).

Fig. 1. Maps showing the studied area and excavation sites (M8-1 , 2, 3 and 5). Excavation sites are 
plotted on topographical maps of“Akiya"and"Uraga"(Fig. 1-8) and"Kamakura"(Fig. l-C) scale 1: 
25,000 published by Geographical Survey Institute of Japan. 

と推定されている.掘削地点は標高3.93m で，

逗子海岸沿いである. MB3 コアの沖積層は地下

28.68m で基盤の腐植質粘土を覆い，最下部に淘

汰の悪い砂磯層，自生のカキ礁などを含む粘土砂

互層，中部に合弁の D. penicillαta などを含む淘

汰の良い塊状青灰色シルト層，上部に同じく合弁

の D. penicillat，仏 Solen kurodai などの貝化石を

含み淘汰の良い極細粒砂層，最上部には異地性の

貝化石を含む平行葉理の発達した細~中粒砂層が

ある.このコアには少なくとも 4 層の津波堆積

物が確認されている(藤原ほか， 1997，投稿中).

3 本のコアにおいて貝殻を用いて測定された海成

層の最下部の 14C 年代は，それぞれ7，900 :t60 y. 

B.P. (MB 1) , 9,160:t70 y. B.P. (MB 2) , 9,610 

土50y. B.P. (MB 3 )である(藤原ほか，投稿中).

なお，これらの年代値は同位体分別効果の補正を

行った14C 年代値である.

llcm 径のボーリングコアから試料を 5-

10cm の厚さで切り出し，その試料を約 1 cm3 程

度の大きさにし，約60 0Cで一昼夜以上にわたり

十分乾燥させた後，乾燥重量80g を電子天秤で秤

量した.乾燥した試料に熱湯を注ぎ，ホットプレー

ト上で約 1 時間煮沸したのち 200 メッシュ

(75μm) の筒上で水洗した.それでも細粒化し

ない試料については，以下のようなナフサ法を用

いて処理(1回)を行った. まず水洗後約60 0C
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List of fossiJ ostracodes. 

H 1・1.1 1・2 1・2.1 1.2.2 1.3 14 14.1 トト 2・0.1 2.0.22.032.1 2.1.1 2.1.22.2 2・ 2.12.3 24 24.124.22・ 2.6 2. 2・ Z・9 3.2.1 3-3 3 34.1 3.5 3.6 3.7 3・8 3・9 3.10 3・ 11 3.12 3・ 13

Aglaiocypris 7 nipponica I z l 

Ambocy幼~rejaponica 1 2 2 1 

Anchislrocheles hondat 1 

Anchistrocheles戸maguchii 1 1 1 

Arxilloec包 lunala 1 

Argilloecia sp. 1 1 z 1 1 1 

Argil10ecia 甲 2 1 1 1 

Aurila cornicu1aJa 15 7 z 1 2 5 7 3 5 5 7 18 11 12 5 9 7 6 6 1 10 z 3 81 13 6 6 4 4 

Aurilacymba 6243393  445  I 2 2 5 5 3 4 5 5 5 2 5 8 9 15 13 2 8 1 8 2 3 2 4 l 

Aurila 加担11 2 7 3 2 1 1 424  3 2 1 3 z 4195455  

Aurila munechjktJj z 5 4 7 7 10 16 16 19 20 15 15 14 1 14 2 2 2 2 3 6 9 7 15 

Aurila tosaensis 2 1 1 1 1 1 

Aurila uranouchiensis 1 4 2 5 4 4 z 1 z 1 1 1 1 1 1 3 5 7 446  

Aurila 甲・ 2 3 1 5 2 2 2 1 3 3 3 1 1 

Australimoosdla IOmokoae 4 1 1 

Bicornucylhere bi掴nenSfS 46 48 135 81 81 89 31 24 3 11 84 119 112 3 27 16 1 61 10 3 2 2 9 30 54 6 71 52 53 14 19 z 1 1 1 

正切必oceraJi回 ha闇ii 4 2 4 2 3 z 1 z 1 l 4 z 1 3 
均訪問血realaJa 1 1 

|町8y出幼mqv血therree u?h甲凶. 1 1 2 1 z 
1 1 

Callisωq防erealata 3 51 12 4 21 13 16 2 4 3 3 12 6 10 z 
Callisωq的ere ha.四=nslS 1 1 3 

Cal1isωq幼ereholaru 1 1 3 1 

Ccaarrtt凶ísk可閉申山rreepmpsmmr ica 1 4 1 2 2 
1 I z 

Callistocylhere numtlensis 1 
Cal1isll似てV幼m 四'gosa 1 3 3 
CallislocylMre 血bjaponica 1 

ccaa1llfutstboc叩y幼幼eerree uummhお担la.tilacialis z 2 3 1 3 1 2 3 2 2 l 2 4 1 l 2 7 2 
4 1 1 1 

Cleωcylherds sp 1 
Coquimba ishizakii z z 
Coqu帥bapoga 1 1 2 5 5 2 4 3 3 1 1 2 1 1 z 1 
CCoorrnnuuccooq刷ui前m面MmmmRno附m閉店 1 

1 

Cornucoquim白白皿enslS 1 1 1 

。lhereomoknipponica 1 2 1 z 11 3 3 5 1 l 33324  

匂1M.同司 31 4 1 3 2 2 2 2 1 1 5 1 21 4 1 3 7 17 14 12 3 4 

|の。加t!竺些u…即山間S 1 1 
1 1 1 2 3 1 11 3 2 2 1 1 z 1 1 1 

Cytñeromo中加 acupu即ltJ佃 1 7 1 4 5 9 17 19 2 22 2 5 3 3 4 1 2 2 2 3 5 8 12 16 18 16 6 7 4 19 13 12 1 

cFpinrhne町mcphUmFeOInfamFmpHomMee a 1 1 1 1 1 3 2 
I z 1 

Hantli畑町hella miurens凶 1 

Ha皿iborchtllalrianxularis 1 1 2 11 3 3 1 3 1 1 

He開q幼ere sp. 1 z 1 
Hemicy幼.rura 四回aItJ 21 2 2 2 1 l 3 1 z 
Hemicylherura kaj加刷t 1 1 1 1 5 8 5 4 9 15 7 12 8 10 1 1 1 z 1 41 3 5 13 12 11 

HHeemmsucywthhemmrraa 加gpcmm臼 1 2 3 z 3 z 1 1 
I 3 2 2 2 3 2 2 2 11 3 2 z l 

Ko同国hiina伽lino且 1 

/.Dxoconc加甲山rsem z I 3 I 

Loxoconc担japonica 5 2 10 7 18 12 12 17 19 12 24 16 22 13 11 2 2 8 12 9 
Loxoconc加担出2 1 z 1 

ÚWJCo町加 opli"也 1 z 1 z 1 
Lo;四回胃d祖旬samod，自陣 3 3 3 3 4 4 z 1 z 5 31 3 2 2 3 4 
Loxoconc加 uranouchiensis 4 11 12 16 14 13 46 10 44 3 5 4 16 10 13 8 12 15 6 5 7 9 9 12 2 2 5 2 11 646  4 11 14 3 3 
LDxoconcha vi¥ltl 13 13 10 12 7 15 3 1 1 30 1田 38 36 13 12 11 20 3 1 5 21 3 1 10 6 1 1 

Lcm,concha sgpp .1 2 I 51 8 10 5 38 4 1 z 1 
IﾚJXQConcha sp.2 31 3 3 2 4 4 z z 1 1 1 1 1 3 6 7 1 1 

Table 1. 
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Loxocornicu伽mm叫掴e田e 1 1 51 9 4 3 z 423  z 5 2 1 1 1 21 3 5 8 1 3 
ル血'CrOf.亨'pris? sp. 1 z 1 
Micr，出川ere sp z z l z 1 1 1 
MMMuMnsqevdeIa白aÃ血po.ngca 1 z 1 2 2 1 

1 1 
Neonesidea oligodenlala 1 46 3 1 3 1 5 51 10 19 14 18 z4 15 18 13 18 16 z4 23 1 z 87131420  
Neonesidea sp. 1 t 1 1 l 1 
Neo戸llucislomainjlaJum z 1 1 z 1 1 1 1 z 1 3 3 1 1 
NFaq岡'po，田rtE回悶yth臨ere bicarinata 7 12 25 沼 41 36 5 12 1 6 14 12 91 13 3 5 8 11 12 9 6 8 17 21 3 5182733 9 17 5 1 

1 4 1 1 2 2 5 3 l ヨ 1 1 l 4 1 1 3 1 
Par，町Iherideabosoensis 1 1 z 1 1 1 3 1 5 1 
paracytheroﾎS mutsuensis 1 1 1 4 1 
Paraey瓜eroislosaensis 2 3 1 2 1 41 1 3 I 3 2 1 1 5 11 3 z 1 1 1 2 1 1 

pPaarrdaboTxtohse伽llaz田aesu即'dad，・ 'on師 4 7 27 14 z4 14 11 19 18 13 4 15 6 4 1 5 2 5 5 6 
12 8 10 4 6 6 7 4 7 444  5 1 z 1 49 15 6 17 5 6 6 

Pis/，町'lhereisbrady/ormis 2 6 2 5 1 5 6 3 4 5 6 18 3 21 5 1 1 z 1 1 31 5 11 1 5 6 9 5 3 2 2 6 
PiSlot.亨'lhereisbrtJl.が z 1 8 17 1 3 3 1 l 457  5 3 l 1 z 1 1 10 13 22 20 9 6 5 
Platy聞'crocylherelokiokai 1 

PPoIanqtomcavct悶brFeIIba即reFifaepa • 1 1 2 I 
1 I 1 1 3 2 3 2 6 2 5 

Ponlocylhere minula 
1 

Ponlocythere miure，即日 1 1 z 1 1 z 3 z 21 3 1 3 1 
Pon陥~'he，esekiguchii z z z 
Pporonmt町岬'Ih四erBer却ashaPtfeFnofndatcua 3 z 1 21 8 49 9 幽 54 2 1 2 2 3 6 8 6 3 2 4 4 3 8 1 5 71 741143  10 12 20 z4 10 

1 z 4 1 1 1 1 
Propo醐cypris sp. 2 4 5 2 2 2 4 2 2 4 3 
PseudOt.甜'rilajaponi四 1 z I 1 1 1 z 1 1 z 
Pseudocythere Jlydli 1 2 1 

p晶sdeuadmozltbyth?er即e • sp. 1 
1 

Robus師lrilai品s国kji 1 3 1 1 6 3 3 4 2 3 643  4 7 5 41 2 1 1 21 3 10 3 2 6 
Schi:ux:ythere ki品.no叩er z 1 2 6 6 2 3 3 7 4 7 8 21 2 1 1 1 2 2 4 4 
Sclerochilus sp. 1 3 1 1 1 4 2 1 1 1 3 z 
SSeeffeerreecchhaIfuMs 曲<p目.3Z 3 1 l 3 

1 
Semicy幼elUra elonga担 934  1 11 3 4 3 3 4 2 2 1 1 2 2 3 4 1 3 
Semicy幼eTUra henryh由ver 7 8 z 1 1 2 2 3 2 z 1 1 11 3 5 3 2 2 6 
Semicytherura miurensis 1 1 3 z 1 1 1 l I 
sSeemmgtmcyt幼heemmrraapsholDyMsoF10阿ticula岨 3 1 z 1 z I 2 3 

1 1 
Semicy幼erura lelrago岡 1 1 1 
Semicy血ruraWQ加murasaJci 1 1 3 2 2 1 1 1 1 1 2 3 
Semicy品trura 5p. l 1 3 2 2 1 2 z I 1 I 

SSPemInzcIyebJheedmsmqud?nspa. euteata 
1 1 1 z 1 

7 10 7 11 81 14 15 15 7 26 48 16 4 1 1 4 2 1 1 1 1 2 1 I 1 10 147 1国 29 123 z5 18 26 23 6 11 2 9 1 
StigmcJt，出':Jlhere 甲・ 3 1 10 1 
Trachyleberis niitsumai 1 1 8 7 93726546  1 31 3 4 3 1 z 1 l 2 2 3 3 z 1 1 1 3 5 7 6 6 3 
Trachyleberis scabrl出削個師 1 1 9 6 10 13 14 1 4 8 7 2 3 3 4 2 5 8 1 4 4 4 1 6 2 2 2 3 

TT問rueh加pFleebbeeFrsLSsSfyD a如 1 l 
l 

Xesloleberis h酎剛 21 1 1 367  z5 25 32 22 41 29 18 32 18 20 38 19 3 1 z 1 22 40 38 35 26 29 
Xesloleberis opalescenla l 4 5 6 8 13 10 5 7 2 3 1 z 1 
Xesloleberis sagamiensis l 61 22 17 8 3 3 3 5 6 7 3 17 7 1 1 21 12 8 5 10 
Xesloleberis aff目皮唱amtensls 2 
Xesloleberis selouchiensis 1 21 3 7 2 5 3 3 4 4 4 4 4 3 3 1 5 3 
Xes加leberis sp. 1 1 2 5 1 z 3 4 z l 3 6 3 I 1 1 1 I 
Gen. eI皿 indet z l ヨ 1 
No.ors田ci四 12 14 16 17 17 16 17 21 16 19 9 14 16 39 47 日嗣 76 74 65 69 60 匁 50 嗣 53569942  21 23 33 28 37 61 58 65 61 48 
No.of sr:栂d皿四S 回 217 Z42 229 216 215 202 1% 117 221 2田 u四 2肝 225 1田 313 231 262 255 298 275 214 212 205 2Z4 258 Z42 228 185 2291 z53 160 1目 202 2141 239 2田 Z岨 2Z4 t開
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で一昼夜以上十分乾燥させた試料に，試料が浸る

程度に石油ナフサを注ぐ.約 1 時間放置後ナフ

サを回収し，その後試料に熱湯を注ぐ. 2-3 時

間程度ドラフト内のホットプレート上で煮沸し，

再び200メッシュの簡上で水洗し乾燥させた.

十分細粒化した試料を貝形虫の含有量に応じて

分割器で分割し， 115 メッシュ(125μm) 以上

の粒径試料から200個体を目安に双眼実体顕微鏡

下で拾い出した.貝形虫は左右 2 枚の石灰質殻

を持っているため，各種ごとに左右の殻に選別後，

多い殻の数の合計をもって総倒体数とした.また

200メッシュより細かい堆積物の含有量も測定し

た.

貝形虫化石群集の解析結果と解釈

3 本のコアから得られた44試料中 (MBl から

11試料， MB2 から 18試料， MB3 から 15試料)，

40試料から合計 132種の貝形虫化石を抽出した

(表 1 ). MB 1 -0 , MB 2 -0 , MB 3 -1 および

MB3-2 には員形虫化石は含まれていなかった.

これらはいずれも各コアの最下部に当たり，比較

的粗粒な堆積物で，地下水などの影響で殻が溶脱

したか， もともと保存されなかった可能性が高い.

図 2-3 は 3 本のコアにおける特徴的な貝形虫

種の走査型電子顕徴鏡写真である.

員形虫化石が産出した40試料をグループ化す

るため，いずれかの試料から 3 個体以上が産出

した70タクサ(岩礁地帯の石灰藻上やアマモ上

に生息する Cytherois 属 ， Paradoxostoma 属，

Sclerochilus 属の種についてはそれぞれまとめて

spp. とした)を用いて， Q-mode クラスタ一分
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析を行った.また群集構造は Shannon-Wiever 

情報関数によって示し，種多様度の変化が種数の

変化に依存するのか，あるいは均衡度によるのか

(Buzas and Gibson, 1969) を検討した.

Q-mode クラスター分析

類似した群集組成を持つ試料を数量的に把握す

るため， Q-mode クラスター分析を行い，

biotope を識別した.この分析では Horn (1966) 

の重複度指数に基づき， 加重平均連結法

(WPGMA) により樹状図を作成した.結果とし

て40試料は大きく 6 つの biotope に区分された

(BB, SB, DB, AS, AB, SS) (図 4 ，表 2 ).これら

の biotope が反映している堆積環境を解釈するに

際しては，最高海水準の時期に古宮田湾，古逗子

湾ともに小規模で，湾口部が比較的狭く細長い形

状の閉鎖的内湾であったと推定されているので

(松島， 1974, 1976)，上記の特徴を持ち，試料

採取場所にも近い三浦半島油査湾 (Abe， 1983; 

Abe and Hiruta, 1985; Kamiya, 1988) と房総

半島館山湾 (Frydl ， 1982) ，および高知県浦ノ

内湾(Ishizaki， 1968) における現世貝形虫の分

布を主たる参考資料とした.また他地域の湾(島

根県中海: Ishizaki, 1969; 青森湾: Ishizaki, 1971; 

浜名湖:Ikeya and Hanai, 1982; 三河・伊勢湾:

Bodergat and Ikeya, 1988; 仙台湾:Ikeya and 

Itoh, 1991; 有明海:岩崎， 1992) の資料も考慮

に入れた.

図 5-7 は各コアにおける biotope および主要

な員形虫の垂直分布を示す.

一→図 2. 三浦半島(逗子市および三浦市)のボーリングコア産員形虫化石の走査型電子顕微鏡写真，その1.
標本はすべて成体の左殻.

Fig. 2. Scanning electron micrographs of fossil ostracodes from boring cores in the Miura Peninsula (Zushi 
and Miura Cities) , Part 1. AII specimens are adult left valves. 1. Neonesidea oligodentaω(Kajiyama， 
1913), female, MB2-4, X 59. 2. Pontocythere subja.ρonica (Hanai, 1959), female, MB3-12, X 59. 3. 
Parakrithella 抑制dadonta (Hanai, 1959), female, MB3- lO, X 59. 4. Callistoのt加re alata Hanai, 1959, 
female, MB2-0.l, X90. 5. Callistocythere undata Hanai, 1957, female, MB2-9, X90. 6. Cythere 
omotenipponica Hanai, 1957, female, MB2-9, X 59. 7. Schizoりthere kishinouyei (Kajiyama, 1913) , feｭ
male, MB3-1 0, X 59. 8. Spinileberis quadriaculeaω(Brady， 1880), female, MB3-5,X90. 9. Aurila cymba 
(Brady, 1880), female, MB2-6, X 59. 10. Aurila munechikai Ishizaki, 1968, male?, MB2-6, X 90. 11. 
Finmarchinella japonica (Ishizaki, 1966), male, MB3-12, X 90. 12. Trachyleberis niitsumai Ishizaki, 
1971 , female, MBI-6,X 59. 13. Trachyleberis scabrocuneaω(Brady， 1880), female, MBI-4.1 ,X59. 
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1) Biotope BB 

木片を多く含み含泥率の高い泥で， MB3 コア

だけにあり， MB 3 -2.1 , 3 -3 , 3 -4.1の 3 試料

からなる.構成種は浦ノ内湾 CIshizaki， 1968) 

や中海 CIshizaki， 1969) など最も塩分の低い内

湾最奥部に卓越する種である Spinileberis

quadriaωleat，αCBrady) がどの試料でも第一位

種で，全体の48.6-64.5%を占める(図7).池

谷・塩崎(1993) は従来貝形虫が報告されてい

る日本各地の内湾を地形的特徴からいくつかのタ

表 2. 各 biotope あるいは sub-biotope における上位 3
種

3 

Table 2. The first three dominant species in each 
biotope or sub-biotope. 

Bh白戸 τhe fust 由民渇 do皿血血tspec羽田

BB Sp. q.出ulri厄四/eata Bi. bis，四世間'is μ畑田町'ha sp.l 
SBl Bi. bis，仰帥 や.q'帥i即u/e，雌 Pi.bradyi

SB2 Bι bis，即陪'nsis Sp. quadriacu/eata Ca. alata 
SB3 Bi. bislJM間is Ni. bicarina畑 Lo.viva 
DBl Pa.戸田d血ion担 Ni.bic官加出 Sp.q.組制即時叫U

D>82 Lo. viva Ca. alata Bi. bislJMnsis 
ASl Xe. /uu阻ii Po.sub長伊蜘a Ne. oligoden師師
AS2 Xe.lumaii Ne.oligod飢担担 Lo.j，呼加M国

AS3 Xe.lumaii Ne. 011抱oden担担 Lo. viva 
AB Bι bis四回出is Ne.oligod制個師 Au.cy，明ba

SSl Po. sul抑制品印 私 qu，甜i肱'u/eata Au. munechikai 
SS2 Po.sゆ兵脚n必a Lo. 町四回出虫ie即is Stigma加cy，臨時 sp.

SS3 Po.s必舛棚陶 Tr. niitsun田i Lo. urlV刷同胞国'is

BB, SB, DB, AS, 

Dendrogram from Q-mode c1uster analysis. 
BB, SB, DB, AS, AB and SS show biotopes. 

Fig.4. 

64 (1998) 石イヒ

3 

812 

図 4. Q-mode クラスター分析結果.
AB， SS は biotope を表す.

自由 O~7 O~8 O~9 
肋m'so開rlapindex

ぬ

その 2，標←ー図 3. 三浦半島(逗子市および三浦市)のボーリングコア産貝形虫化石の走査型電子顕微鏡写真，
本は図 3-6 の標本(幼体)を除いてすべて成体の左殻.

Scanning electron micrographs of fossi1 ostracodes from boring cores in the Miura Peninsula (Zushi 
and Miura Cities) , Part 2. All specimens are adult left valves except for the specimen of Fig. 3-6 
(juveni1e valve). 1. StigmatoのIthere sp., female, MBI-5, X 59. 2. Bicomuゅthere bisanensis (Okubo, 
1980), female, MBI-2.2, X 59. 3. Pistoのthereis bradyformis CIshizaki, 1968), male, MB2-0.3, X 59. 4. 
Pistoのthereis bradyi CIshizaki, 1968), male, MBI-2.1 , X 59. 5. Loxoconcha japonica Ishizaki, 1968, feｭ
male, MB2-8,X90. 6. Loxoconcha sp. 1, A-l , MB3-2.1, X90. 7. Loxoconcha tosamodesta Ishizaki, 1981 , 
male, MB3-12,X90. 8. Loxoconcha uranouchiensis Ishizaki, 1968, female, MB2-9, X 90. 9. Loxoconcha 
viva Ishizaki, 1968, female, MB2-2.1 ,x90. 10. Cytheromor�ha acupunctaω(Brady， 1880), female, MB3 
-10,X90. 11. Nipponocy幼ere bicarinata (Brady, 1880), female, MB3-8, X 90. 12. Xestoleberis hanaii 
Ishizaki, 1968, female, MB3-11 , X 90. 

Fig.3. 
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図 5 . MB 1 コ アの柱状図， 試料採取庖準、 "C 年代値， biotope および主要員形虫種の百分率.②?は
おそらく藤原ほか(投稿中)の津波士制貨物 (T 2) に対応する 左端のスケ ー ルは抑削地点から
の深さを示す. 1 )から 7) はそれぞれの主要貝形虫種が最も多産する現世の海域を示す.

Diagram showing columnar section of MB 1 boring cor巴， sample hori zons, 1.1 C da tes, 
biotopes and p巴rce ntages of dominant os tracod巴s. ②? is possibly correlative with T2 
Tsunami deposit of Fujiwara et al. (submitted). Numerals in scale show metric depth from 
excavation site of MB l. 1) to 7) show modern marine environments inhabited abunｭ
dantly by each dominant ostracode. 

Fig.5 

Loxoconcha sp. 1 ( 山 根 ， 1998) や Cythe­

romoゅha acupunct，αta (Brady) な ど も伴う .特

にすべ て の試料で S. quadriaculeata が B.

bisanensis より多産し ， 内湾において相対的に

深 い場を示唆する biotop巴(後述す る biotope

DB) を特徴づける種 (L. viva, N. bicarinata) が

存在 しないことから(図 7 ) , この biotope は ほ

とん ど外洋水の影響がなく ， 陸域に最も近 く淡水

の影響が大きいため塩分も低 く (20~30目。)， 水

深約 2~5m 前後の閉鎖的な 内湾最奥部の砂泥

底の環境を反映 して い る .

2) Biotope SB 

含泥率の高い泥あるいは砂質泥で， 各 コ アの下

イ プに分類し ， 特に湾口部が狭く閉鎖的で浅いタ

イ プの小規模内湾に共通 して産出する種に関して，

それらの生息場所の違いを詳細に検討した. それ

に よると ， S. quadriaculeatα は水深約 2~14m

で最優占種として報告されてい るが， 水深約 2~

7m の汽水域(塩分20~30目。)で制粒 ( 5 ~ 8 

Mdφ ) の底質に最も多く産出する傾向にある .

次 に 多産す る Bicomucythere bisanensis 

(Okubo) は水深約 2 ~16m で最優占種として報

告さ れているが，水深約 5~9m の汽水域(頃

分20~30児。) で細粒 ( 5 ~ 7 Mdφ ) の底質に最

も良く適応している(池谷 ・塩崎， 1993). また

同 じ く塩分の 低 い 河口など に生息する
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。

25 

図 6. MB 2 コアの柱状図，試料採取屑準、 "C 年代値， biotope および主要員形虫積の百分率. ①~⑦
はそれぞれ藤原ほか(投稿中)の津波堆積物 (T 1 ~T 7 )に対応する.他の説明は図 5 と同じ.

Diagram showing columnar section of MB 2 boring core, sample hori zons, "c dates, bioｭ
topes and percentages of dominant ostracodes ① to ⑦ ar巴 correlative with T1 to T7 Tsuｭ
nami deposits of Fujiwara et al. (submitted). Other explanations are the same as in Fig. 5. 

Fig.6. 

とから，相対的に biotope BB より深く岸からの

距離も遠く，塩分が相対的に高い湾中央部の泥底

を示唆する. 産出する種 により 3 つの sub­

biotope が認められる. すなわち S. quadriaｭ

culeata, Pistocythereis bradyi (Ishizaki) , C. 

acuρunctata を宇ドう SB 1 , S. quadriaculeata, 

部に存在し， MB1-1 ， 1-2 , 1-2.1 , 1-2.2, 

1-3 と MB 2 -0.1, 2 -0.2, 2 -0.3 , MB  3 -5 , 

3 - 6 の 10試料からなる . 構成種は biotope BB 

を特徴づけた S. quadriaculeata にとってかわり，

B. bisanensis がどの試料でも第一位種となり，

全体の27.5~63%を占める(図 5 ~ 7). このこ
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図 7 目 MB3 コアの柱状図，試料採取層準、 "C 年代値， biotope および主要員形虫種の百分率.①， ②，
⑥， ⑦は藤原ほか(投稿中)の津波堆積物 (T 1 , T 2 , T 6 , T 7 )に対応する. 他の説明は
図 5 と同じ.

Fig.7. Diagram showing columnar section of MB 3 boring core, sample horizons, "c dates, 
biotopes and percentages of dominant ost racodes (,(,( and ( a re correlative with T1 , 
T2 , T6 and T7 Tsunami deposits of Fujiwara et al. (submitted). Other explanations are the 
same as in Fig. 5. 
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Callistocythere alata Hanai , Loxoconcha sp. 1 

を伴う SB 2 , Nipponocythere bicarinata (Brad y), 

Loxoconcha viva Ishizaki を伴う SB3 である

(表 2 ).これらは塩分および水深・底質の違い

を主に反映していると推定される. SB 1 と SB2

は水深約 5--10m 程度で，後者の方が biotope

BB 中に共産する種や C.alata (完模式標本と比

較して装飾が繊細)を多く含むことより，相対的

に塩分が低く浅い砂泥底の環境を反映した

biotope であると推定される. また SB3 は内湾

において相対的に深い場を示唆する biotope (後

述する biotope DB) を特徴づける種 (L. viva, N 
bicarinat，α) が多く随従しており， SB 1 , SB2 

よりもやや深い内湾中央部泥底で・水深約10m 程

度の環境を示唆する.

3) Biotope DB 

MB 2 -1 , 2 -1.1, 3 -7 , 3 -8 の 4 試料か

らなり， MB1 コアには認められない.優占種の

違いにより DB 1 と DB2 の sub-biotope が認め

られる. DB 1 は N bicarinat，α と Parakrithella

pseudadonta (Hanai)が卓越し， S. quadriｭ

aculeata, B. bisanensis, P. bradyi を伴う. DB2 

は L. viva が卓越し，特に試料 MB2-1 では全

体の 45.8% に達し， 他に B. bisanensis, N. 

bicarinata を伴う(図 6 ，表 2). Loxoconcha 

viva と N bicarinata は湾中央~湾口部の比較的

深い砂泥底に卓越する . Loxoconcha viva は水深

6m 以浅の油壷湾の泥底には生息せず (Abe，

1983)，館山湾では水深約 5m から産出するが，

数が少なく，湾中央部の水深約15--25m 付近の

泥底で多産し，そこでは第一位種となり全体の

15--25%を占めている (Frydl， 1982). また浦

ノ内湾でも数は少ないが水深 16m の泥底で最も

多産する(Ishizaki ， 1968). Nipponocythere 

bicarinata は，油壷湾では l 個体のみの産出であ

るが (Abe， 1983)，館山湾では水深約 5m から

わずかに産出し，水深約 15--20m 付近の湾中央

部で第一位種となっている.以上のことから

biotope DB は水深が約15--25m の湾中央部泥底

から湾口部泥底と考えられる. しかしながら館山

湾 (Frydl， 1982) や青森湾 CIshizaki， 1981) , 

伊勢湾 (Bodergat and Ikeya, 1988) で水深20
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--40m に卓越する Krithe japonica Ishizaki, 

Ambtonia obai (Ishizaki), Amphileberis niAρon­

ica (Yajima) などの種が全く産出しないことを

考えあわせると，水深15m 程度，相対的に深い

sub-biotope DB 2 で 15--20m 程度を示唆する.

4) Biotope AS 

MB2 と MB3 のコア上部を占める 17試料(細

粒砂~泥質砂)からなり， MB 1 コアには認めら

れない.含まれる貝形虫は様々な環境から運搬さ

れた種で構成された混合群集であるが，特に外洋

水の影響が強い沿岸域で，潮間帯の岩礁地帯に繁

茂する石灰藻や浅海のアマモに生息する葉上種

(Kamiya, 1988) である Xestoleberis hanaii 

Ishizaki, Neonesidea oligodentata (Kajiyama) , 

Loxoconcha japonica Ishizaki, A urila muneｭ

chikai Ishizaki などが全体的に卓越し，海藻周

辺の砂底に生息する種も多産する.以上のことか

ら，そのような場が近くにある沿岸や，幅の広い

湾口部周辺の環境を示唆する.共産する種により

3 つの sub-biotope が認められる. sub-biotope 

AS 1 は MB3 コアの最上部(試料 MB3 -9--

3 -13) の 5 試料からなり ， P. subja.ρonica や C

acupuncωta などの外洋沿岸砂底・内湾汽水砂泥

底種を多くともなうこと，また葉上種でも殻が薄

く保存されにくい Paradoxostomatidae が後述

する sub-biotope AS 2 , AS 3 より少ないことが

特徴的で，強い外洋水の影響下にある湾口部や湾

口が広い湾沿岸部における流れや波の影響が強い

浅い砂底を示唆する. sub-biotope AS 2 はほと

んど葉上種や海藻の周辺砂底に住む種からなり，

特に前述の Paradoxostomatidae の種が多いこ

となどから，石灰藻が繁茂する露岩やアマモ場が

ごく近くにある環境であったと推定される. subｭ

biotope AS 3 は， sub-biotope AS 2 を特徴づけ

る種に加えて L. viva, N bicarinata, B. bisanensis 

などの湾中央から湾口部泥底種が混じっており，

外洋水の影響を強く受ける湾中央部から湾口部の

砂泥底を示唆する. このような外洋水の影響が強

い海域は潮間帯から外浜の水深に生息していた貝

形虫が死後，容易に運搬され，混合しやすいので

水深の推定は極めて難しい. しかしながら

Cythero.ρteron uchioi Hanai などの上部陸棚種が



14 

いないので，外浜の水深以浅と考えられる.

5) Biotope AB 

MB 1-1.1の 1 試料のみからなる(図 5). こ

の試料は本来はお互い全く生息場所が異なる内湾

中央部泥底種の B. bisanensis と葉上種の N.

oligodentata の両方の卓越で特徴づけられる混合

群集からなる(表 2 ).また比較的深い湾中央~

湾口部の泥底に生息する種 (L. viva, N. 

bicarinata) や海藻上やその周りに生息する種

(x. hanaii. A urila のrmba (Brady). Aurila 

comiculata (Okubo) なども付随する.すなわ

ち sub-biotope SB 3 と biotope AS に含まれる

種が同じ様な割合で混合している. この biotope

AB は上下関係，古地理から推定して一時的に外

洋から内湾中央部への殻の運搬を伴う作用により

形成されたと考えられる.

6) Biotope SS 

含泥率の低い砂醸質の堆積物である. MB 1-4 , 

1-4.1 , 1-5, 1-6 と MB 3-4 の 5 試料からなり，

MB2 コアには認められない.構成種に関しては，

外洋水の影響下にある沿岸砂底種である

Pontocythere subjaponica (Hanai) と湾沿岸の

砂底に生息する Loxoconcha uranouchiensis 

Ishizaki が多い. Pontocythere subjaponica は例

えば浜名湖の今切口より外部で，遠州灘の水深

10m 以浅の細粒砂底(Ikeya and Hanai. 1982) 

や，館山湾 (Frydl. 1982) のように，湾内でも

湾口部が広く，沿岸流が湾奥まで入り込む水深数

-10m 以浅の細粒砂底に多産する. これらの種

の量比により， SS 1 から SS3 までの 3 つの sub­

biotope が認められる. また水深 2m 前後の27

-29%の塩分で 2Mdゆ前後の粗粒な底質に適応

した C.aω~punctata (池谷・塩崎. 1993) や

biotope BB の第一位種である S. quadriaωleata， 

さらに Stigmatocythere sp. (岩崎， 1992 の

Neocytheretωsp.) のように小さな入り江の泥干

潟の高潮線付近で塩分の変動幅が大きい場に生息

する種などの汽水生種が混じる混合群集を含む

(表 2 ).この様に異なる環境の種が混在する理

由としては， (1)津波などの影響で湾奥汽水域への

外洋沿岸砂底種の流入， (2)内湾と外洋とをつなぐ

チャネルを通じた内湾種の外洋への運搬， (3)広く
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聞いた湾口から沿岸流の湾奥までの流入などが考

えられる.

群集構造

貝形虫の群集構造の変化はそれらの生息環境の

変化に対応することが多いため，多様性と乾燥重

量 19 試料あたりの貝形虫の個体数を算出した.

多様性の指数としての種多様度 (H(S)) は，

Shannon-Wiever の情報関数に基づき以下の式

で示す: H(S) = -1:か lnPi. また Buzas and 

Gibson (1 969) は均衡度 (equitability) を以下

の式で定義した:Equitability (Eq.) =eH∞IS.S は

種数.変形すると H(S)= ln (Eq. ・ S) となり，

種多様度は種数と均衡度とに関連して算定される.

均衡度は群集を構成する種がどのような割合で含

まれているかを示す指標で，全ての種が同じ割合

である場合は最大値 1 となり，ある l 種が卓越

しているような群集では O に近い. MB1 コアで

は種数の変化の幅は 12種から最大21種と全体的

に狭く，結果として種多様度の変化は均衡度の変

化に依存している.それに対して MB2 および

MB3 コアでは種数の変動幅が大きく (MB2 コ

アでは 9 種から76種， MB3 コアでは 9 種から65

種)，種多様度の変化は専ら種数の変化に依存し

ている.

種多様度は，平均すると biotope BB で最も低

く， 1.287 (最低1.102-最高1.615) で，次いで

biotope SB と biotope SS で低い.前者は1.911

(1.475-2.629) で，後者は2.274 (1.772-2.834) 

である.一方. biotope DB では比較的高い値を

示し. 2.798 (2.405-3.1 77) であるが， biotope 

AS ではさらに高く， 3.573 (3.327-3.927) で

ある.また biotope AB は 2.234と低い値であっ

た(表 3).

乾燥試料 19 中の個体数に関しては，平均する

と biotope BB が最も少なく 20.1個(12.3-25.3

個)で，次いで biotope DB の 20.7個 (4.3-45

個)で. biotope SB の 23.7個(1.2-50.4個) , 

biotope AB の28.9個， biotope SS の33.2個(1.5

-78.4個)と続く.強い外洋水の影響を反映して

いる biotope AS では他の biotope とは l 桁異な

り， 238.8個 (29.8-716.8個)に達し，試料 MB
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表 3. 試料の採取層準・種数・種多様度・均衡度・ 1 g 
中の個体数・ biotope (sub-biotope). 一

Table 3. Sample horizons. number of species. species 
diversity. equitabi1ity. number of individuｭ
als per 1 g sediment sample and biotope 
(sub-biotope). 

拭料番号深度{白)個体重t 種数種多寝蚕均衡麗個体面19 bioωpe 
MBl-6 5.α)-5.10. 221 19 2.062 0.目414 44.2 SS3 
MB1-5 5.55-5.65 117 16 1.押2 0..368 1.5 SS2 
MB1-4.1 5.処.5.95 196 21 2.454 0..554 78.4 SS3 
MB1-4 6.75-6.80 202 17 2.250. 0..558 5.1 SS3 
MB1・3 7.30-7.40 215 16 1.979 0..452 28.7 SB3 
MB1-2.2 8.85-8.卯 216 17 2.122 0..491 28.8 SB3 
MB1・.2. 1 9.1C同 15 229 17 2.0.88 0..475 30..5 SB3 
MB1-2 10.40-10..50. 242 16 1.603 0..310. 12.1 SB3 
MB1・1.1 12.10-12.15 217 14 2.234 0..667 28.9AB 
MB1・1 12.65・12.75 93 12 1.747 0..478 1.2 SB3 
MB1心 13.05-13.10. 。 。 。 。 。

MB2.・9 5.8Cド.5.90 242 56 3.518 0..602 48.4 AS2 
MB2-8 6.35-6.45 258 53 3.345 0..535 412.8 AS2 
MB2・7 8.伺-8.50. 224 64 3.621 0..584 716.8 AS2 
MB2・6 9.15-9.30 20S 50. 3.355 0..573 109.3 AS2 
MB2・5 9.55-9.65 212 53 3.453 0..596 452.3 AS2 
MB2-4.2 10.15-10..20 214 ω3.586 0..ω1 ω4.8 AS2 
MB2-4.1 11.20-11.25 275 69 3.70.5 0..589 斜0..0.AS3

MB2-4 12.15-12.25 298 65 3.569 0..545 29.8 AS3 
MB2-3 12.35・12必 255 74 3.927 0..686 加4.o. A幻

MB2.・2.1 13.5仏13.55 262 76 3.820. 0.瓜氾 177.1 AS3 
MB2-2 14.20-14.30. 231 ω3.692 0..627 184.8 AS3 
MB2-1.2 16.10-16.15 313 臼 3.591 0..576 お5 AS3

MB2-1.1 16.85-16.鈎 193 47 3.177 0..510. 25.7DB2 
MB2-1 18.10-18.20 22s 39 2.紛5 0..284 45.o.DB2 
MB2心3 初.1Cド.20.15 207 16 1.677 0..334 41.4 SB3 
ME抱月0..2 20..40-20.45 189 14 1.475 0..312 50..4 SB2 
MB2-O.1 21.45-21.50. 20.8 9 1綿5 0..491 20..8 SB2 
MB2-O 22.95-23 ∞ 。 。 。 。 。

MB3-13 5.66-5.76 195 48 3.327 0..580 156.0. AS1 
MB3-12 6.飾品.70. 224 61 3.5∞ 0..543 119.5 AS1 
MB3-11 7.5C版印 268 65 3.620. 0.575 142.9 AS1 
MB3-10. 10..80-10..卯 293 58 3.551 0..ω1 58.6 AS1 
MB3-9 14.0.仏14.10 239 61 3553 0..5乃 38.2 AS1 
MB3-8 14.60-14.70. 214 37 3.065 0.579 4.3 DB1 

MB3・7 17.α)-17.10. 202 28 2.544 0..455 8.1 DB1 

MB3-6 19.30.・19.40 193 33 2.629 0..42 15.4 SB1 

MB3-5 20..71ι.20.80 1ω23 2.307 0..437 8.0. SB1 
MB3-4.1 21.85-21.90 253 21 1.615 0..239 25.3 BB 

MB3-4 22.鈎・.22.40 229 42 2.834 0..405 36.6 SSl 

MB3-3 22.50-22.ω185 9 1.144 0..349 12.3 BB 
MB3-2.1 23.邸-23 卯 228 9 1.102 0..335 22.8 BB 
MB3-2 25.40-25.50. 。 。 。 。 。

MB3・1 25.50-25.ω 。 。 。 。 。

2-7 で最大716.8個体の員形虫を含む(表 3). 

この様に主に内湾環境を示唆する biotope と外

洋水の影響下の場を示唆する biotope AS とでは

種多様度・試料 Ig 中の個体数ともに大きく異な

る.

古環境の変化

各コアにおける堆積環境の変遷

クラスター分析に使用した70 タクサが現世の
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海域で生体・遺骸を問わず最も多産する環境を以
下の 7 つにまとめた: (1)外洋水の影響がほとん

ど無く流れの停滞した湾奥汽水域(塩分が30%0
以下)で水深数m の砂泥底; (2)内湾沿岸の砂底;

(3)湾中央部の泥底(水深約 5-10m) ; (4)湾中

央部~湾口部の泥底(水深10-15m) ; (5)外洋

水の影響を多少受ける湾口部の砂泥底; (6)外洋水

の影響下にある沿岸で水深10m 以浅の細粒砂底;

(7)潮間帯の岩礁地帯に繁茂する石灰藻上あるいは

その周辺の砂底，およびアマモ上あるいはその周

辺砂底である.また生息場所が明確でない種は

“(8)その他"として区分した.図 8 はそれらの割合

と biotope の垂直変化を示す.

1) MB 1 コア

MBl コア下~中部に位置する試料 MB1-l

から 1-3 までは，試料 MB1 -1.1を除いて湾中

央部の泥底で、水深約 10m 程度を示唆する sub­

biotope SB 3 に属し，貝形虫の種数・種多様度・

均衡度がともに低い. しかしながら外洋水の影響

下にある藻場周辺に住む Aurila 属や沿岸砂底に

住む Pontocythere 属の種も少量混在しているの

で，沿岸流や波の影響も多少は受ける湾中央部の

泥底と推定される(図 5). またこの sub­

biotope 中の L. viva が常に L. uranouchiensis よ

り多いことが特徴的である(表 1 ).前述のよう

に Loxoconcha viva は館山湾では水深約15-25

m で第一位種となるが，それ以浅では数が少な

く， 10m 以浅では L. uranouchiensis の個体数が

多い CFrydl. 1982). このような湾域における

水深に関連した L. viva と L. uranochiensis の産

出比は青森湾 CIshizaki， 197 1)でも見られる.

このように MBl コアの下部は biotope SB の中

でも相対的に陸から遠く深い sub-biotope SB 3 

から始まり，海水流入初期の浅海環境を示す

biotope BB や sub-biotopes SB 1 , 2 を欠いて

いる.これは MBl 地点への海水の流入が急激な

相対的海水準の上昇期に生じたことを示唆すると

考えられる.

MBl コア上部に位置する試料 MB 1 -4 , 1-

4.1 , 1 -6 はいずれも sub-biotope SS 3 を構成

する砂質堆積物で，外洋水の影響を多少受ける湾

口部の砂泥底に多い Trachyleberis 属が20% あ
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図 8. 各コアにおける biotope と種構成の垂直変化.左端のスケ ー ルは標高を示す 他の説明は図 5-図 7 と同じ

Fig.8. Diagram showing vertical changes of biotopes and percentages of each group of ostracodes. Numerals 
in scale show metric height abov巴 sea level. Columns are the same as in Figs. 5 to 7. 
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まりを占めている.また試料 MB 1 -4.1 を除く 2

つの試料には強い外・洋水の影響下の沿岸砂底種で

ある P. subja，ρonica が24%あまり含まれており，

第一位種となっている(表 2 ).さらに試料 MBl
-4 では biotope SB を特徴づける湾中央部泥底

種の B. bisanensis が多く含まれているのと対照

的に，上位の試料 MB 1-4.1 と 1 -6 は湾沿岸砂

底の水深10m 以浅に多産する L.uranouchiensis 

が約20%を占め，また相対的に浅く陸域に近い

biotope BB を特徴づける湾奥汽水種の c

acupunctåω，丘 quadriaωleata が混在している.

このことより試料 MBI-4 の方が上位の試料よ

り相対的に陸から遠く深い場を示唆し，上位に向

け浅海化していったことを示唆する.また，試料

MBI-6 の直下に位置する試料 MBI-5 (粗粒

堆積物)は sub-biotope SS 2 に属し，外洋沿岸

砂底種である P. subjaponica を多数 (54.7%)

含む. Stigmatocythere sp. のように小さい湾の

最奥部に生息する種も多いことから，試料 MBl

-5 は内湾最奥部の砂泥底に外洋水の影響下にあ

る沿岸の砂が何らかの強い営力で運び込まれたこ

とを示唆していると考えられる.このように MB

l コア上部の堆積期にはこの地点は湾口部が聞き

外洋水が入り込みやすい沿岸砂底であったと推定

される.

2) MB2 コア

試料 MB2-0.1と 2-0.2は sub-biotope SB 2 を

構成している.すなわち B. bisanensis が第一位

種で全体のそれぞれ40.4と 63%を占めており，

種多様度・均衡度が極めて低い. また S.

quadriaαtleata， C. alata も特に下位の試料 MB

2 -0.1ではそれぞれ20%あまりを占めている. こ

のことから外洋水の影響が少なく流れの停滞した，

塩分の低い水深約 5-10m の内湾砂泥底で，試

料 MB2-0.2の方がより深く塩分が高い場にあっ

たと考えられる.その上位の試料 MB2 -0.3 は

sub-biotope SB 3 を構成しており， biotope DB 

の主要種である N. bicarinαta の占める割合が増

え，逆に湾奥汽水生種の割合は激減していること

から，下位よりさらに水深が増し，水深約10m

程度に達したと推定される.その上位の試料 MB

2-1 , 2- 1.1は L. viva が第一位種となる sub-
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biotope DB2 であり，種多様度・均衡度がやや

低く(表 2 )，水深15m 程度で，深くても 15-

20m の湾口部の泥底環境が示唆される.相対的

海水準が急上昇した結果， MB2 の堆積場が陸か

ら遠ざかり水深が急激に増大したと推定される.

試料 MB2 -1.2から上位はすべて外洋水の影響を
強くうける沿岸を示唆する biotope AS であり，

種数・種多様度・均衡度がこの層準から激増して

いる(図 6 ).この様な場所では潮間帯から外浜

にかけての種が沿岸流や波の影響で混じりあうた

め，古水深の推定は困難である. しかしながら

の幼eropteron uchioi のような上部浅海帯の種が

いないこと， また下部は相対的に深い sub­

biotope AS 3 であることから水深は 10-15m 前

後に保たれていた可能性が高い.その後は徐々に

L. uranouchiensis が多くなり，水深数 m 程度の

砂地や潮間帯の岩礁地帯に繁茂する石灰藻上やそ

の周りの砂地に生息する種が卓越し(図 6 )，内

湾汽水生種がかなり少なくなっている.また試料

MB 2 -4.1からは L. uranouchiensis が L. viva を

常に上回り，試料 MB2-4.2からはより浅い場を

示唆する sub-biotope AS 2 となっていることか

ら上位に向け浅くなり水深10m 以浅の外洋水に

あらわれた露岩が隣接し，アマモ場のあるような

現在の湾口部に類似した環境になったと考えられ

る.

3) MB3 コア

最下部の試料 MB3-1 と 3-2 には貝形虫が全

く含まれていなかったが，木片が多く，淘汰の悪

い堆積物であることから， これらの堆積環境は塩

分がかなり低い潮汐低地や塩水性・湿地のような場

と推定される.試料 MB3-2.1， 3-3 , 3-4.1 

までは試料 MB3-4 を除いて biotope BB に属

し(図7)，種数が少なく，低い種多様度・均衡

度(表 2) で特徴づけられるように， これらの

試料は典型的な流れの停滞した内湾最奥部の汽水

域で水深約 2-5m 程度の還元的な場に堆積し

た.試料 MB3-4 はこのような内湾最奥部泥底

堆積物に挟まれて，沿岸砂底種が卓越する sub­

biotope SS 1 を構成し，種数・種多様度もこの

試料だけ飛び抜けて高くなっている(表 2). こ

の点については後の項で考察する.試料 MB3-
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5 と 3-6 は同じく内湾生種である B. bisanensis, 

S. quadriaculeata, P. bradyi, C. acupunctata を含

み， sub-biotope SB 1 を構成している. これら

には B. bisanensis が S. quadriaculeata より多く

含まれるが， L. viva が産出しないので，相対的

海水準の上昇に伴い，徐々に湾が広がるとともに，

MB3 の堆積場が陸域から遠ざかり，水深も約

5-10m へと増大したことが推定される.試料

MB3-7 と 3-8 は上記の種に加えて湾中央部の

泥底を示唆する N. bicarinata が増加し ， L. viva 

が L. uranouchiensis より同数以上となる sub­

biotope DB 1 であるので， さらに水深が増大し

たことを示唆している.水深はこの時点で深くて

も 15m 程度と推定される(図7).その上位の試

料 MB3-9 から 3 -13にかけては MB2 コアの上

部と同じく種数・種多様度が急激に高くなり，外

洋性の biotope AS を構成している(図7). こ

の層準では L. viva が再び無くなり ， Xestoleberis 

属や N.oligodentata. Pontocythere 属が増えるこ
とから，水深10m 以浅の外洋水の影響が強い沿

岸となったことが示唆される. しかしながら殻の

脆弱な Cytherois 属 ， Paradoxostoma 属，

Sclerochilus 属は MB2 コアの biotope AS と比

べて少なく，強い外洋影響下の砂底に住む R

subjaponica, Neopellucistoma inflatum Ikeya 

and Hanai や内湾砂泥底のC. acupunctata が入

り込む sub-biotope AS 1 となっている. このこ

とより上方浅海化しているが，岩礁地帯やアマモ

場が MB2 地点より少ない(遠い)かあるいは流

れや波の影響がより強い湾口部の砂底域となって

いったと考えられる.

以上の 3 地点のうち，現在の沿岸に近い MB2

と MB3地点でみられるおおよその biotope の垂

直変化の様式 (BB→SB→DB→AS) は Frydl

(1 982) による房総半島の巴川流域での完新世貝

形虫化石群集変化の様式とよく対応する.すなわ

ち S. quadriaculeata を主体とする湾奥群集

(Frydl (1982) では S sub-biofacies) に始まり，

B. bisanensis を主体とする湾中央部群集 (Ksubｭ

biofacies) , L. viva, N. bicarinata を主体とする

湾中央部群集 (N biofacies) となり，最後に

Aurila 属 ， N. oligodentata, X. hanaii を主体と
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する外洋水影響下の藻場群集 (A および SN

biofacies) への変化である. このように異なる

地点で共通性があるということから，この様式は

溺れ谷のより沖合い部における，後氷期の海進・

海退にともなう貝形虫群集変化の特徴であるかも

しれない.

以下に，三浦半島西岸域における堆積環境の垂

直変化を年代ごとにまとめる.

1) 9,500 y. B.P. 前後:MBl 地点と MB2 地点

はまだ陸地で， MB3地点のみが海水の影響下に

あり，干潟や潮汐低地などが広がっていた.

2) 約9，000-8，400y. B.P. 前後:相対的海水準

が上昇し始め， MB2 , MB3 地点では陸地に近

い内湾最奥部の砂泥底で，波や沿岸流の影響がほ

とんどなく有機物に富み，水深約 2-5m の汽

水環境が広がっていた.その後，海進により内湾

中央部の水深約 5-10m の泥底になった.一方，

MBl 地点ではまだ陸地であった.

3) 約8，400-7，700y. B.P. 前後:MBl 地点にも

約8，000y. B.P. に海水が入り込み急速に深くなり，

内湾中央部で水深 10m 程度の泥底となった.

MB2 , 3 地点ではそれより深く，水深約15m 程

度，深くても 15-20m の内湾中央部泥底であっ

た.このような急速な水深の増加時期は日本各地

で認められている縄文海進の速度が早い時期(例

えば太田ほか， 1990) と調和的である.

4) 約 7，700-6，400y. B.P.: MB 2 地点と MB3

地点では急激に堆積場が変化した.すなわち外洋

水の流入が急激に増大し，砂質堆積物がもたらさ

れるようになる.これはさらなる海水準上昇の結

果，湾口部が大きく開いた影響によると推定され

る. MBl 地点では引き続き水深約10m 程度の内

湾中央部の泥底が広がっていた. この時期は海面

の高頂期に相当する.

5) 約6，400-5，000y. B.P.: どの地点でも上位に

向け水深が減少している. MBl 地点で、は湾沿岸

部の水深10m 以浅の砂泥底一砂底となったこと，

MB2 地点では塩分の高く，石灰藻の生えている

磯が近くにあるようなアマモ場となったことが考

えられる. MB3 地点では外洋水の影響が強くア

マモ場が隣接する水深10m 以浅の沿岸砂底となっ

たと考えられる.この水深の減少期は縄文海進後
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の海退期に相当する.

6) 約5，000-3，000y. B.P.: MB 1 地点はすでに

陸化しているが， MB2 および MB3 地点は引き

続き 10m 以浅の外洋水の影響が強い沿岸砂底で

あった.

イベント堆積物中の貝形虫化石群集

今回，貝形虫化石群集の分析をしたコアについ

ては，堆積構造や包含する化石の特徴、 14C 測定

結果(同位体分別効果の補正を行った年代値)に

基づく房総と三浦半島の海成段丘の離水年代との

対比から津波によると推定される 7 つのイベン

ト堆積物 (T 1 : 8,900 y. B.P. 前後， T 2 : 7,600 

-7,800 y. B.P. 前後， T 3: 6,800-6,900 y. B.P. 

前後， T 4 : 5,100-5,200 y. B.P. 前後， T5: 

4,600-4,800 y. B.P. 前後， T 6: 3,900-4,1 00 y. 

B.P. 前後， T 7 : 3,100-3,300 y. B.P. 前後)が

認定されている(藤原ほか，投稿中).ここでは，

これらのイベント堆積物に含まれる貝形虫化石群

集について，他の層準との組成の違いを検討する.

1) T 1 (8,900 y. B.P. 前後)

試料 MB3-4 は，直上下の泥質堆積物試料

(MB 3 -3 , 3 -4.1)と貝形虫の群集組成が全く

異なる.すなわち垂直方向に連続する biotope

BB (湾口部の狭い閉鎖的な内湾最奥部の水深約

2-5m 前後)の中で試料 MB3-4 の層準だけ

が sub-biotope SS 1 である(図 7 ).構成種の変

化に関しては，試料 MB3-4 は， その上下で多

い内湾泥底種が少なく，代わりに上下の試料では

わずか 3%未満しか含まれていない外洋水の影

響下にある沿岸砂底種の P. subjaponica が3 1.3%

を占める.またアマモ場に生息する Aurila spp. 

も急増し，付随して Australimoosella tomokoae 

(lshizaki)などの外洋性の沿岸砂底種も混合し

ており，この試料だけ種数・種多様度が増加して

いる(表 3 ).さらに試料 MB3-4 中の貝形虫化

石標本は色が赤茶け，保存が悪く，再堆積したと

考えられるものが多い.以上のことから外洋水の

影響下にある沿岸砂底に埋積していた貝形虫遺骸

が掘り出され，内湾奥の汽水域に運ひが込まれた可

能性が示唆される.このような海から陸へ向かう

流れとして，津波が考えられる.ただし試料 MB
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3-4 を挟んで・の明瞭な古水深の変化は読みとれ

ない.

2) T 2 (7,600-7,800 y. B.P. 前後)

このイベント堆積物の上位では，特に MB2 と

MB3 のコアで， biotope および種多様度の急激

な変化が認められる(図 8). すなわち水深15m

前後の湾中央から湾口域の泥底環境 (biotope

DB) から，沿岸外洋水流入域 (biotope AS) に

変化している. MB1 コアでは顕著なイベント堆

積物は確認されなかったが，試料 MB 1- 1.1に含

まれる貝形虫化石群集は酸素の豊富な外洋水域の

アマモや石灰藻上とその周辺の砂底に住む種

(N oligodentata, A. cymba, A. corniculata, X. 

hanaii) が内湾泥底種 (B. bisanensis など)と混

在する biotope AB になっている.上下の地層は

湾中央部の泥底 (biotope SB 3 )に堆積したも

のであることから， この層準に外・洋水が内湾に流

入する一過性のイベントがあったと考えられる.

3) T 3 (6,800-6,900 y. B.P. 前後)

MB1 コアでは T3 に相当する明瞭なイベント

堆積物はなかった. MB2 では T3 は sub­

biotope AS 中にあり，イベント堆積物を挟んだ

上下で古水深の変化は読みとれなかった.

4) T 4 : 5,100-5,200 y. B.P. 前後， T 5: 4,600 

-4,800 y. B.P. 前後， T 6: 3,900-4,100 y. B.P. 

前後， T 7: 3,100-3,300 y. B.P. 前後のイベント

堆積物を挟んだ上下層準においては，いずれのコ

アでも明瞭な古水深の変化は読みとれない.

MB1 コアでは堆積物が残存していない.他の 2

本のコアではいずれも沿岸域の外洋水の影響が強

い水深 10m 前後の海域で堆積した地層中

(biotope AS) にあり，前述のように通常の波や

沿岸流による殻の運搬が起こり，混合群集となっ

ているため古水深の読みとりが極めてむずかしい

(図 6 ， 7). またイベント堆積物である MB2-

6 , MB3-13 も上下の泥質堆積物試料中の種構

成と明瞭な差は無い.津波堆積物であると認定さ

れてはいないが，粗粒堆積物からなる試料 MB2

-9 では黒色を呈し保存の悪い貝形虫標本を多く

含んでいることから，洗い出しが起こったと推定

される.
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古水温の変化

3本のコアから産する種は今までに中国・日

本周辺の現世貝形虫が報告された暖流影響下の海

域に生息しているが，中間温帯から冷温帯の浅海

域に多い Finmarchinellajaponica (Ishizaki)が

わずかに試料 MB3 -8 , 3 -10 , 3 -11 , 3 -12 

の 4 試料に認められる. しかしながら統計上有

意な産出とはなっていない(表 1 ). また亜熱帯

系の Ambocythere ja，ρonica (Ishizaki)が同じ試

料 MB3 -10, 3 -11 , 3 -12に含まれるが，同じ

く統計上有意な産出とはなっていない.他の各種

についての地理的北限は現段階では資料が少なく

明確でない.そのため，例えば古逗子湾では海面

高頂期に現在関東地方に生息しない亜熱帯系の貝

化石の産出が認められているが(松島， 1974) , 

そういった議論はできない現状にある.

結論

従来，沖積低地のような場所で掘削されたボー

リングコアを対象にした古環境解析を行う場合は，

少量の試料から多数の個体が得られる底生有孔虫

化石や珪藻化石が多く用いられてきた. しかしな

がら本研究では同じ微化石でも貝形虫化石を用い

て古環境解析を試みた結果，外洋に面した小さな

溺れ谷低地のような場所でのボーリングコアでは，

貝形虫化石が少量の試料中に大変豊富に含まれて

おり(試料によっては共産する有孔虫化石より多

い)，特に古水深の変化・堆積場の変遷を精度よ

く見積もることができることを示した.また後氷

期の海進・海退にともなう貝形虫群集変化の様式

に共通性がある可能性も指摘した.ただし，古水

温に関する情報が現段階では低いこともわかった.

貝形虫を含めた徴化石はサイズが小さいので波

や沿岸流の影響を受けやすい場では様々な環境か

ら遺骸が運ばれ，容易に異地性群集となってしま

う.そのため定常的な作用による混合なのか，津

波などの一過性のイベントによるのかは認識しづ

らしこれまでは外洋水の影響が強い場の混合群

集として一括されてきた. しかしながら堆積環境

が外洋水の影響の少ない内湾域である場合は，垂

直方向への細かな試料採取を行うことにより，津

波のような外洋から内湾への一過性のイベント堆

FOSSILS 64 (1998) 

積物を認識できることがわかった.

三浦半島西岸域の古環境変還のまとめとして以

下の 7 点を挙げる.

1) 3 本のコア (MB 1 , 2 , 3) より選択した

40試料より，少なくとも合計132種の保存良好な

貝形虫化石が抽出され， これらの試料は群集解析

の結果 6 つの biotope に分類された.

2) MB 1 コアでは約8，000y. B.P. 頃から海水が

入り込み，急激に水深10m 程度の湾中央部の泥

底となった.上部は海退によって・浅くなり，水深

10m 以浅の湾口沿岸部に外洋沿岸砂底種が混在

した.特に試料 MB 1 -5 (約 6， 100-6，200y. 

B.P.) ではより強い営力による群集の混合が示唆

される.約5，000y. B.P. 頃には陸化した.

3) MB2 コアでは最下部で水深約 5-10m の内

湾中央部泥底となり，上位に向け深くなり，水深

15m 前後から20m の湾中央~湾口部泥底となっ

た.その後， 7,700 y. B.P. 頃から，外洋水の影響

が強い沿岸域で石灰藻の茂る露岩地帯が隣接する

アマモ場のような環境となった.特に上部は10m

以浅の浅い海域となった.

4) MB3 コアでは最下部では塩分が最も低く水

深約 2-5m の内湾最奥の環境であり，その後

相対的海水準の上昇により，中部で‘は水深が深く

て 15m 程度の湾口部になった.その後 MB2 コ

アと同じく 7，700y. B.P. 頃から浅海化し，強い外

洋水の影響下にある 10m 以浅で海藻の繁茂する

場が近くにあり，波や沿岸流の影響が強い砂底に

なった.

5) イベント堆積物 T 1 (8,900 y. B.P. 前後)

中の貝形虫化石は上下の内湾を示唆する試料と著

しく異なり，塩分の高い砂底群集を示し，種数・

種多様度も高くなっている.また保存も悪いこと

から，湾域に津波の影響で外洋からもたらされた

と考えられる.

6) イベント堆積物 T2 (7,600-7,800 y. B.P. 

前後)中の貝形虫は MB2 と MB3 コアでは下位

の群集と著しく異なる. MBl コアには明瞭なイ

ベント堆積物は確認されていないが，貝形虫化石

群集からこの層準に外洋から内湾中央部泥底への

流入が示唆される.

7) MB2 および MB3 コアでは6，800-6，900y. 
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B.P. 以降のイベント堆積物 (T 3-T7) 中の貝

形虫化石はその上下の試料中の貝形虫化石と群集
に明瞭な差は認められない.両コアにおけるこの

層準の堆積環境は外洋水の影響を多く受ける沿岸

砂底であったので，通常の波の作用と津波の作用

による貝形虫の混合に差が生じにくいことによる

と考えられる.

謝辞

石巻専修大学の石崎国照博士には粗稿を読んで

いただき，有益なご助言を頂いた.東濃地科学セ

ンター・地質環境研究室の Steven R. Carlson 博

士には英文要旨を校閲していただいた.査読者か

らは貴重なご助言をいただいた. ここに深く感謝

の意を表する.

文献

Abe, K., 1983. Population structure of Keijella 

bisanensis (Okubo) (Ostracoda, Crustacea)-an inｭ

quiry into how far the population structure will be 

preserved in the fossil record. jour. Fac. Sci. , Univ. 
Tokyo, Sec. I/, 20, 443-488. 

Abe, K. and Hiruta, S., 1985. Misaki (Living shallow 

marine Ostracoda). Guidebook 01 excursions Exc. 7: 
9 th Inter.凡 S少np. Ostracoda, 5p. 

Bodergat, A. M. and Ikeya, N., 1988. Distribution of 

Recent Ostracoda in:Ise and Mikawa bays, Pacific 

coast of central Japan. In Hanai, T., Ikeya, N. and 

Ishizaki, K., eds. , EvolutionaηI biology 01 Ostraｭ
coda-its lundamentals and applications- , 413-428. 
Kodansha, Elsevier. 

Buzas, M. A. and Gibson, T. G., 1969. Species diverｭ
sity: benthonic foraminifera in western North Atｭ

lantic. Science , 163, 72-75. 
Frydl, P., 1982. Holocene ostracods in the southern 

Boso Peninsula. In Hanai, T., ed. , Studies on japaｭ

nese Ostracoda. Univ. Mus. , Univ. Tokyo. Bull., 20, 

61-140. 

藤原治・増田富士雄・入月俊明・布施圭介， 1997. 

沖積層に記録された津波の記録一堆積学からのアプ

ローチー.日本地質学会第104年学術大会講演要旨，

36. 

Horn, H. S., 1966. Measure of “overlap" in comparaｭ
tive ecological studies.Amer. Natur., 100, 419-424. 

Ikeya, N. and Hanai, T., 1982. Ecology of Recent 
ostracods in the Hamana-ko Region, the Pacific 

21 

coast of Japan. In Hanai, T., ed., Studies on japanese 
Ostracod仏 Univ. Mus. , Univ. Tokyo, Bull., 20, 15-
59. 

池谷仙之・長谷川浩志・鹿島徹子， 1987. 3. 介形虫化
石の分析一川崎市街地(神奈川県)の完新世介形虫
群集.松島義章編，川崎市内沖積層の総合研究，
51-64. 

池谷仙之・和田秀樹・阿久津浩・高橋 実， 1990. 浜

名湖の起源と地史的変遷.地質論， 36, 129-150. 

Ikeya, N. and Itoh, H., 1991. Recent Ostracoda from 

the Sendai Bay region, the Pacific coast of Japan. 

Rep. Fac. Sci., Shizuoka Univ., 25, 93-145. 
池谷仙之・塩崎正道， 1993. 日本沿岸内湾性介形虫類

の特性一古環境解析の指標として .地質論， 39, 
15-32. 

Ishizaki, K., 1968. Ostracodes from Uranouchi Bay, 

Kochi Prefecture, Japan. Tohoku Univ. Sci. Rept., 
2nd ser. (Geology) , 40 (1), 1-45. 

Ishizaki, K., 1969. Ostracodes from Shinjiko and 

Nakanoumi, Shimane Prefecture, western Honshu, 

Japan. ibid., 41 (2) , 197-224. 

Ishizaki, K., 1971. Ostracodes from Aomori Bay, 

Aomori Prefecture, northeast Honshu, Japan. ibid., 
43 (1) , 59-97. 

石崎国照， 1984. 貝形虫化石詳細調査. 中世古幸次郎

編，関西国際空港地盤地質調査， 37-43，災害科学研

究所.

岩崎泰穎， 1992. 熊本平野地下における有明粘土層中

の介形虫の群集変化.熊本大学理学部紀要(地学)，

13 (2) , 1-12. 
Kamiya, T., 1988. Morphological and ethological adｭ
aptations of Ostracoda to microhabitats in Zostera 

beds.ln Hanai, T., Ikeya, N. and Ishizaki, K., eds., 

Evolutionary biology 01 Ostracoda -its lundamentals 
αnd applications-, 303-318. Kodansha, EIsevier. 

松島義章， 1972. 古大船湾の貝化石群集 その湾奥部

について一.神奈川県立博物館研究報告(自燃ヰ学:)，

5, 31-43. 
松島義章， 1974. 神奈川の地質1.神奈川県立博物館調

査報告(自然科学)， 5, 3-40. 

松島義章， 1976. 三浦半島南部の沖積層.神奈川県立

博物館研究報告(自然科学)， 9, 87-162. 

松島義章， 1979. 南関東における縄文海進に伴う貝化

石群集の変遷.第四紀研究， 17 (4) , 243-265. 

松島義章， 1984. 完新世段丘からみた相模湾・駿河湾

沿岸地域のネオテクトニクス.第四紀研究， 23 (2) , 

165-174. 

松島義章・大嶋和雄， 1974. 縄文海進期における内湾



22 

の軟体動物群集第四紀研究， 13 (3) , 135-159. 

太田陽子・松島義章・三好真澄・鹿島 薫・前田保夫・

森脇広， 1985. 銚子半島およびその周辺地域の完

新世における環境変化.第四紀研究， 24 (1), 13-29. 

太田陽子・海津正倫・松島義章， 1990. 日本における

FOSSILS 64 (1998) 

完新世相対的海面変化とそれに関する問題.第四紀

研究， 29 (1), 31-48. 

山根勝枝， 1998. 瀬戸内海燈灘における介形虫群集.

日本古生物学会1998年年会予稿集， 154. 



化石 64 (1998) , p.23-35 23 

イタヤガイ類の系統分類と分類形質の評価

速水格*・松本政哲*

Phylogenetic classification of scallops and 

evaluation of their taxonomic characters 

Itaru Hayami. and Masahiro Matsumoto 事

Abstract Current suprageneric c1assification systems of scallops (superfamily Pectinoidea) , which were 

proposed by several authors mainly on the basis of adult shell morphology, are critically reviewed, and some 

important characters for the macrotaxonomy are evaluated. In recent years T. R. Waller has been establishing 

a new c1assification system of this superfamily in view of the fossil records, shell microstructure and some 

derived characters in the early dissoconch. Because the shell morphology in early byssate stage is not related 

to the subsequent change of Iife habit and resuItant convergence, Waller's system may be logically regarded 

as more adequate than previous ones, possibly better ref1ecting true phylogenetic relationship. This inference 

was preliminarily but successfully tested by our mitochondrial DNA phylogenetic analyses of seven pectinids 

from Japanese waters; for example, the molecular phylogenetic tree using cytochrome oxidase subunit 1 surｭ
prisingly agrees well with Waller's system. Although the results of molecular phylogenetic analyses may not 

directly indicate Linnean hierarchial systems, they must greatly contribute to the improvement of c1assificaｭ

tion and adequate evaluation of taxonomic characters. 

はじめに(イタヤガイ類分類の問題点)

ここで論じるイタヤガイ類とは，イタヤガイ上

科二枚貝の中で最も多くの属・種を含むイタヤガ

イ科 CPectinidae Wilkes, 1810) に加えて，近

年になって区別されるようになったワタゾコツキ

ヒ科 CPropeamussiidae Abbott, 1954) , エン

トリウム科 CEntoliidae Korobkov, 1960) およ

びネイシア科 CNeitheidae Sobetski, 1977) を

いう.ウミギク科，ネズミノテ科などもこの上科

に含められることが多いが，上記 4 科との違い

は明瞭で混乱はないのでここでは取り上げない.

イタヤガイ類は，人目につきやすい扇円形の外

形や鮮やかな色彩を示し，古くから多くの貝類学

者によって記載・分類が進められた.機能形態学

の対象や海洋生物地理区の示標としても興味深い.

葉状構造の方解石を主とする丈夫で安定な殻体は

マ申奈川大学理学部応用生物科学科 Department of 
Biology, Faculty of Science, Kanagawa University, 
Hiratsuka, Kanagawa Pref. 259ー1205
1998年 2 月 13 日受付， 1998年 3 月 26日受理

破砕や変質を受けにくく，良好な化石記録が得ら

れるので進化過程の研究も盛んである. Vokes 

(1 980) によれば，イタヤガイ類の属グループの

分類群(属，亜属，節)の名称数は，異物同名や

客観的異名を除く適格名だけで現生78，化石99

に達する. これまでに約7000の種グループ(種，

亜種，変種など)の名称が提唱されたが，実際の

種数は異名の考え方により大きく変わる.それで

も，現在種400以上，化石種 1 ，500以上が確実に

存在する.

一般にイタヤガイ類の殻は識別に役立つ形質が

多く，実体のよく分かっていない古く提唱された

種ゃいくつかのコンプレックス(例えば，

Chlamys islandica のように亜種の集まりか近縁

種の集まりか判断に迷うような分類群)を除けば，

種の形態的特徴は明瞭である.また，いくつかの

種が形態的にまとまった種群を構成し，種群間で

形態上のギャップも明らかに認められる.例えば，

lredale (1 929, 1939) はインドー西太平洋の現

生イタヤガイ類について合計23におよぶ新しい

属名を提唱した. これは当時としては非常な細分
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で，追随する研究者は少なかったが，それぞれが

まとまった種群をかなり的確に表しているのは事

実で，最近ではその多くが属名や亜属名として復

活している. しかし，現在までに提唱された200

に近い属名・車属名のうちどれだけを主観的異名

とみなして排除するか，これらをどのようにグルー

ピングしてリンネ式分類階級制に沿った体系を構

築するかで研究者の意見が大きく分かれることに

なった.

細分がよいか疎分がよいかはともかく，イタヤ

ガイ類の形質の組み合わせがモザイク状になって

分類が混乱するのは，主に研究者の間で優先させ

る分類形質が異なることによる.周知のように，

イタヤガイ類では生活様式と形態の関係が密接で

ある (Stanley， 1970; 速水， 1995). すべての

イタヤガイ類は幼期には足糸で地物に付着して側

生生活を営むが，成長すると足糸付着を終生続け

る種のほかに，足糸を失って自由生活に入り遊泳

能力を獲得する種，右殻で地物にセメント固着す

る種など，生活様式が多様化し，それぞれの生活

型に応じた形態上の共通的特徴が現れる.例えは

遊泳型の種を足糸付着型の種に比べると，①殻頂

角やアスペクト比が大きく，②殻や耳状部が前後

対称に近く，③足糸湾入や櫛歯が二次的に退化し，

④主部の前背・後背縁に水流を噴出する隙聞を生

じ，⑤閉殻筋の中の速筋(横紋筋)の部分がよく

発達し，殻の内面に対して斜めになる，などの共

通した相違点がある. この違いの認識は多分に経

験的なものであるが，機能形態学的にも説明され

ている (Stanley， 1970; Thayer, 1972; ほか).

一方， このような成長に伴う生活様式の変化は，

さまざまな地質時代に異なった進化系列で独立に

生じたことが明らかになっている.イタヤガイ類

では生活様式の違いが端的に形状に現れるので，

成貝の形態には平行進化や収数と見られる現象が

少なくない. したがって，このような生活様式に

大きく支配される形質は，種の識別や機能形態の

研究には重要であっても，系統に応じた高次分類

を目ざす場合には重視するべきではない.つまり，

いかにして妥当な分類形質の評価を行って見かけ

の類似を看破するかが分類体系を構築する鍵にな

るのである.
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最近 T.R. WalIer が一連の論文で提示しつつあ

るイタヤガイ類の分類体系は，化石記録および現

生種の特徴を新しい視点から調査して構築された

もので，従来の体系とは大幅に異なっている.小

論では，これまでに提示されたイタヤガイ類の分

類体系を批判的にレビューするとともに， これを

l つの事例として高次分類のある方を考察する.

また，筆者の一人(松本)が進めているイタヤガ

イ類数種のミトコンドリア DNA による系統解析

の結果の一部を従来の体系と比較し， この方法の

効用について予察を試みる.

イタヤガイ類の分類略史

現生・化石イタヤガイ類の分類研究はきわめて

多数にのぼる.古くは VerriII (1 897) が若干の

属・亜属を設けて系統を論じたが，初めて世界中

の現生種を広く対象として分類体系を提示したの

は Thiele であった. Thiele (1935) およびそれ

以後に提示され，他の研究者に強い影響を与えた

と恩われる体系をいくつか紹介すると次のように

なる.

Thiele (1935) の体系

戦前にドイツの1. Thiele が“Handbuch der 

systematischen Weichtierkunde"の中で示した

イタヤガイ類の分類は，現在得られている知見に

照らすと多くの難点や矛盾を含むが，長くこれに

代わる体系がなかったこともあって，後の分類研

究者に大きな影響を与えた.彼はイタヤガイ科を

4 亜科(ツキヒガイ亜科，イタヤガイ亜科， ネズ

ミノテ亜科，ウミギク亜科)から構成されるとし

た.ここで論じるイタヤガイ類は初めの 2 つの

亜科で，その内容は表 1 の通りである.

Thiele が区別した亜属や節 Csection) の多く

は現在では.独立属として扱われる.異名などの理

由によって現在はほとんど用いられない

A rctinula, Plagioctenium, Pallium, Semipecten 

は，それぞれ Delectopecten， A rgo，ρecten， Decatoｭ

pecten, Hemipecten を意味している.この体系に

対する疑問は，化石記録を考慮に入れていないこ

と， Amussiinae [= Amusiinae] と Pectininae

の関係とそれぞれの亜科を特徴づける形質が不明
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表1. Thiele (1 935) によるイタヤガイ類の分類体系

亜科 属 亜属および節[角括弧内]

Amusiinae Amu沼ium

Adamussium 

Propeamussium 丹匂Ipeamussium. Palliolum [Palliolum. Pectinella. めlalopect，開，
の的pecten. SimiliPe官ten. Arctinu仇 CyclochlamysJ 

Pectininae Pecten Chlamys [Chlamys. Veprichlamys. Camρtonectes. P:旨eudamussium.
Aequipecten. Pallium. PI仰ioctenium. NodipectenJ. Placopecten. 
Equichlamys. Patinopecten. Pecten [Pecten. EuvolaJ. Hinnites 

Semipecten 

Pedum 

確なことである. I新亜科」とされた Amusiinae

(実際には Ridewood (1 903) によってすでに設

けられていた)は，内肋の存在，平滑に近い外表，

半透明の殻などに注目してまとめられたようであ

るが，かなり疎縁の分類群の寄せ集めで，見かけ

の類似に惑わされた結果である. なお，黒田

(1931a. b. 1932a. b) も Thiele (1935) に先立つ

てツキヒガイ亜科を区別しており，その日本産イ

タヤガイ類の分類は実質的に Thiele の体系にか

なり近い.

Korobkov (1960) の体系

旧ソ連の1.A. Korobkov が“Osnovy paleonｭ

tologii" の中で提示した分類体系で， 既存の

Amusiinae. Pectininae に. 3 亜科 Entoliinae.

Chlamysinae [=ChlamydinaeJ. Pallioluminae 

[ = PalliolinaeJ を加えて，化石および現生イタ

ヤガイ類を表 2 のように分類した(ただし，亜

科 Chlamydinae はすでに von Teppner(1922) 

が設立していた).

Korobkov は，これまでに提唱されていた多く

の化石属を初めて亜科レベ‘ルで分類した. Thiele 

の Amusiinae を構成する分類群を，内肋を有す

る Amusiinae とこれをもたない Palliolinae に類

別したこと. Thiele による多くの亜属や節を属

として認め. Chlamys と Pecten の 2 属だけに多

くの亜属を所属させたのが目立つ. しかし，現生

種の分類は，内容的に Thiele の体系と大きくは

変わっていない.

Hertlein (1969) の体系

米国の L.G. Hertlein が“Treatise on Inverteｭ

brate Paleontology" の中で提示した体系である.

系統関係を示す証拠がまだ不十分であるとして，

正式の亜科名は用いず，暫定措置として化石・現

生イタヤガイ類の属・亜属を表 3 のように 11 の

グループ (group) に整理して示した.

周知のように，“Treatise" の各巻は，現生・

化石の有効なすべての属・ E属について模式種の

表示と図示，異名，標徴，生存期間，分布を明記

しているので，分類研究者にとってきわめて便利

な座右の書になる.当然，その影響も大きい. し

かし. Hertlein のグルーピングも Thiele らの分

類と同様に見かけの類似に惑わされているケース

が多い.異名や亜属の扱いにも不適当な点が散見
され，少なくとも筆者の一人(速水)には当初か

ら受け入れ難い体系であった. その後 Vokes

(1 980) は，二枚貝の属グループの原著を示すカ

タログを出版し，“Treatise" 以後に提唱された

名称を補遣に示したが，イタヤガイ類の分類は

Hertlein のグループによるまとめ方をそのまま

踏襲している.

波部 (1977) の体系

波部忠重は. 1951-53年に「日本産員類概説J，

1977年にその改訂版「日本産軟体動物分類学，

二枚貝綱/掘足綱」を著し，日本産の現生二枚貝

のほぼ全種について，分類上の位置づけと高次分

類群の特徴を示した.和書ではあるが，後著の体

系は外国でもしばしば引用される.イタヤガイ類
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亜科

Entoliinae 本

Amusiinae 

Chlamydinae 

Palliolinae 

Pectininae 

FOSSILS 64 (1998) 

表 2. Korobkov (1 960) によるイタヤガイ類の分類体系(*は絶滅分類群)

属および亜属[角括弧内]

E'ntolium ホ ， R匝rnopecten *, Sy明り'Clonerrta* 

Amusium, Occultamussium, Variamussium. , Parvamussium 

Chlamys [Chlamys, Mimachlamys, Talochlamys, S四四chlamys， Belchlamy宮，
Camρtochlamys *, Aequipecten, Oopecten, G切ntopecten， Lyropecte耽 Manuρ'ec伽，
Flexゅecten， Lyssopecten, Proteopect宮川 Peplum， MesopePlum, De叩灼ljJecten， Dent匂cten，
Sωi!Îopecten， Équichlamys, AndtiPopecten *, Pethゆecten， Placopect切， Sect(ρecten ., 
VeρrichlamysJ ， Indopecten *, Hinnites， 丹ηhinnites *, Cam.ρtonectes *, Lissochlamis, 
h eudamussium, Lentipec伽'

Palliolum, Similipecten, DelecωljJec伽， Adamussium, Arctinula, Cyclopecten, Hyalopecten, 
Chlamydella 

Pecten [Pecten, Flabellipecten, Amussiopecten *, Patino.少ecten， Forゆecten* J, Neith師事，
B凶um

表 3. Hertlein (1 969) によるイタヤガイ類の分類体系(*は絶滅分類群)

グループ 属および亜属[角括弧内]

Lentipecten G. Lentipecten * [Lenlかect加*， Enωliopsis 勺， Adamussium 

Amusium G. Amusium. Korobkovia へ Propeamussium [Propeamussium, ParvamussiumJ 

c'amptonectes G. Campωnectes 事[Camptonecte，よ ， Boreionectes *, Campωchlamys * J, Radulonectites * 

Eburneopecten G. Eburneopecten * [Eburneopecten へ Micronectes へ Ciclopecten* J, Cyclopecten [のclopect，開，
Chlamydella, PectinellaJ , Hemipec的z， Palliolum [Palliolum, Delecω，pecten， Hyalopecten, 
L issochlamis, Parvochlamys *]. Pseudamussium 

* Antijanira G. Antijanira ~， Amphijanira ~， Pectinula 

Chlamys G. Chlamys [Chlamys, Aequipecten, An日ztipopecten *, A nnachlamys, A thlopecten * , 
C句Iptopecte四， Du，ρlipecten ~， Equichlamys, Flexゅecten， Hilberia へんzωmusium，

* Kaparachlamy.宮， Leochlamys, Leptゆecten， Lyropecten " Macrochlamis " Manupecten, 
* .. _. *事

Mixipecten ~， Miy，曜かecten , Nanaochlamys ~， Nodipecten, Paゆec同 Pethopec伽，
* ~ . . * m必lopec的z " Placo.少ecten， Radめ，pecten ~， Radulopecten ~， Sectipec伽 ， Serripecten ~ , 

Stralopect四*， Sωiftopect朗， Vertipecten * J 

Hinnites G. Hinnites, Pedum, Prohinnite，よ ， Spondylopecten * 

Decaω，pecten G. DecaωljJecten [DecaωljJecten， A昭ゆecten， Senectenolium * J, Semipallium [Semipallium, 
E'xcellichlamys, Mesopゅlum， MirapectenJ 

本

Pecten G. Pecten [Pecte既 Amussiopec伽 ， Euvola, Flabelliρecten， Oppenheimopecten, Patinopecten, 
* F'ortipecten ~， Lituy，ゆecten~ ， Minnivola, Yabψecten. J 

Neithea G. Neithea キ [Neithea *, Neithella *, Neitheo，ρ喧申 J ， Ventalium *, Wのla* [Weyla *, 
P'seudovola *, Tosapecten * J 

h哩udo.少ectenG. Pseudゆecten* [Pseudoρecten *, Echinopecten * J, Indopecte明*

については，一部の外国種や新生代の化石種も含

めて表 4 のように分類した.

この体系は，“Treatise" にかなり強い影響を

受けているが，独自の点も多い.形態的に他と大

きく異なる属に基づいて 5 つの亜科

Adamussinae [=AdamussiinaeJ , Hinnitinae, 
Camptonectinae, Hemipectinae [= Hemipectiｭ

ninaeJ および Peduminae を新たに設けた. Ab幽

bott (1954) が提唱した Propeamussiidae, 

Masuda (1962) が設けた Patinopectinae
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表 4. 波部(1977) による日本産イタヤガイ類の分類体系(*は絶滅分類群)

亜科 属および亜属[角括弧内]

Adamussiinae Adamussium 

Amusiinae Amusium 

Propeamussiinae Pro，仰amussium [Propeamussium, Parvamussium J, Paramusium, Ctenamussium, 
B'athyamussium, Micramussium, Polynemamussium 

Camptonectinae Camp伽ecten. Palliolum, Delectopecten. Cyclop官官ten. Hyaゆec伽

Chlamydinaeαlamys [Chlamy宮" Sw例opecten， Coralich加ny丸 Mimachlamys， Mirapecten, 
Azu加tapectenJ ， Semipallium, Comptopallium, Bractechlamys, Gloripallium, Annachlamys, 
Cゅρtopecten， Deca品ゆecten， Volachlamys, Excellichlamys, A昭uipecten

Hinnitinae Hinnites 

Hemipectininae Hcωnipecten 

Pectininae Pecten [Pecten, Q仰enheimopec伽， Notovol，仏 Minnivo仇 Serraωvo仇 Amussiopecten へ
M�agipecten * J, Placopecten 

Patinopectininae Patino，ρec伽 [Patinopecten， Mizuhopecten, Yabepecteぷ， Koωrapec伽ホ J ， Fortipecten * 

Peduminae Pedum 

[ = PatinopectininaeJ も亜科として認め，合計

10亜科からなる分類体系を提示している.

Camptonectinae は，語幹からみて，中生代に繁

栄した Camptonectes を模式属としていることが

明らかであるが， この亜科を構成するとされた現

生属は Delectopecten を除くと Camρtonectes と

はかなり異質の分類群である(特徴は明記された

ので亜科の提唱そのものは有効である).従来

Hinnites として l つの分類群を構成すると考え
られてきたセメント固着する種群にも，異なる系

統のものが含まれることが明らかにされた (Ber­

nard, 1986; Waller, 1993). また， Propeｭ

amussiÏnae を構成するとした属の中で Paramus­

sium 以下の 5 つの属は， �ama (1 944, 1951) 

ら一部の研究者が細分した分類群名を採用したも

のであるが，外国でこれらを属・亜属として認め

ている研究者はほとんどいない. これらの属はす

べて Propeamussium または Parvamussium の異

名と見なされる.一方，内肋を欠いていても，

殻の微細構造などの知見から，微小種から構成さ

れる Cyclopecten や Chlamydella をこの亜科

(最近では科に昇格させることが多い)に含める

のが妥当である (Hayami， 1988; Dijkstra, 1991, 

1995; Hayami and Kase, 1993). 

そのほか，日本では Masuda (1962) は日本お

よび近隣地域の新生代の化石種， Hayami 

(1 975) は同じく中生代の化石種について独自の

分類体系を示した.また， Masuda (1 963) は，

Patinopectininae に加えて，二次的に氷山戦略

をとるようになって殻が著しく重厚化した化石属

Fortipecten ( 生活様式の解釈は Hayami and 

Hosoda (1 988) を参照)に基づいて，新亜科

Fortipectininae を提唱し， Kafanov (1986) ら

極東ロシアでの分類研究に影響を与えた.また，

テチス海域の三畳紀の多くの種については

Allasinaz (1 972) , ヨーロッパのジュラ紀の種

について Johnson (1 984)，同じく白亜紀の種に

ついて Dhondt (1 972a, b, 1973a, b) による詳

細な分類研究があり，それらの体系は日本の中生

代化石種の分類にも影響を与えるが，イタヤガイ

類全体から見れば部分的・局地的であるのでここ

では省略する.

イタヤガイ類の分類形質の評価

Waller の新しい体系を紹介する前に，イタヤ

ガイ類の高次分類に重要と思われる形質を評価し

ておきたい.まず，軟体部の特徴は重視するべき

であろうが，イタヤガイ科の中では多様性に乏し
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く，化石種では不明であるため，属や亜科の識別

にはほとんど利用されていない.イタヤガイ類に

は，雌雄同体の種と雌雄異体の種があるが，これ

が分類形質としてどの程度利用できるかは明らか

でない.ただし，ワタゾコツキヒガイ科の諸種は

外套膜縁の触手を欠いているので(イタヤガイ科，

エントリウム科では常に存在する).科レベルの

識矧L長として注目される.

前節で紹介した研究者が高次分類の基準として

重視した形質は，殻の主部 (disk) および耳状部

(auricles) の外形，足糸湾入 (byssal notch) 

や櫛歯 (ctenolium) の有無，殻頂角，外面彫刻，

前背・後背縁の隙間の有無などで，いずれも成貝

での殻の形態的特徴である.これらは個体発生中

の生活様式の転換に伴って変化した後のいわば二

次的な特徴である.さらに同様の生活様式の転換

は複数の進化系列で平行的に起こっていることが

強く予測されるので，必ずしもこれらを高次分類

の重要な基準と見ることはできない.

原殻 (prodissoconch) の形態は，かつて

Ranson (1 960，ほか)がカキ類の分類に適用し

たことがあるが，原殻 I の形状とサイズおよび原

殻 II の有無は発生様式と幼生生態(浮遊物栄養

型か，卵黄栄養型か，直達発生型か)に密接に関

連し (Ockelmann， 1965; ほか)，同属内の近縁

種の間でも大きな違いが見られるので，一般に高

次分類の基準とはなりにくい.このように，機能

形態学的に注目される形質と系統分類学的に重視

すべき形質は大きく異なり，むしろ相反すること

が多いと考えられる.従来の高次分類ではこのよ

うな形質評価の視点が欠けていた.これに対して，

近年詳しく研究されるようになった殻の微細構造，

殻表の微彫刻や足糸付着期の幼貝(初期の終殻)

の形態は，系統をより確実に示す形質であると考

えられる.これらを含めて新しい見地から分類形

質を評価すると次のようになる.

足糸湾入 (byssal notch) と櫛歯 (ctenolium)

一般にイタヤガイ類では右殻の前耳状部と主部

の接合部に湾入が生じ， この部分の隙聞から足糸

が出て地物に側面付着する.この部分の特徴は以

前から分類形質として重視された. Stanley 
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(1 970) の解釈によれば， この側面付着は，主部

および前耳状部の前端と湾入奥部から出る足糸に

よって 3点で支持されるので，湾入が深いほど

安定した付着姿勢が可能になる. しかし，成長に

伴って自由生活に入る種では，足糸湾入は機能が

なくなって次第に消失し，前後の耳状部は対称に

近くなる.足糸湾入の深さは生活様式に強く関係

する形質であるから，足糸付着型から自由生活型

への進化が多くの系列で平行的に起こっていると

すれば，成貝のこの部分の形状は高次分類では特

に重視するべき形質ではないことになる.

櫛歯は足糸湾入の右殻主部側に生じる一連の櫛

状の小歯で，成長に伴って殻頂部の方から次第に

殻内に埋められ，前方に付加される数個だけが足

糸を椀き広げて付着を安定させるように機能する.

この形質も機能的意味が強いが， Waller (1984) 

は，殻の内層で造られる真の櫛歯はイタヤガイ科

(Pectinidae) だけに生じる固有の派生的形質と

考え，その存在は科レベルの特徴になるとした.

ワタソ'コツキヒガイ科などにも同様の機能をもっ

と考えられる小歯状の突起 (偽櫛歯

pseudoctenolium という)が湾入部の主部側や

耳状部側に生じることがあるが， これは外面彫刻

が変化したもので，真の櫛歯と発生学的に相同の

関係にはない.イタヤガイ科では，自由生活する

種でも幼期には足糸湾入部に櫛歯を備える.例え

ば，ホタテガイでは，殻径10mm ぐらいまでの

幼貝はやや縦長の Chlamys 型の外形を示し，明

瞭な足糸湾入と櫛歯をもっ.つまり，成員に櫛歯

が認められない場合，それが幼期にも存在しない

のか二次的に退化したのかを識別することが重要

である.

殻の微細構造 (shell microstructure) 

化石・現生を通じて有殻動物の高次分類に殻の

微細構造が重要な形質となることはいうまでもな

い.微細構造の違いを二枚貝類の高次分類に初め

て適用したのは Newell (1 937-1938) で， こ

の形質が古生代後期のイタヤガイ状二枚貝

(A viculopectinoidea) の科レベルの識別に役立

つことを明らかにした. しかし，中・新生代や現

生のイタヤガイ類では，大部分の種の外層が葉状
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方解石 (foliated calcite) で造られていて，多様

性が期待されないこともあって，殻の微細構造が

分類に利用されることはほとんどなかった.

近年，走査型電子顕微鏡の普及などにより，ィ

タヤガイ類でも多くの微細構造の観察・解析の成

果が蓄積している.詳しくは Carter (1 990a, b) 

のレビューを参照されたいが，イタヤガイ類の高

次分類の見直しにも大きな影響があった.まず，

Waller (1 972a) は， ワタゾコツキヒガイ属の殻

の微細構造が， Amusium 属を含むイタヤガイ科

の諸属と大きく異なっている事実を指摘し，科レ

ベルの識別 (Propeamussiidae の認定)が妥当

であるとした.イタヤガイ科の諸属は，両殻の外

層のほとんどの部分が葉状方解石の結晶子の積み

重ねでできている.ただし，右殻の殻頂部だけは

稜柱状方解石の薄層に覆われることが多い(この

部分には放射肋が出現しない).

ワタゾコツキヒガイ科の諸属 (Propeamus­

sium, Cyclopecten, Chlamydella など)では，右

殻の主部は全面的に稜柱状方解石の外層に覆われ

る.そのために， この外層だけからできている右

殻の腹縁部は柔軟性があって，生貝が殻を閉じる

と左殻の内面に沿って張り付くように反転する.

右殻の薄い“中層"と左殻の外層および内肋のコア一

部分は，殻表にほぼ平行な繊維状方解石またはこ

れから漸移すると恩われる葉状の方解石で造られ

ている (Hayami， 1988). これは古生代後期に

繁栄したペルノペクテン科 (Pernopectinidae)

の構造に近い (Newell and Boyd, 1995)，内層

はイタヤガイ科，ワタゾコツキヒガイ科とも主に

交差板構造を示すアラレ石からなるが，イタヤガ

イ科の一部の種(特に冷水系の種)では，套線の

内側の最内層に再び葉状方解石が沈着することが

少なくない.

エントリュウム科 (Entoliidae) は，真の櫛歯

を欠く点でワタゾコツキヒガイ科に似るが，稜住

状方解石の層を欠き，外層の繊維状一葉状方解石

の被覆は薄く，殻体の大部分は交差板構造を示す

アラレ石からなる.本科は中生代に栄えたが，現

在は Pectinella 1 属(カリプ海に l 種，西太平

洋に 1 種)だけが知られる (Waller， 1984; 

Dijkstra, 1995). これは「生きている化石」の
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好例とみられる.

殻の透明度は，殻の厚さや殻内の有機物の量に

も支配されるであろうが，殻の微細構造にも関係

がある.一般に稜柱状構造や葉状構造は透明度が

高く，交差板構造は陶質感があって透明度が低い.

しかし，同じ葉状構造でも結品子の配列により透

明度は変わると思われる. 半深海性の

Delectoρecten や Propeamussium の殻は透明度

が高いが， これらの内面の腹縁部を走査型電子顕

微鏡で観察すると，葉状構造または繊維状構造の

方解石の結晶子が殻の成長方向(成長脈に直交す

る方向)にほぼ規則的に配列していることがよく

分かる (Hayami and Okamoto, 1986; Hayami, 

1988). これに対して，浅海性の多くのイタヤガ

イ類では，葉状方解石の結品子がさまざまな方向

を向いて積み重なり，ベニヤ板のような丈夫な殻

が形成されている.当然， このような殻は透明度

が低くなる.化石記録などから推察して，前者は

原始的，後者は派生的な形質状態と考えることが

できる.

殻表の微彫刻 (microsculpture)

イタヤガイ類の外面には一般に放射肋がよく発

達し，それに伴う鱗片や輪肋などさまざまの彫刻

がみられる.これらの特徴はしばしば種や属を特

徴づける分類形質として利用されている.しかし，

種によっては同一個体群内に幅広い彫刻の変異が

見られることがあり， (例:ヒヨクガイ， ヤミノ

ニシキ)，彫刻の機能やそれが造られる機構を考

慮して，妥当な形質評価を行った上で高次分類に

適用する必要がある.

これらの巨視的な彫刻とは別に，イタヤガイ類

の殻の外表にはしばしば 2 種類の微細な彫刻が

認められる.その l つは， カンプトネクテス条

線 (Camptonectes-striae) または antimarginal

microsculpture と呼ばれる微彫刻である.先に

コンピュータ・グラフィックスでその幾何学的規

則性を確認した (Hayami and Okamoto, 1986) 

ように，この条線は殻の主部でも耳状部でも成長

脈に常に直交する方向(殻の成長方向)に発達す

る.この徴彫刻は殻の微細構造に密接な関係があ

り，外層を造る葉状方解石の結晶子が単純に殻の
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成長方向に配列していることを示している.これ

が殻表の全面に出現するのは， Waller and 

Marincovich (1992) が再定義した Campto・

nectinae の諸属で，現生の Delectopecten では条

線と結晶子の配列方向の一致が確認された.イタ

ヤガイ科の一部の種では， この条線が放射肋に先

駆けて出現し，初期の終殻の外層が成長方向に規

則的に配列した結晶子から造られていることを暗

示する. また， Waller (1 991)は ， Mimaｭ

chlamys と Aequipecten の初期終殻にこの徴彫刻

に由来すると思われる小孔の列を見いだし，高次

分類に適用できる派生的形質と考えた.

イタヤガイ類の一部にしばしば見られる他のタ

イプの徴彫刻は， 網目状彫刻 (shagreen

microsculpture) と呼ばれるサメ肌状のもので，

Chlamys. Swifto.ρecten. Patinoρecten. SemiPalｭ

lium などの諸属の幼殻(特に左殻)に出現する.

これは微小な鱗片が五つ目状に配列するのが特徴

である (Waller， 1972b). これもコンビュータ・

グラフィックスで示した (Hayami and 

Okamoto, 1986) ように，錯覚によって中央か

ら側方に分かれる双文状のパターンが卓越するよ

うに見えるが，その方向は前述のカンプトネクテ

ス条線とは異なり，一般に成長脈とは直交しない.

むしろ放射肋に強く関連をもっ彫刻で'ある.類似

のパターンの小孔列や斜めの細肋は，葉状構造以

外の外層をもっ他の二枚貝にも広く見られるが，

鱗片の配列を伴うのはイタヤガイ類(特に

Waller の定義する Chlamydinae) に固有の特徴

であろう.

これら 2 種類の徴彫刻は，機能がないと断定

することはできないが，ともに足糸付着期の幼殻

に出現するので，固有の派生形質として高次分類

に利用できそうである.例えば ， Patinopecten 

は遊泳型特有の形態を有し，従来は Chlamys よ

りも Pecten に近いとされたが，幼期の形態は

Chlamys に酷似し， これと網目状彫刻を共有す

ることは分類上の位置について再検討が必要であ

ることを示している.

内肋 (interna1 ribs) 

この分類形質の評価はすでに記した (Hayami.
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1988; 速水， 1994) ので， ここでは簡単に触れ

る.ワタゾコツキヒガイ科の丹opeamussium.

Pa何amussium 両属では，殻の内面に数本ない

し十数本の内肋Cinternal ribs) が発達する. こ

れらは左右の殻の間で完全に対応し，その先端部

は殻を閉じた時には互いに圧着する.断面で見る

と，内肋は交差板構造の内層に包まれているが，

そのレンズ形のコアーは繊維状(または葉状)の

方解石で造られている.また，この内肋が生じる

位置は外面彫刻とは無関係で，殻を透視すると内

肋と左殻外面の放射肋が僅かに斜交しているのが

分かる.

一方，イタヤガイ科の Amusium の殻に見ら

れる内肋は，左右の殻の間で全く対応せず，葉状

構造の外層が内側に盛り上がっているだけで特別

の構造はない. Amusium の内肋はしばしば 2 本

ず、つぺアーをなすが， この属の祖先と考えられる

Amussioρecten 属や Pecten 属の内肋と比較する

とその起源がよく理解される. つまり，

Amusium の内肋は，祖先種の放射肋に対応して

殻の内面に存在したペアーをなす稜が残存したも

のである (Waller はこれを internal carinae と

呼んだ). Amusium の殻は高速の遊泳能力を高

める方向に進化し，抗力や流線の剥離を生じる外

面彫刻を失ったに違いない (Hayami， 1991). 

外表の平滑化(放射肋の退化)にともなって，内

肋が殻縁の確実な噛み合わせを司っていた制約か

ら解放され，左右の殻の間で対応しなくなったと

推定される.

このように Propeamussium と Amusium の内

肋は，殻の強度を増すという共通の機能はあると

しても，全く構造が異なり起源も無関係である.

これらを混同して，その有無を高次分類の基準と

することは明らかに不適当である.ただし，これ

らの異質の内肋を区別して，その発達をそれぞれ

の科内で分類形質として利用されるのは差し支え

ないであろう.

Waller の分類体系

現在，世界には十数人の“pectinist" とでも呼

ぶべきイタヤガイ類の専門研究者がいるが，系統

分類学上の知識と実績において米国スミソニアン
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研究所の T.R. Waller の右に出る人はいないであ

ろう.彼は，化石および現生の Argopecten 属に

ついて進化過程のモデルケースとなる研究

(Waller, 1969) を行った後，殻の微細構造や多

くの分類形質を見直したり新たに導入して，

Propeam ussiidae と Entoliidae (当初 Syncy­

clonemidae を提唱したが，後に Entoliidae の異

名とした)を定義し，科レベルの識別形質を明ら

かにした (Waller， 1972a, 1978, 1984). 続い

て， Pectinidae の車科として Camptonectinae，

Chlamydinae, Pectininae を再定義するとともに，

Chlamydinae, Pectininae のそれぞれにいくつか

の族 (tribe) を新設して独自のクリレーピングを

行った (Waller， 1986, 1991 , 1993; Waller and 

Marincovich, 1992). Waller の Pectinidae の

系統分類研究は種の記載と平行して行われている.

これら一連の研究で言及された亜科および族の構

成属を筆者らなりにまとめて示すと表 5 のよう

になる. Waller の体系は，主に大西洋の種と食

用とされている大型種を対象としていて，まだイ

タヤガイ類全体を網羅していないが，オランダの

Dijkstra など一部の活動的な分類研究者によっ

てほぼ全面的に支持されている.

Waller の体系は，これまでのものとは大幅に

異なるので，疑問やとまどいを感じる研究者が多

いかも知れない.例えば， Chlamys と Patino・

pecten, Pecten と Amusium は，これまで疎縁と

考えられ異なった亜科に含められていたが，

Waller はそれぞれ同じ亜科の同じ族に属すると

した.彼の体系はどのような根拠に基づいている

のだろうか? また，彼が採用した分類方法は従

来の方法とどこが違うのだろうか?

従来のイタヤガイ類の高次分類に取り上げられ

ていた形質の多くは，前節で触れたように，生活

様式の変化を経た後に形成される成貝の特徴であ

る.これに対して Waller は，殻の微細構造のほ

か生活様式の分化が生じる前の足糸付着期に出現

する特徴を重視し，固有の派生形質をとりあげて

高次分類に利用する.このような幼期の形質は，

比較的目立たないので見逃され勝ちであるが，成

長の後期に起こる生活様式の多様化には関連しな

いので，平行進化や収数による見かけの類似は起
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こりにくい.高次分類の基準として利用価値が高

いことは容易に理解されよう.

Waller は，派生形質のマークを記入した U 形

分岐図を好んで提示するので，分岐分類学者のよ

うに見えるかも知れない.確かに分岐分類学の影

響を強く受けてはいるが，彼の方法は進化過程を

考慮し形質の重みづけを行う点で明らかに伝統的

な進化分類学の範曙に入る.つまり，多数の派生

形質を等価と見なして最節約原理によって最適の

分岐図を選ぶのではなく，化石記録や個体発生を

考慮し外群との比較も行いながら，単ーまたは少

数の固有の派生形質を見いだして， 検索表

(key) を作成するような形で系統関係を推定し

体系を構築してゆく.当然，分類群の単系統性は

重視するが，一部の分岐分類学者のように分岐図

をそのままリンネ式階級制にあてはめることはし

ない.イタヤガイ類は化石記録が豊富で地理的分

布もよく分かっているので，進化過程に関する確

実な情報を形質の極性や祖先一子孫関係の推定に

利用しない手はないであろう. Waller の分類方

法はかなり独特であるが，進化分類学の方法を改

良する試みとしても注目される.

イタヤガイ類の分子系統解析(予察)

同じ形態に基づく分類でも， Waller によって

構築されつつある体系は，少なくとも論理的には，

単に目につく形質を勝手に重みづけて作られた従

来の体系よりも優れていて，系統をより良く反映

しているはずである. しかし， これを具体的に立

証する手段があるだろうか? 例えば

Patinopecten は本当に Pecten よりも Chlamys

に近縁なのだろうか? 筆者らはこの検証を分子

系統解析に求めるのがよいと思う.一般に形態に

基づく分類体系が分類群聞の遺伝的距離に基づく

分子系統樹に一致することは望めないし，分子系

統樹がそのまま理想の体系になるとも思わない.

しかし，両者は無関係ではないはずである.特に

イタヤガイ類のように体系が研究者によって大き

く分かれている場合には，分子系統解析は分類研

究者に重要な判断材料を提供するに違いない.

筆者の一人(松本)は， このような視点から日

本産イタヤガイ類 7 種(三陸海岸産のホタテガ
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表 5. Waller によるイタヤガイ類の分類体系(これまでに位置づけられた現生属のみ)

科 亜科 族

Entoliidae 

Propeamussiidae 

Pectinidae Camptonectinae 

Chlamydinae Chlamydini 

属

Pectinella 

円ηP叩mussium， R包rvamussium， Cyclopecten, 
Chlamydella 

D'electopecten 

Chlamys, Azumapecten, Scaeochlamys, 
Coralichωmys， Laevichlamys, Pedum, Hinnites, 
Talochlamys, Sωiftopecten， Semipallium, 
Manupec伽:， Pat伽opec伽， Mizuhopecten, 
Zygochlamys, Equichlamys, Noωchlamy宮

Crassadomini Crassadoma, Caribachlamys 

Mimachlamydini Mimachlamys, Spathochlamys 

Aequipectinini Aequipecten, Argopecten 

Pectininae Palliolini Palliolum, Placopecten, Pseudamussium 

Decatopectinini DecaωIþecten， Aη伊ipecten， Annachlamys, 
Bractechlamys, Exc官llichla加:ys， Flexopecten, 
Gl01かallium， ]uxωmussium， Mirapecten, ‘ 
Somalipecten, Nodipecten 

Pectinini 

イとアズマニシキ，稚内産エゾキンチャク，紀州

産ヒオウギ，相模湾産ヒヨクガイ，遠州灘産イタ

ヤガイ，玄界灘産ツキヒガイ)につき， ミトコン

ドリア DNA 中の cytochrome c oxidase 

subunit 1 (COI)遺伝子を指標とする分子系統樹

を作成し， これを従来の分類体系と比較すること

にした. COI は， mtDNA 遺伝子の中では機能的

制約が強く塩基配列がよく保存されているので，

古い時代に分岐した種聞の塩基置換数を示すよい

指標になると考えられ，分子系統学で頻繁に用い
られている.

抽出した mtDNA から COI 遺伝子の一部領域

について， PCR 法により約900塩基対を増幅し，

クローニング後に塩基配列を決定した. 7 種の

間で塩基配列の直接的な比較も行ったが，多重置

換によるノイズの影響を避けるため，塩基配列を

アミノ酸配列に変換して， マガキ (Crassostrea 

gigas) を外群として最尤法により分子系統樹を

作成した.最尤法の結果は，統計的モデルに依存

するので， 3 種類のモデル OTT-F， Poisson, 

Proportion) についてそれぞれ系統樹を作成し

たところ，すべてのモデルでほとんど閉じ樹形を

Pecten Euvola, Amusium 

得た.図 l にその l 例を示す(各分枝の長さは

期待されるアミノ酸の置換数を表す).

解析した 7 種のイタヤガイ類は 2 つの明瞭に

区別されるクレードを形成した. その 1 つは

{ヒオウギ[アズマニシキ(エゾキンチャク・ホ

タテガイ)]}からなるクレード， f也の l つは

[ツキヒガイ(ヒヨクガイ・イタヤガイ)]からな

るクレードである.塩基配列の直接的比較でも，

統計モデルを変えても， この結合順序は変わらな

かった.また， mtDNA の cytochrome b 遺伝子

の約350塩基対についても同様の解析を行った拭

COI遺伝子による系統樹とほとんど同じ結果が得

られた.

興味深いことに， これらの 2 つのクレードの

内容は， Waller が定義した Chlamydinae と

Pectininae によく一致した. さらに Chla­

mydinae の中の分岐パターンも彼が示した分類

体系に驚くほど一致している.エゾキンチャクと

ホタテガイ，イタヤガイとツキヒガイの近縁性は

この解析で十分に立証された.やや意外であった

のはヒヨクガイの位置で，本種を含む Cη，pto・

pecten 属は Waller の定義する Aequipectinini 
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AJrusiumjaponicum (ツキヒガイ)

。a指ostr，伺 g匂指

(マガキ)

C1}岡op側聞 V宙iωl何回 (ヒヨクガイ)

Pect回 aJbj，伺ns (イタヤガイ)

Mn町h加nysnobilis (ヒ約ギ)
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向者inop回開y邸時'fIsis (:ホタテガイ)

Swifto/)E副朗 swiftii (エゾギンチャク)

1 圏実/10座位

図1. ミトコンドリア DNA 中の Cytochrome oxidase subunit 1 (C01) 遺伝
子のアミノ酸配列から推定された日本産イタヤガイ類 7 種の最尤系統樹
(PROTML JTT-F モデルによる)

族に属すると考えてきたが，少なくとも分子的に

はイタヤガイに非常に近いことになった.一方，

この分子系統樹のパターンは， Thiele, 

Korobkov, Hertlein，波部らによる成貝の形態に

基づく体系とは大きく異なっていて，従来の分類

研究者が見かけの類似に惑わされていた可能性が

強いことを暗示している.また，化石記録や幼貝

の形態に基づいた Waller の体系は，従来のもの

に比べて真の系統を反映する分類に大きく近づい

ていると考えることができる.

結論

現代のマクロ分類(種以上のレベルの系統分類)

には，方法・主張を大きく異にする 3 つの学派

がある.いうまでもなく，①進化過程を考慮し形

質を評価して重みづけを行う進化分類学，②固有

の派生形質の組み合わせによって分岐のパターン

と順序を追及する分岐分類学，③分子レベルの類

似と差異(例えば遺伝的距離や塩基置換数)に基

づいて系統を推定する分子系統学である.それぞ

れ長所と問題点があり，どの方法が信頼性の高い

結果をもたらすかは，取り扱う対象の範囲や性質

によっても変わると思われる.

筆者らの理解では，分岐分類学と分子系統学は

最も信頼の置ける分岐図や分子系統樹を作成する

こと自体を目的とし，必ずしもここで論じたよう

なリンネ式分類階級制に沿った体系の構築を目ざ

しているのではない.つまり，分類学と系統学は

区別されるべきであると考える.脊椎動物の分類

で問題を生じているように(馬渡， 1994，参照)，

分岐図や分子系統樹をそのまま分類体系とするの

は非現実的で， もしそうすれば大混乱が起こるこ

とは必至である. しかし，マクロ分類の研究者が

今後とも階級制をもっ体系を追及するとすれば，

伝統的な進化分類学的な方法以外に，これらの独

立の方法によって得られる結果を参考にしたり臨

機応変に取り入れることが必要であろう.特に分

子系統解析は，形態の収散を見破り，既存の分類

体系を見直し，大きく異なった体系の間での水掛

け論を終わらせる上に重要な役割を果たすと思わ

れる.

化石記録が豊富で分類形質が多いイタヤガイ類

は，これらの異なった方法によって得られた結果

を相互に比較したり，形態進化と分子進化の関係

を追及する上に優れた素材となるであろう.ここ

で行った分子系統解析はまだ試験的なもので，解

析した種は日本産イタヤガイ類のごく一部に過ぎ

ないが，既存の分類体系の検証にいくらかでも貢
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献できたと思う.また，これは単に現生イタヤガ

イ類をどのように分類するかという問題にとどま

らず，伝統的な形態に基づく生物一般(古生物を

含む)のマクロ分類に対して，分類方法と形質評

価の在り方を示す事例になると考えることができ

る.
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ナウマン(1854-1927) の古生物学講義

矢島道子*

The first lecture on paleontology by Naumann 

Michiko Y ajima • 

Abstract Edmund Naumann (1854-1927) was the first professor of geology at the University of Tokyo and 

gave the first lecture on paleontology. Dr. Bunjiro Koto took notes of Naumann's lecture in 1878 and 1879. The 

contents of the note will be shown and 1 shall discuss the similarity with Zittel's textbook of palaeontology 

(1877). 

はじめに

明治以前，江戸末期から，何人もの地質学者が

御雇い外国人として来日し，鉱山などの技術指導

をしているが，おそらく日本で最初に古生物学の

講義をしたのは，明治 8 年(1875) に来日した

エドムンド・ナウマン(1854-1927) であろう.

小藤文次郎の筆記した開成学校および東京大学で

の講義ノートが，東京大学理学部地質学教室(現

東京大学大学院理学系研究科地質学専攻)図書室

に保管されている.その古生物学の講義ノート

『独人那翁満口述第一巻古生学講義 明治 11年 10

月~ (図 1) r独人那翁満口述第二巻古生物学講

義明治12年 1 月~ (図 2) を閲覧する機会を得

たので報告する.

背景

1. ノートの由来

東京大学理学部名誉教授木村敏雄氏が 1977年

の東京大学公開講座『明治・大正の学者たち』で

小藤文次郎の生涯と業績について講演し，それが

縁で， 1978年に「小藤文次郎の養嗣子，新居浜

工業高等専門学校名誉教授小藤甫氏のお宅から，

小藤が学生時代にとった講義ノートその他の貴重

資料が見出され，小藤甫氏の女婿薬学部飯高洋一

-東京成徳学園
Tokyo Seitoku Gakuen, Tokyo 114-0003 
1998年 3 月 6 日受付， 1998年 4 月 20日受理

教授の御なかだちで，それらが理学部地質学教室

に寄贈されたJ (木村， 1978). この経緯につい

ては小林(1985) も少しふれている.

寄贈されたノートは本稿の『古生(物)学~ 2 

冊のほかに，ナウマンの『地質学~ 2 冊， r金石

学~ 1 冊，ヴィ一ドルの『物理学~ 3 冊，アト

キンソンの『化学~ 2 冊， r有機化学~ 3 間，

『分析舎密学~ 2 冊 (2 冊目の後半はジューウェッ

トの有機化学)， rMetallurgy (和名タイトルな

しH4間，不明(英名も和名もタイトルなし，

おそらく物理学) 1 聞である.

2. ノートの体裁

『古生学』も『古生物学』も 2 聞とも，大き

さは縦25cm，横20cm，厚さ 1cm で，背布は青

く，表紙は灰青色のボール紙である.紙質が悪く，

ペン字が少し赤みを帯びていて，裏面までしみ通っ

ているが，よく読める.裏面も通して赤ぺンでペー

ジが打つである. r古生学』のほうは 168ページ

まで打つであり，その後にページの打っていない

ものが 8 ページ続く. r古生物学』のほうは， 115 

ページまで打つであり，あと 30ページほど数字

の打っていないページが続く.ところどころ，赤

ぺンや，黒鉛筆，青鉛筆で補足されている. r古

生学』や『古生物学』は表扉に書かれた表題であ

る.

3. ナウマンの学問的背景

ナウマンはマイセンの生まれ， ドレスデンの工
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図 1 . r古生学J 扉.

図 2 . r古生物学』 扉
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業高校で閉じ御雇い外国人教師として日本に来日

した ヒ ルゲンドルフから生物学の講義を聴いてい

る(矢島， 1997). ミュンへン大学ではチッテル

に地質学， 古生物学を習った. ナ ウマンの学位論

文は『シュタルンベルク湖の杭上住居祉の動物群』

であった.学位を得るとパ イ エルン鉱山局地質課

で働いていたが， 明治 8 年(1 875) 8 月 1 7 日来

日した(今井， 1966). 弱冠20歳 C 9 月 11 日の

誕生日前)であった.

4. 小藤文次郎

彼の こ とを知らなければ， 日本の地質学 ・ 古生

物学の研究者ではないほど小藤(1856-1935) 

は有名である.小藤は「明治 18年から大正 10年

まで，実に36年間東京大学で地質学教授の地位

を占めていた. この間， 日本の岩石学の基礎をき

っき ， 震災予防調査会では全国の火山調査を指揮

して活躍したJ C今井， 1966) . 今回の調査で，

ア 卜 キンソンの Gene ra l Chemistry vol. II C 明

治 9 年 8 月)のノ ート の裏扉に “A student in 

]unior Chemistry Class in the Kaisei Gakko 

]apan" と自称してあった . I化学の授業を受け

ている学生」と い う位の意味だったのかもしれな

いが， もしかすると小藤は化学を最初は勉強した

かったのかもしれない.

ナウマ ンの古生物学講義

ナ ウマンの講義は英語で， 次のように始まる

(図 3). 

Paleonto1ogy 

Lecture 1 

Paleontology is the science of the fossils, the 

science which treats of the vitalized beings 

that lived on the globe at the past periods in 

its history. CGr Palaios ancient, onto being , 

logos discourse). It is dealing wi th all q uesｭ

tions concerning the systematic position, the 

former habit, the distribution in space and 

chronological succession of those ancient beｭ

ings as well as the conclusion which may be 

drawn from these researches for the evolution 

of the organic beings & of the globe in whole." 
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次ペー ジで化石については次のように語った.

“ Fossils (fossus-dug up) are those remains 

or traces of plants or animals which come into 

the strata of the Earth before the commen 

cemnt of the present geological period and 

were preserved th巴re."

全体として 7 回の講義にわかれ ， 1 - 6 回は

総論， 7 回からは各論である . 各論は何回かに

分かれていたであろうが，小膝のノ ートには回数

は記されてお らず，連続している .

総論は

l 回古生物学とは何か， 化石とは何か，

化石化現象，

2 固 化石化作用，化石の同定，

3 回 Cuvier の比較解剖学，古生物学 と発

生学との関連，

4 固化石生物の生態と分布，

5 団地層での産出状況，

図 3. r古生学』第 l ペー ジ

FOSSILS 64 (1998) 

6 団地質時代，参考文献

の 11闘で講義は続いた.地上に棲息する生物種の数
の議論にはブロン (Bronn) をひき， Cuv ier の

比較解剖学は重要であると語っている.参考文献，
教科書としては， Agassiz, Bronn, Haeckel , Manｭ

tel, Nicolson , D'Orbigny , Quenstedt, Zittel 等の

研究を紹介している .

各論は，まず植物と動物にわけ，動物に関する

講義に絞ることを述べてから，大分類として 7

つの Subkingdom (Protozoa 原生動物，

Coelenterata 腔腸動物， Echinod巴rmata 赫皮動

物 Verms 嬬虫動物， Mollusca 軟体動物，

Arthropoda 節足動物， V erte bra ta 脊椎動物)

を紹介している.

詳論は原生動物から始まり，腔腸動物，赫皮動

物を経て，軟体動物で終わっている 嬬虫動物に

ついては数行ふれであるだけである . 第 4 図は

最初に書かれた図である.軟体動物は， Polyzoa, 

• 『
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図 4. r古生学』 で最初に出てくる図
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図 5. r古生物学』中の二枚貝のペー ジ.

Bryozoa, Brachiopoda, Lamellibranchiata, 

Gastropoda, Pteropoda, Cepha!opoda の 7 つの

cJass に分けている. まだ ， Po!yzoa, Bryozoa, 

Brachiopoda は軟体動物綱に含められていた時

代である . r古生学』は詳論のうち軟体動物の

Brachiopoda で終わっている. r古生物学』は詳

論の Brachiopoda から続いて始まり，

Cepha!opoda で終わっている.特に有孔虫， 巻

員， 二枚貝， アンモナイ卜は，属レベルで， 形態，

産出層準等を詳しく述べている.ちなみに二枚貝

には2 1科が含められ，たとえば， Ostreidae には

1 3属が入っている . 巻員のなかまとしては， 19 

科 50属，アンモナイ ト のなかまとしては ， 3 科

3 1属について述べられている . 二枚貝では蝶番

の図(図 5) を ， アンモナイ卜では縫合線の図

(図 6) を l っす‘つ載せている.

匂安

議長日 r'� fV� ('-イ
③1 の 1いJ

区1 6 . r古生物学』最終ペー ジ.

議
三A、

日開
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1. Pal (a)eonto!ogy を古生物学と最初に訳し

たのは誰であろうか

江戸末期の楳訳洋書類の『地理全志j r地球説

略j r博物新編j r博物新編補追j r六合叢談』に

は ， 現在のところ Pal(a)eonto !ogy の訳語に相

当する語はみつからない(八耳，私信) . 学術用

語の初出を考えるときによく引用される西周の

『百学連環』では pa!eontology に「古界学， 前

世界の動物J ， I古体学J という訳語が添えられて

いる. r百学連環』文中では ， Natura! History 

造化史の項目 l:jJに， I これを学問に区別すれば，

Geology 地質学， Mineralogy 鉱物学 ， Metalｭ

!urgy 化鉱学， Botany 植物学， Zoo!ogy 動物学，

Paleonto!ogy 古界学. 古界学は前世界の動物の

事なとを論ずるものなり . J と書かれている .

西周は先に哲学のことばとしての onto!ogy を
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理体学と訳していたため， paleontology に古体

学という訳語を与えたと思われる.なお，同じ

『百学連環』で， being は有体と訳されている.

西周と小藤は同じ津和野出身である.西周は，

脱藩，オランダ留学，徳川慶喜にフランス語を教

えたりした経歴から，明治になって，沼津に引っ

込み，兵学校の教授となり，明治 3 年には江戸

に出て私塾育英舎を聞き， r百学連関 (Encyclo­

pedia)J を開講している.小藤は貢進生であり，

明治 3 年 9 月上京している.開成学校入学以前

のことは不明である(今井， 1966). 直接西 周

についていたかどうか定かではないが，同じ藩の

出身故，いろいろな情報はかなり伝わっていたと

思われる.

なお，誰がいっ生物学ということばを作ったの

かも，現在のところ定かではない.しかしながら，

東京大学が明治 10年に創立されたときに理学部

に生物学科がすでに設けられ，モースは初代生物

学教授であった.

以上のことから，おそらく，古生物学というの

は，小藤の作った言葉と思われる.大変な名訳で，

1970年代に paleobiology という考え方が入って

きた時に訳語を作れなかったくらいであった.

2. 古生学と古生物学

小藤は明治11年10月には古生学と書き，明治

12年 1 月に初めて古生物学ということばを使っ

ている. 3 カ月で「物」が入ったのはいかなる

理由であろうか.現在のところ不明である.なお，

明治 7 年に制定された『工学寮学科並諸規則』

(工学寮とは東京大学工学部の前身のこと)には

シビルインジニール，造家学，実用化学，採鉱掌

錯錆学を学ぷ学生が聴講すべき講義名として地質

学があげられ，その地質学の中に「往古生活アリ

テ，地中ニ埋没セル諸動植物ヲ論ス」学問として

の古生学を含むと書かれている.これは，少なく

とも文案は大鳥圭介のものと考えられるが，古生

学がどこを出典とした言葉かは不明である.

なお，植学と植物学，動学と動物学の関係につ

いて，上野(1989) によれば，字国川格蓄が

1834, 35年に『植学啓原~， r動学啓原』という

書を刊行していたために， 1862年頃から植物学，

FOSSILS 64 (1998) 

動物学のことばが使われ始めたが，明治に入つで

もなかなか徹底されなかったという.

3. 那翁満

ナウマンの古生物学以外の講義ノートとして，

『地質講義~， r地質学~ r金石学」がある. r地質

講義』では能満先生， r地質学」では能満氏， r金

石学」では能満とナウマンのことを書いているが，

『古生(物)学」では，那翁満と敬称も肩書きも

ついていない.おそらく，ノウマンやナオマンの

ほうが現在，私たちがよく使うナウマンよりも

Naumann の発音に近かったと思われる.また，

敬称や肩書きについては，たとえば多数のノート

が残っているアトキンソンについては，名前をあ

げている場合は，教授か先生の肩書きがついてい

る.ヴィ一ドルの物理学についても，教授または

氏がついていて，呼び捨てにはしていない.

4. 授業形態

現存しているのはノート 2 間だけである.ど

のように講義されていたのか，いろいろな想像は

できるが，確実なところは不明である.おそらく，

クランツ標本はすでに存在していたようである.

また，小藤のほかに誰が受講していたのかも不明

である.

5. チッテルの教科書との比較

チッテル (Karl Alfred von Zittel; 1839-

1904) は長くミュンへン大学古生物学教室の教

授であり，古生物学の世界的大家である.彼は生

涯に膨大な論文を書いているが， 1876-1893年

に書かれた Handbuch， 1895年に書かれた Gru­

ndzüge, 1899年に書かれた Geschichite が特に

有名である.

Handbuch (1 876-1893) の第 I 頁には次の

ように書かれている.

Die Palaeontologie oder Versteinerungｭ

skunde ist die Wissenschaft von den 

Versteinerungen oder die Lehre von den alten 

Lebenwesen (ギリシア語の説明が入る). Sie 

besch臟tigt sich mit allen Fragen, welche die 

Eigenschaften, die systematische Stellung, die 
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einstige Lebensweise, die r舫mliche Verbre・

itung und die zeitliche Aufeinanderfolge jener 

alten Wesen betreffen, sowie mit den Folgeｭ

rungen, welche sich aus diesen Untersu・

chungen f� die Entwicklungsgeschichte der 

Organismen und der Erde �erhaupt ergeben. 

英語版(1913) の第 l 頁は次のように始まる.

Paleontology (ギリシア語の説明が入る) is 

the science which treats of the life which has 

existed on the globe during former geological 

periods. It deals with all questions concerning 

the structure, classification, relationships, deｭ

scent, conditions of existence, and distribution 

in time and space of the ancient inhabitants of 

the earth, as well as with those theories of orｭ

ganic and cosmogonic evolution which result 

from such inquiries. 

Under the term of fossils are understood 

all remains or traces of plants and animals 

which have lived before the beginning of the 

present geological period, and have become 

preserved in the rocks. 

ナウマンの講義の出だしとまったく閉じといっ

てよい.途中の各動物分類群の紹介の仕方もよく

似ている. Handbuch はナウマンが来日中に出

版されたので，ナウマンは自分が聞いた講義のノー

トを見て，あるいは思い出して話をしたことにな

る.小藤のノートでは，総論第 6 回の参考文献

のところに赤ぺンで， Handbuch der Paleontolｭ

ogy by W. PH. Schimper and Karl A. Zittel, 

M�chen 1876という書き込みがなされている.

チッテルの Handbuch は何らかの方法で入手さ

れたのかもしれない.

ちなみに横山文次郎は古生物学の教科書として，

最初『化石学教科書』を明治27-30年に出版し

た.明治40年には『古生物学』を，後に大正 9

年には『古生物学綱要』を出版した. r古生物学』

では， r化石学教科書』の序をそのまま載せ， r古

生物学』自身の序は第二版の序の取り扱いをして

いる. r化石学教科書』の序では「其れ化石の学

は…博物学のー科であり，…前世界に棲みたる生

物の研究を主眼とする」と書かれ， r百学連関』
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の影響が強く見られる.化石学を古生物学と書き

換えた理由については何も記されていない.横山

が化石学という言葉を使ったのは，あるいはチッー

テルの最初の教科書の Versteinerungskunde を

採用したのであろうか.横山の一連の掛ヰ書はチッ

テルの教科書の影響を色濃く示しているが，本文

には一切そのような記載はない.また，一般にチッ

テルの Grundzüge を“古生物学綱要"と呼んで

いたようである(鹿間， 1961他).

6. evolution の取り扱い

チッテルの教科書にも，ナウマンの講義でも

evolution はさりげなく，何事も無かったかのよ

うに触れられている. ダーウィンの『種の起源』

のドイツ語版は 1860年に出版されたが，それに

熱狂したのは，当時権威と無関係な，あるいは職

のない，若い研究者であり，重要なポストにあっ

た研究者は相いれなかったと聞く (Mayr, 1982; 

Montgomery, 1974). ナウマンが工業高校で生

物学を習ったヒルゲンドルフとチッテルは生没年

がまったく同じであるが， ヒルゲンドルフは学位

論文で，化石の進化を論じ，当時の古生物学の権

威者と生涯かけて論争しなければならなかった.

それに対して，チッテルは古生物学の大家であっ

た.

チッテルはなぜさりげなく evo1ution に触れら

れたのであろうか.そして，古生物学の大家にな

れたのであろうか. Mayr (1 989) によれば，チッ

テルの古生物学の先生はブロン (Bronn) という

ことになる.鹿間(1961)によれば， プロンは

「各地質時代の動物群が根本的には連続したもの

であることを説き， ドーピニの反覆創生説と対立

していた.……適者たる変種と，それより劣る原

種とが，同一場所に共存している事実は，自然淘

汰によってどう説明するのかと疑問を提出してい

る」として，一般には進化論反対者に列挙されて

いる (Montgomery， 1974). また，同じ鹿間

(1961)によれば，チッテルらは「現生生物の部

分的観察より生れた進化論(原因論)と，彼らの

化石研究より組み立てた系統史(結果)とを効果

的に調和させるに苦心した」という.疑問は残る.



42 

まとめ

ナウマンの講義ノートから，日本における古生

物学の最初の講義は，ほぼチッテルの古生物学を

紹介したといえよう.小藤も原田豊吉もミュンへ

ンで直接チッテルに教えをこうている.日本の古

生物学の揺監期は，よく言われているようにチッ

テルおよびドイツ学派によって育てられてきた.

evolution については強烈な反対説ではないが，

ドイツ学派の目を通した evolution の概念の導入

が，日本に定着したと言えよう.私自身はまだチッ

テルの教科書をきちんと読んでいないが，日本の

多くの簡単な古生物学入門書には，チッテルの古

生物学教科書や地質学史・古生物学史の内容が，

今でも，引用を明記しないで書かれていることが

あることもわかってきた.
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|シンポジウム特集|

白直紀におけるこ枚貝類の進化と古環境の変遷

田代正之*

Evolution of bivalves and paleoenvironmental changes in the Cretaceous 

Masayuki Tashiro * 

Abstract Evolutionary and extinction patterns of Cretaceous bivalves in relation to taxonomic and life habit 

groups, and to sea-Ievel and other environmental changes, are outIined based on the ]apanese examples. Each 

Iife habit group of bivalves showed a characteristic pattern. The most distinct trend throughout the Cretaｭ

ceous is the increase in the number of species of veneroids having a long siphon and pallial sinus. These 

veneroids shifted their habitats from brackish to marine environment. The other types of veneroids having a 

shorter siphon without pallial sinus, on the other hand, decreased and some of them became extinct in the 

Cretaceous. Among these, Pterotrigonia radiated explosively in the Cenomanian. Epifaunal bivalves, such as 
Ostreidae and Inoceramidae showed patterns of evolution and extinction different from those shown by 

infaunal bivalves. 

はじめに

内生二枚貝類にとって白亜紀は，中生代型から

新生代型への新旧交代期にあたる.白亜紀に起こっ

た二枚貝類の変革の概要は，次の 4 点に要約で

きる.

(1) 水管がない(非水管型と略称.以下同様)か，

あっても短く殻内面の套線が湾入しないタイプ

(不完全水管型)の中生代型二枚貝から，長い水

管をもち，套線が湾入するタイプ(完水管型)の

新生代型二枚貝へと変化した.

(2) 完水管型二枚貝類の中では，汽水域から海水

域へと生息場が移った(田代， 1994). 

(3) より古い生活様式をもっ古生代型の泥底生二

枚貝群が生息場をより深い方へ移動させた.

(4) 一方，表生二枚貝であるカキやイノセラムス

類は，内生二枚貝類とは異なる生息環境の変選を

示す.

-八千代エンジニアリング
1998年 4 月 30 日受付， 1998年 5 月 22日受理

このように，生活様式によって異なった生態・

分布変遷パターンを示していることが，白亜紀二

枚貝の進化に関する顕著な特徴である.また，こ

れら二枚貝群の層序的変選をくわしく観察すると，

次の 2 つの進化パターンが識別できる.

(a) 時間経過にともなった単調で比例直線的な変

化，すなわち系列進化.

(b) さまざまな地殻変動にともなう海面変化，あ

るいはそれにともなう沿岸海況の変化に対応して

生じたと考えられる爆発的な適応放散.

白亜紀における二枚貝類の進化についてはすで

に幾度か総括的に報告されている(田代， 1985, 

1993, 1994; 速水， 1990) ので，本稿では，特

に，生活様式との関連，および海面変動との関連

に焦点を当てて述べる.

新型マルスダレガイ目の出現

白亜紀前期のオーテリビアン世末期 C? )から

パレミアン世の海退期に広がった汽水環境には，

ジュラ紀からの生き残り型(以下，ジュラ紀型と

略称)であるアイスランドガイ超科 CEomiodon，
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Costocyrena, Isocyprina. Crenotrapezium. Isoｭ
domera) や，おそらくこれらの一群から白亜紀

初期に分岐したと恩われる近代型シジミ類

(Hayamina. Tetoria) が繁栄した. これに続く

アプチアン世の海進初期には，シジミガイ科から

派生したと考えられるマルスダレガイ科

(Goshoraia, PseudaPhrodina, Resatrix. Nagaoeｭ

IIα) が浅海域に進出した.

一方この頃までには，ジュラ紀に多い不完全水

管型のエゾシラオガイ科 (Astarte. Crassatelｭ

lites. Yabea, Bungoella. Eriphyla など)やアイ
スランドガイ科 (Venilicardia， Agapella?) は，

Anthonya, Ptychomya などのように殻の形態を

大きく変えて極浅海域に参入した. しかしこのグ

ループでは，アルビアン世末期からセノマニアン

世初期の海退期には Crassαtella， Anthonya が残

るのみで， Astarte. Venilicardia, Ag/kρella. Ptyｭ

chomya は本邦から消滅している.

白亜紀後期になると，これと対照的に完水管型

の Goshoraia は全盛を迎え， さらに Aphrodina，

Cymboρhora などが加わった.白E紀末期(カン

パニアン世後期~マストリヒシアン世)の海退期

の浅海域には ， Aphrodina, Cymbophora に加え
て Loxo. Amakusatapes. Mesochione. Izumia, 
Tenea なと‘の完水管型のマルスダレガイ科が出そ

ろってくる一方，非水管型のマルスダレガイ目は

エゾシラオガイ科の Freiastarte の一種がみられ

るのみとなり，非水管型であるアイスランドガイ

超科はほぼ完全に消滅した(田代日 1993， 1994). 

サンカクガイ類の変遷

マルスダレガイ目の消長に伴い，他の内生二枚

貝にどのような変化がみられるか，検討してみよ

う.まず，サンカクガイ科の変遷をこれに重ねて

みると，白亜紀初期にはジュラ紀型の Rutitri­

gonia, MyophoreUα などの数種が生き残ったが，
パレミアン世になるとこれらに代わって Ptero­

trigonia, Nipρonitrigonia が出現した. しかし，

これらはアルピアン世頃までは系列進化による種

群が現れただけで，それらの基本的な形態はほと

んど変わらなかった. しかしアルビアン世末期か

らセノマニアン世にかけて ， Pterotrigonia 類は
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爆発的に種数を増やし，汽水に近い極浅海相から

沖合い堆積相まで多様化し，堆積環境に適応した

さまざまな形態を示す種群が現れた(田代・松田，

1982, 1983). これに対してN勿ρonitrigonia は，

形態を大きく変えることもなく，また種数を増や

すこともなく，極浅海域に生息し続けたが，セノ

マニアン世中期には消滅した.

このように栄華を誇った Pterotrigonia 類も，

白亜紀後期チュロニアン世中期? )に出現した

Pterotrigonia kofujiensis を最後に本邦白亜系か

らは姿を消した.ただし，これは本邦白亜系全域

で動物群がテチス型から環太平洋型へ転換したた

めで，この時期に本属が絶滅したわけではない.

また，これに代わって，チュロニアン世末期(?)

からはペンネート型 (Apiotrigonia， Heterotｭ

rigonia)，および，クノービ型 (Yaadia) のサン

カクガイ類が出現した.両者ともカンパニアン中

期までは，系列進化による種は出現したが，それ

らの基本形態はほとんど変化しなかった.しかし，

カンパニアン世後期からマストリヒシアン世の海

退期になると，ペンネート類は， Pterotrigonia 

の場合と同様，種数を増やし，生息環境と殻形態

の多様化を見せるようになった(田代・松田，

1982, 1988). また Nipponitrigonia と似たよう

なニッチを占めたと思われるクノーピ類も，カン

パニアン世中期に幾分種数を増やした (Tashiro

and Kanoh. 1989). ただし，その形態変化は単

純で，殻の装飾の変化や殻の肥大化などが認めら

れるだけで，放散は起こっていない. このように

サンカクガイ類の爆発現象が起こったアルピアン

世末期~セノマニアン世初期と白亜紀末期は，い

ずれも大海退期であることと同時に，完水管型マ

ルスダレガイ目がサンカクガイ科のニッチへ侵入

した時期と重なっていることが注目される.

その他のジュラ紀型貝類の変遷

アプチアン世になって，サンカクガイ類などに

混じって浅海域に出現したグリキメリス属のハナ

イア (Hanaia) 亜属は，セノマニアン世前期の

地層には，砂質の堆積相に貝殻密集層を形成して

産する.それ以後は，他の浅海生貝類に混じって

産出することはほとんどない.それにかわり，後
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期白亜紀環太平洋型のグリキメリス亜属 (G.
(Glyのnneris) amakusensis など)は，砂質堆積

相中に本種のみの員殻密集層をつくって産出する

(利光ほか， 1992). 他の海生貝類と混じって産

出する場合，その岩相はスランプ層であることが

多い.白亜紀末に出現する，大型で，亜四角形の

グリキメリタ (Gかcymerit，α) 亜属は，浅海生貝

類とともに流れ込んだ産状を示すケースがほとん

どであり，その生息環境の推定はむずかしい. し

かし，わずかに知られるマストリヒシアン世の産

地では，砂質シルト岩中に本種のみが，殻を閉じ

た状態で散点的に， しかし多量に産出する.この

ことからみて，このグループは，やや沖合いの細

粒の堆積物に生息していたらしい.

シコロエガイ科 (Parallelodontidae) のナノ

ナピス属 (Nanonavis) は，本邦白亜系から多産

する重要なグループである.本属は，一般に沖合

で堆積したシルトないし泥質底にみられることが

多いが，白亜紀初期には他の貝類に混じって浅海

砂泥相中に産出する.ところがアプチアン世から

セノマニアン世にかけては，ナノナビス属は l

種 (N. takahataensis) を除き，浅海砂質底貝類

群集の中には見いだせなくなる. この間に種は

N. yokoyamai, N. pseudocarinata と層序的に移り

変わるが，両種は殻の外形と表面装飾がわずかに

違うのみで，同じ系列内の進化とみなせる. しか

し，アルビアン世後期に極浅海域に進出した N.

takahataensis は，表面装飾を失い，殻形態は

Cuαûlaea に似た亜四角形に変化している.

白亜紀後期のナノナビス属は， コニシアン世か

らカンパニアン世までは N.sachalinensis 1 種

のみで，泥質ターピナイトが発達する沖合泥底相

に出現する. 同じ地層からは Acila， Nuωla，

Thyasira, Solemya, Myrtea などが産出し，蝦夷
層群や姫浦層群ではしばしばアンモナイトと共産

する.

カンパニアン世後期からマストリヒシアン世の

海退期になると，ナノナピス属は爆発的に種数を

増大させている.沖合泥底相の種は，系列進化に

伴うわずかな外形の変化が認められるだけである.

一方，浅海の砂質底に進出した種ほど，殻の巨大

化，殻幅の増大，装飾肋の弱小化ないし消滅とい
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う傾向が顕著にみられる. このような浅海域に進

出した種群の中から，再びやや沖合いの砂質泥底

へと生息域を“より戻す"ものが見られるのは注目
される.

ヌノメアカガイ科は，本邦ではチュロニアン世

初期までのテチス型(ジュラ紀から白亜紀前期の

テチス型や白亜紀中期のテチス発展型を含み，物

部川層群のテチス北方型を除く)浅海生動物群中

に多く認められるが，時代を通して種数は少ない.

特に，白E紀後期の環太平洋型動物群に全く産出

しないのは，本科が温暖な海域に生息域が限定さ

れていたため，テチス型に比べ寒冷な環境下で堆

積した可能性がある本邦上部白亜系(蝦夷層群な

ど)がその分布域からはずれていたためであろう.

ザルガイ科は，白E紀初期には汽水域に進出し，

アルビアン世までは種数，産出量ともに豊富で，

セノマニアン世まで汽水域で繁栄する一群がある

(例えば針。tocardia? ibukii, Nemocardium? 

kyushuensis, Integrycardium seikaiana など). 

いずれもシジミに似た長い側歯を持つという特徴

がある.一方，浅海域ではセノマニアン世になる

とザルガイ類はほとんど影を潜め，白亜紀後期で

は Granocardium japonica 1 種のみが知られる

までに衰退した.

アスタルテ類を起源とする不完全水管型マルス

ダレガイ目は，パレミアン世からアプチアン世の

浅海域には ， Anthonya, Ptycomya, Crassatella, 

Yabea など，典型的なアスタルテに較べて形態

を特殊化させたグループが現れた.例えば，

Anthonya は外形をササノハ状に特殊化させ，

Yabea は歯板と殻幅を肥大化させ， Ptycomya は

歯板と殻を増大させている.これらは，セノマニ

アンには， Anthonya, Crasssatela, Eriphyla の数

種を残し，本邦白亜系から消滅した.ただし，

Anthonya の消抵は本邦白亜紀動物群のテチス型

から環太平洋型への交代によるもので，オースト

ラリアでは白亜紀後期まで生存した (Tamura

and Packard, 1972). 

これに対して，エゾシラオガイ科の典型的な形

態を示す Astarte や Eriρhyla の種群は，幾分沖

合いのシルト質堆積相から産出する.白亜紀後期

では，沖合い泥底堆積相中に Eripyla， Crassatella 
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のわずかな種が残され，白亜紀末期の海退期には

Eripyla, Freiastarte のそれぞれ 1 属 1 種が浅海

性シルト岩層に知られる.

以上のように， ジュラ紀以前に起源をもっ旧型

内生二枚貝類のザルガイ科，シコロエガイ科のナ

ノナビス属，エゾシラオガイ科，ヌノメアカガイ

科，タマキガイ科，サンカクガイ科など系統の異

なるグループのなかで，白亜紀に極浅海域や，汽

水域に再進出した一群が見られる. しかも，それ

らのグループに共通して，殻の外形や装飾の多様

化，殻の肥大化などが顕著に現れる点は注目に値

する.一方，形態をあまり変えなかった属種は沖

合泥底相や，他の貝類の侵入がまだ及ばないよう

な特殊な生息環境に生き残るか，あるいは消滅し

ている.

新型貝類の変遷

現世ではほとんど海生であり，サンカクガイに

やや似た外型と生活様式をもっていると思われる

オオノガイ超科のクチベニガイ科は，白亜紀初期

に・汽水域に出現した. Caestcorbula 亜科はアプ

チアン世には浅海域に進出したが，多くはセノマ

ニアン世までは，ほとんど汽水または極浅海域に

繁栄した. しかしマストリヒシアン世ころから極

浅海域または浅海域へと“移住"している.

クチベニガイ科と同じくサラガイ(ニッコウガ

イ)科の発展は白亜紀後期の大きな特徴のひとつ

である.サラガイ科は，白亜紀初期の汽水または

浅海域にその原型 (Scitilα) が見られる完水管型

二枚貝である.それらが多量に産出するようにな

るのは，クチベニガイ科よりもやや遅い白亜紀中

期であり， 汽水または浅海域で繁栄した

Linearia 類がその代表である.白亜紀末期には，

クチベニガイ科よりも多数の本科の二枚貝が浅海

域に進出した (Agnomyax) . サラガイ科に近縁

な完水管型のバカガイ科の Cymbo"ρhora は，本

邦ではセノマニアン世中期の極浅海域に出現し，

白亜期末には種数，個体数も次第に増加する傾向

を示す.

不完全水管型のトマヤガイ亜科は白亜紀全期を

通して一大勢力にはなりえなかったと考えられる.

そのため，本邦白亜紀前期の海生動物群中にはほ
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とんど含まれておらず (Xenocardia のみ)，白亜

紀後期の環太平洋動物群にもわずかに見られるだ

けである (Fenestricardita，Izumicardia). 

一方，白亜紀中後期を通して，生息域にほとん

ど変化が見られない内生二枚貝類に，マテガイ超

科，エゾシラオガイ科のオピス亜科，マクトロミ

ア科のテチス属やクリソコラス属などがあるが，

いずれも種数は少ない.

その他の旧型二枚貝類の変遷

その祖先が三畳紀に知られる“マイア類" (オオ

ノガイ超科やウミタケガイモドキ目など)は，白

亜紀前期までの幾分沖合いの浅海域シルト底ない

し泥底に比較的多く分布した.白亜紀中期にはそ

の数を減じ，白亜紀後期には比較的沖合いの砂底

に生息した種が知られるのみである.代わって，

ネリガイ超科は， 白亜紀中期の汽水域

(Periploma) なし、し浅海域 (Periρlomya) に出

現し，白亜紀後期には，沖合い砂泥底へと進出し

た.

古生代にその原型が見られる泥食性古多歯類の

クルミガイ超科は白亜紀前期(アプチアン世)ま

では浅海域の貝類に混じって産出するが，セノマ

ニアン世以降では，完全に沖合い泥底に生息地を

移していることが注目される.アルビアン世中期

から後期の浅海域二枚貝群中にクルミガイ類がほ

とんど見られなくなるので，その沖合相への“移

住"の時期はアプチアン世からアルビアン世であ

ろう. ロウバイガイ超科(フリソデガイ類)の泥

底への“移住"は，クルミガイ類よりも早くパレミ

アン世にその傾向があらわれる.

キヌタレガイ超科の泥底への“移住"は， おそ

らくさらに早かったと考えられる.筆者の知るか

ぎりでも，セノマニアン世の四万十帯の深海底ター

ビダイト相や，姫浦層群，蝦夷層群のアルピアン

階~サントニアン階などのターピダイト性泥岩が

卓越する深海低酸素環境から，多数のキヌタレガ

イ類が産出している.

このキヌタレガイ超科としばしば同所的に産出

する二枚貝にハナシガイ科(オウナガイ類)があ

る.蝦夷層群や姫浦層群のアルピアン階上部から

サントニアン階にかけて，沖合い泥底の貧酸素環
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境を示すと思われる堆積相から知られるが， この
ような部分から，キヌタレガイ類とともに多産す

る産状が知られている.また，白亜紀末期から暁
新世の深海相中には，現生シロウリガイ類の群生

状態に似た産状の密集層(有岡層，佐多の石灰岩)
が見られる.

カキとイノセラムス

内生二枚貝との比較のために，表生二枚貝のイ

ノセラムスやカキ類の白亜紀における消長につい

ても簡単に述べる. イノセラムス (Inoceramus

anglicus など)は，アルビアン世後期の泥底に

出現する.セノマニアン世では，他の貝類に混じっ

て浅海域に進出するグループが見られる.特に，

Birostrina tamurai は，模式地の御船層群では，

汽水域に近い浅海成の地層から出る.一方，コニ

アシアン世以降になると，やや深い砂泥底に，他

の動物群と共存せずにコロニーを形成して生息す

る種類が多くなる.白亜紀後期の後半では，その

生息域を低酸素環境まで拡大させたグループもあ

る(例えば Sphenoceramus 類).

白亜紀のカキのうち Crassostrea 類は，オーテ

リビアン世には、汽水域ないし浅海域に数多く産出

し，セノマニアン世以降，殻の巨大化と独特な礁

状のコロニーの形成が顕著となる.その礁の形成

は本邦白亜系中で期を同じくして起こっており，

セノマニアン世前期~中期，サントニアン世前期，

カンパニアン世後期の海退初期や海進初期相を示

す日本各地の白亜系に出現する(利光ほか，

1990; 田代， 1985, 1993, 1994 など). イノセ

ラムス類やカキ類のコロニーが他の内生二枚員を

ほとんど伴わないことや，その形成時期が内生二

枚貝の繁栄期とは必ずしも重なっていないことは

興味深い.

まとめ

“中生代の海洋変革.. CVermeij, 1977) は， 白

亜紀の古生物学の最大のテーマのひとつである.

捕食者/被食者の間で繰り広げられた果てしない

競争 Cescalation) が，“海洋変革"を説明する有

力な要因として， Vermeij C 1987) によって提
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で断片的にえられていた形態進化や機能形態に関

する経験的事実が， しばしば統一的に説明できる

場合があることがわかってきた(速水， 1990). 

一方，近年発達してきた堆積相解析の手法を生

かし，本邦白亜系から産する二枚貝類の産状やそ

の層序的な変遷を再度洗いなおしてゆくと，

Vermeij (1987) による捕食圧増大のパラダイ

ムに加え， もうひとつのシナリオが浮かび上がっ

てくる.それは，新たに出現した内生完水管型マ

ルスダレガイ自の汽水域から浅海域への進出によっ

て，非水管型およひ'不完全型水管型の内生二枚貝

がニッチを奪われていったのではないかというも

のである.白亜紀二枚貝類の変選は，捕食者/被

食者という関係に加え，“同業者"同志のこれらの

二枚貝類の生き残り戦略とその攻防の歴史を示し

ているように見える.

その変選が急激に，あるいは爆発的に進行して

いる時期は，ほぼ世界的な海退期にあたり，その

属種の多様化は旧型二枚員において特に顕著であ

る.大きな環境変化(特に海退期における)に，

すばやく適応した完水管型二枚員と適応能力に劣

る非水管型・不完全型の内生二枚貝の差が，捕食

動物からの逃避能力の差になって現れると同時に，

その多様化を促進させたと考えられる.その進化

は，更なる捕食動物群の進化となってエスカレー

トし，基本的に劣性な旧型二枚員類は，その生息

環境(浅海域)から駆逐される結果を招いたと考

えられる.

しかし，捕食による個体群の縮少は，捕食者の

生息域では決定的であったとしても，すでに生息

域を浅海域から幾分深い生息環境まで時聞をかけ

て広げていた旧型二枚貝群を，全域から完全に駆

逐したとは考えがたい.言い換えれば，二枚貝類

の変選の要因は，その二枚貝の環境変化に対する

適応能力の差，つまり生息環境の変化にすばやく

適応できるか否かの，形態的，機能的な優劣の差

を第一次的に考える必要があり，捕食圧の増大は

その消長を助長する要因のひとつと見るべきであ

ろう.

文献

唱された.それによって，いままで個々の分類群 速水格， 1990. “中生代の海洋変革"と二枚貝類の進



48 

化.化石， (49) , 23-31. 
Tamura, M. amd Packard, E. L., 1972. The genotype 
species of Ant，加nya Gabb. Mem. Fac. Educ. 
Kumamoto Univ. , Nat. Sci., 20, 22-30. 
田代正之， 1985. 白亜紀海生二枚貝フォーナと層序.
地質学論集， 26, 43-75. 

田代正之， 1993. 日本の白亜紀二枚貝相 (Part 1).高
知大学研報， 42, 105-155. 

田代正之， 1994. 日本の白亜紀二枚貝相 (Part 2). 高
知大学研報， 43, 1-42. 

Tashiro, M. and Kanoh, M., 1989. On a new species of 
Yaadia (Cretaceous trigonian) from Kyushu, 
Japan. Mem. Fac. Sci. , Kochi Univ. ser. E. Geol., 10, 
7-12. 
田代正之・松田智子， 1982. 本邦白亜紀三角貝(プテ
ロトリゴニア類)の産出層序.高知大学研報， 31, 

FOSSILS 64 (1998) 

25-60. 
田代正之・松田智子， 1983. 本邦白亜紀三角貝の生息
環境と層序.化石， (34) , 19-32. 

国代正之・松田智子， 1988. 白亜紀三角貝の生活様式.
化石， (45) , 9-21. 
利光誠一・加納学・田代正之， 1990. 姫浦層群上部
亜層群の化石カキ礁.化石， (49) , 1-12. 
利光誠一・田代正之・水野篤行・安藤寿男， 1992: 白
亜紀一古第三紀のバイオイベントー海洋生物の変遺
と消長一.化石， (53) , 44-47. 

Vermeij, G. J., 1977. The Mesozoic marine revoluｭ
tion: evidence from snai1s, predators and grazers. 
Paleobiology, 3, 245-258. 

Vermeij, G. J., 1987. Evolution and Escalation. 527 p. 
Princeton Univ. Press, Princeton. 



化石 64 (1 998) , p. 49-53 
49 

中部更新統金剛地層市野々砂泥互層に見られる

Rosselia socialis 密集層と海水準ダイナミクス

奈良正和*

The Rosselia socialis-crowded beds in the middle Pleistocene and 

sea-level dynamics 

Masakazu N ara .<

Abstract Several stratigraphic intervals characterized by crowded occurrence of Rosselia socialis, a vertical 

fusiform mud-Iined burrow probably produced by a terebellid polychaete, are seen in the inner shelf deposits 

of the middle Pleistocene Ichinono Alternating beds of sand and mud, Kongochi Formation in the Boso Peninｭ

sula, ]apan. Most of the specimens of R. socialis are of “stacked form" interpreted to be formed as the result of 
equilibrium behavior of the trace-maker. As the R. socialis-crowded beds are seen characteristically in a 

transgressive systems tract of a high-frequency depositional sequence, the major factor to allow dense and 

dominant colonization of the R. socialis animals may be explained as following. During the transgression, 

shoreface erosion induced frequent sedimentation in the shelf environment, and probably prohibited colonizaｭ
tion of most benthic animals, except for the R. soαialis-producers being tolerant of such a condition. The 

shoreface erosion also provided much organic matter, derived mainly from plants in nearshore and coastal 
area, to the environment, and allowed to thrive the detritus-feeding and stress-tolerant R. socialis animals. 

はじめに

第四紀更新世に活発化してきた氷河性海水準変

動は，数万年の聞に最大でその振幅100m 以上に

も達する海水準の昇降を引き起こしたことが知ら

れている. こうした急速な海水準の変動は急激な

海進・海退を引き起こし，その結果，陸域と海域

との境界部に位置する浅海環境，さらにはそこに

生息する動物群ならびにそれらの生態に多大な影

響を与えたことは想像に難くない.海水準変動は

堆積シーケンスとして地層中に記録されることか

ら，そこに含まれる化石群や生痕化石群の観察を

基に当時の底生生物群集とその古生態を復元すれ

-千葉大学理学部地球科学教室 Department of Earth 
Sciences, Faculty of Science, Chiba University 
現所属)科学技術特別研究員，地質調査所資源エネル
ギ一地質部
Present Address: Domestic Research Fellow, Mineral 
and Fuel Resources Department, Geological Survey 
of Japan, 305-8567 Japan 
1998年 4 月 30 日受付. 1998年 5 月 18日受理

ば，急速な海水準変動がそれらに与えた影響を解

析できる可能性が高い. しかしながら従来の研究

は，化石を環境指標としてとらえ，海水準変動に

対応した水深や水温の変化を復元する道具として

用いたものがほとんどであり(徳橋・近藤，

1989; Pemberton, 1992; 北村. 1994; 鎌滝・近

藤， 1997など)，上述のような観点から化石を論

じたものは意外に少なかった.

房総半島中央部には鮮新世から更新世にかけて

発達し埋積された前弧海盆の堆積物である上総層

群が分布する.上総層群の上部は 2 万年から 5

万年周期の第 5 オーダーの氷河性海水準変動の

影響を強く受けて堆積した高周波シーケンスで構

成されていることがわかっている(lto， 1992; 

1994など).この上総層群の最上部を構成する中

部更新統金剛地層(徳橋・遠藤， 1984) の中一

下部には，生痕化石 Rosselia socialis Dahmer, 

1937が層状に密集することで特徴づけられる市

野々砂泥互層(徳橋・遠藤， 1983: 1984) が存

在する.本小論では，この市野々砂泥互層に見ら
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れる R. soαalis の密集層が， 急速な海水準変動

の結果として生じた特異な海底環境に反応して形

成された可能性が高いことがわか っ たので紹介す

る.

生痕化石 RosseLiα socialis

Rosselia socialis は， 厚い泥質の裏打ち(lin­

ing) の中心部を，堆積物に充填された 円筒形の

軸が貫いた生痕化石で， 層理面に垂直から 60 0

程度の角度で伸長する (Nara ， 1995). そのサイ

ズは，上総層群に見られるものでは， 一般に長さ

が20cm， 外径が 5 cm, ~Iliの直径が0.6cm ほどで

あるが変異も大きい (Nara , 1995; 1997参照). 

その全体形は， ふつう紡錘状だが，上部が侵食さ

れた結果，漏斗状を示すものも多い (Nara，

1995) .ま た，同層群の内側陸棚以浅の堆積物中
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には，紡錘形あるいは漏斗形をしたものが垂直方

向に次々と積み重なっ た様な形態をとる stacked

Rosseliα sociα lis と 呼ばれるタイ プのものが多産

する (Nara, 1997) (図 1 ). 

形態，内部の微細構造，産状な らびに現生生物

の生痕との類似性の検討の結果， R. socialis は，

デトリタス食者であるフサゴカイの仲間の巣穴で

あったと考えられる (Nara, 1995). そして

stacked R. socialis は，この動物が堆積イベン ト

に反応して巣穴を上方へ伸長させた結果形成され

たもの， すなわち平衡痕 (equilibrichnion) で

ある (Nara ， 1995; 1997 ) . こ の動物は， こ のよ

うに巣穴を伸長させる事で水のエネルギー レベル

が高く頻繁に堆積が起こ る環境に適応していたと

考えられる (Nara ， 1997). 

図 1 . R osselia soCJ泡lis 密集部の層理面に垂直な断面. 丸印は連結部を示す. となり合った各標本の連結部が同
層準に揃うことは， すべての形成者が同じ地積イベン トに反応 した結果と考えられる.詳細は本文参!!~.
スケ ー ルは cm 単位千葉県長柄町三沢.

Fig. l. Vertical section of the densely-occurring speci m巴 ns of Rosselia socialis. The stacked points (open 
and solid circles) of every neibouring specimen tend to be arranged in a same stratigraphic horiｭ
zon. This indicates that all of lhe trac巴ーmakers had responded in th巴 same way to the same 
d巴positional event. See text for full discussion. Sca l 巴 marked in cm. Misawa, Nagara Tow n, Chiba 
Pre fectur巴
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市野々砂泥E層

石化

図 2. 市野々砂泥互層の地質柱状図と Rosseliasocialis 
の産出頻度 R. socialis 密集部は， 上方細粒化・
薄層化サクセションを示す海進期堆積体に特徴

的に見られる. HST: 高海水準期堆積体， TST 
海進期堆積体， RS ラヴィンメン卜面， S8: シー

ケンス境界.千葉県市原市，金沢.

Fig.2. A columnar section of the lchinono Member, 
Kongochi Formation at Kanazawa, Ichihara 
City. Crowded specimens of Rosselia socialis 
are seen characteristically in the transｭ
gressive systems tract showing fining-and 
thining-upward successions. HST: highstand 
systems tract, TST: transgressive systems 
tract, RS・ rav In巴ment surface, S8: sequence 
boundary. 

ントに反応して生息位置を上方へ移した結果， 形

成されたものである (Nara ， 1997). したがって，

となり合う stacked R. socialis の連結部が同層

準に揃っていることは(図 1 ), それぞれの個体

の形成者が同じ堆積イベン卜に反応した結果と解

釈できる . つまり，それぞれの形成者は同時期に

生きていたことになり， この R. socialis 密集層

は，高い個体密度の R. socialis 動物を中心とし

た底生生物群集が存在していたために形成された

ことになる.そして， この群集の成立には，後述

のように， 海進期の堆積作用が大きく関わってい

Rosselia socialis と海水準ダイナミクス

先にも述べたとおり ， R. socialis 密集層に多産

する stacked R. socialis は，形成者がi桂積イベ

市野々砂泥互層(徳橋・遠藤， 1983; 1984) 

は金剛地層の中一下部に見られる部層で，千葉県

木更津市から岡県東金市付近まで房総半島を横断

して30km 以上にわたって追跡できるが， ここで

は良く露出し観察のしやすい模式地(木更津市市

野々)付近に絞って述べる. この部層は，層厚

10cm 以下の泥層と層厚 1 -100cm ほどの砂層

との互層からなる(図 2 ) . 泥層および砂層はど

ちらも塊状を呈することもあるが，前者には平行

葉理が発達し，後者には平行葉理，ハンモック状

斜交層理あるいは複合流リッフ。ル葉理やウェーブ

リップノレ葉理が発達することが多い.ハンモック

状斜交層理を示す砂層のなかには，基底部に小磯

大の泥岩機をともない， 上方に向かつてウェ ー ブ

リッフ。ル葉理(あるいは複合流リッフ。ル葉理)が

発達する砂層に漸移し，さらに泥層におおわれる，

典型的なハンモッキーシーケンス (Dott and 

Bourgeois , 1982) を示すものがある . また， そ

の様な砂層の基底部には，破片化した Rosseliα

socialis が充填したチャネル構造が見られること

がある (Nara ， 1997; Fig. 6). 

この部層は，岩相の特徴から，下部の上方に薄

層化および細粒化するサクセションと上部の上方

に厚層化，粗粒化するサクセションとに区分でき

るが，ここで扱う Rosselia socialis 密集層は，

下部のサクセションだけに幾層準にも繰り返し出

現している(図 2 ).密集部における R. socialis 

の密度は 1 m2 あたり最高で450個体を超える .

このような層準では，となり合う個体同士が多く

の場合接しており，露頭では一見ひとつの単層が

すべて R. socia lぬ からなっているようにも見え

る (Nara， 1995; Fig. 3). そこで見られる R.

socialis の多くは， stacked R. socialis である

(図 1 ). そして stacked R. socialis の個体は，

となり合ったもの同士の連結部が閉じ層準に揃っ

て産していることが特徴である(図 1 ). 
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る可能性がある.

Ito (1 992) は，上総層群上部をシーケンス層

序学的に解析し，市野々砂泥互層下部の上方細粒
化・薄層化サクセションを示す層準を，海進にと

もなう堆積システムのパックステップを反映した

ものとした.すなわち ， R. socialis 密集層が見ら

れる層準は海進期堆積体に一致する.

一般に海進期には，堆積物の供給源である陸域

が遠ざかることに加え河口や陸棚での堆積空間

(accomodation) が増大しそこに陸源砕屑物が

トラップされるため，海域全体における堆積速度

は減少する.その一方で，陸棚域では，暴風時の

沿岸浸食によって削剥された堆積物が所により頻

繁に再堆積することが知られている

(Nummedal and Swift, 1987; Emery and 

Myers, 1996; J ohnson and Bald win, 1996など).

したがって， こうした再堆積が起こらない場所，

例えばより沖側の環境 (Emery and Myers, 

1996) や地形的な高まりのある場所 (Kidwell ，

1991)などでは，堆積物供給量が極端に減少し

て物理的に安定な場所が形成される(近藤，

1996). このような場所で堆積した地層はコンデ

ンスセクションとなり，著しい生物撹持がみられ

たり様々な化石の密集層が形成されることが知ら

れている (Kondo， 1989; 伊藤， 1992; 鎌滝・近

藤， 1997など). これに対して，頻繁な再堆積が

おこる場所は，物理的に非常に不安定であり，多

くの底生生物にとってきわめてストレスの高い環

境であったと思われる(小竹・奈良， 1995). 

市野々砂泥互層の場合は，暴風時に沿岸から陸

棚に運搬され堆積したものと考えられるハンモッ

キーシーケンスを示す砂質堆積物 (Dott and 

Bourgeois, 1982; Johnson and Baldwin, 1996) 

が車越することから，後者のケースに相当する.

そして，そこに産する stacked R. socialis の形

態は，そのような堆積イベントがきわめて頻繁に

あったことを示している. (Nara, 1997参照).

ちなみに，層厚と数値年代から求めた市野々砂泥

互層堆積当時の平均堆積速度も 2 m/l000年 Oto

and Katsura, 1992; Fig. 2 )と非常に大きく，

再堆積が頻繁に起こっていたことを支持する.と

ころで，沖合いの海底環境に供給される栄養物質

FOSSILS 64 (1998) 

は，植物プランクトンによる一次生産を除けば，

沿岸や海浜の植生に起源を持ち，それらが海底で

の沖向きの流れで運ばれたものであることから

(Heezen, et al., 1955; Griggs et al. 1969; 

Kotake, 1994など)，急速な海進時の沖合いは堆

積速度が大きい一方で栄養面では比較的恵まれて

いたと考えられる.先に述べた通り ， R. socialis 
形成者は頻繁な堆積が起こる環境に良く適応した

動物であったことから (Nara， 1997)，市野々砂

泥互層が形成された堆積場で主要な生態的地位を

占め，かっ，豊富に供給される栄養物質に支えら

れて爆発的に繁栄したのであろう.

おわりに

本小論では中期更新世に形成された金剛地層市

野々砂泥E層を対象に，高周波シーケンスが形成

されるような堆積場では海底での環境変動が急速

に起こるため，そのような場所に適応した特異な

生物群集が成立する場合があることを紹介した.

この様な事例は，金剛地層に限らず，他の地域や

時代にも存在する可能性がある.今後，化石群集

を解析する際には，従来の群集論で重視されてき

た水温，水塊構造や底質などだけでなく，群集形

成当時の海水準変動など環境変動のダイナミクス

をも考慮する必要があろう.
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海進海退サイクルの古生態学とタフォノミー

近藤康生*

Paleoecological and taphonomic analyses of transgressive-regressive cyc1es 

Yasuo Kondo' 

Abstract Transgressive-regressive cycles, or depositional sequences can serve as fundamental units for 
taphonomic, paleoecololgical and evolutionary analyses of fossi1 assemblages. For benthic animals, formation 

of a depositional sequence means temporal changes of substrate condition, that is, erosion, condensation and 
rapid deposition. These are critical environmental attributes contro11ing colonization by benthos. Characterisｭ

tics of the fossi1 assemblage are c10sely related to the stratigraphic and geographic position within the 

depositional sequence. This means that characteristics and patterns of change in composition of the assemｭ

blage, as wel1 as taphonomic processes are predictable from the stratigraphic position within a depositional 

sequence. 

はじめに

近年，化石層の形成環境(例えば， Kidwell, 

1985)，暴風時の堆積作用が底生動物化石群の生

態やその保存過程に与えた影響 (Einsele and 

Seilacher, 1982)，あるいはまた堆積サイクルの

形成と古生態や進化との関連 (Einsele et al., 
1991) なと‘についての研究が進展している.シー

ケンス層序学の進展と普及に伴い，古生物学のさ

まざまの問題をシーケンス層序との関連において

理解しようとする試み (Kidwell, 1991; Brett, 

1995) も始まりつつある. これらの研究は，化

石層を堆積シーケンスの一部として理解する試み

であったり，化石の保存状態や保存過程とシーケ

ンスの形成との関連を探る試みであったりするこ

とが多い. しかし，最も重要な視点が見過ごされ

てきたように思えてならない.それは，地層の形

成に伴う物理的撹乱が底生動物群の組成や分布，

言い換えれば環境に対する適応を支配するととも

に，その進化過程にも大きな影響を与えてきたと

いう視点である.

例えば，常に殻がすり切れていたり，破損した

状態でしか保存されない個体からなる化石群があっ

-高知大学理学部 Departmentof Geology, Faculty of 
Science, Kochi University, Kochi 780-8072 
1998年 4 月 30 日受付， 1998年 5 月 22日受理

たとしよう.このような化石群は，生息当時の情

報を保存していないから，古生態の精確な復元は

できない，というように否定的に受けとめられや

すい. しかし一方，これらの古生物は，そのよう

にしか保存されない場所，すなわち物理的撹乱の

大きな場所をその生息地としていた，と肯定的に

考えることも可能である.このように，化石の保

存状態からその古生物が生息していたときの環境

を推定することができれば，われわれが利用しう

る古生物情報は飛躍的に拡大することになる. こ

うして古生物の住み場所を特定することにより，

古生物の適応や進化の問題を解く手がかりを見つ

けることができる.

このような見方についてはさまざまの批判があ

ろう.例えば， I堆積シーケンスを形成するよう

な時間スケールと生物の分布を決定づける環境要

因の変化の時間的スケールが違いすぎる」という

反論もありうる.確かに， 1 堆積シーケンスの形

成には少なくとも数万年かかるとしても，本稿で

論じている堆積作用は，おもに暴風時の堆積作用

であり，年に数回というような，そこの生物に影

響を与えうる頻度で起こっている堆積作用の累積

によって形成されるものである. したがって，堆

積シーケンスの中での堆積物の特徴の変化は，そ

のまま底生動物の生活に大きく影響を与えると考

える方がむしろ自然である.また， I物理的撹乱
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連の海進海退によって形成された地層の基本単位

である(図 1 ，シーケンス層序学の概要につい

ては，増田 (1997) を参照).われわれ古生物学

研究者は，古生物の分類・生態と進化を明らかに

することをめざしているが，その情報のほとんど

すべては地層中に含まれていることに改めて注意

したい. しかも，古生物の生息場所としてのさま

ざまの特徴(古環境)，また，化石の残りかたの

くせ(タフォノミー)など，われわれにとって最

も重要な古生態の復元に不可欠な情報は，堆積シー

ケンスの中での位置と密接に関係していることが

しだいに明らかとなってきた.この意味で，堆積

シーケンスは，古生態を過去へさかのぼる際にわ

れわれが必要とする情報の基本単位でもあり，古

生物とそれをとりまく環境との相互作用を研究す

る古生態学の研究対象であるとも言える.

64 (1998) 

以外の環境要因をどう評価するのか」という疑問

もあり得ょう.これに対しては，底生生物の分布

は，水温や餌の分布に大きく支配されることはよ

く知られているが， これらの要因は，物理的に安

定な環境が確保された上ではじめて利いてくる要

因であることに注意すべきであると思われる.な

お，本稿では，物理的撞乱の影響が大きい潮間帯

から陸棚までの底生動物群をおもに念頭に置いて

議論しており，陸棚以深の環境では他の要因のほ

うが重要となる場合が多い，ということをはじめ

石化

堆積シーケンスの形成に伴う堆積速度変化と

底生動物群集の組成変化

に断っておきたい.

本稿は，地層の形成に伴う物理的撹乱は，化石

の保存という局面だけでなく，底生動物の分布・

生態・進化そのものに大きな影響を与えているは

ずであるという立場 (Kondo，in press) から，タ

フォノミーと古生態を大きくとらえ直し， これら

を海進海退サイクル，すなわち堆積シーケンスの

中に位置づけようとする試みを紹介したものであ

る.

堆積シーケンスの形成は，微視的には堆積速度

の変化の累積であり，それは，底生生物にとって

は死活問題ともいうべき深刻な環境変化である.

この変化によって，底生群集の組成は堆積シーケ

古生態学の研究対象としての堆積シーケンス

堆積シーケンスは，不整合とその沖合いへの延

長であるシーケンス境界によって区切られた，

〆シーケンス境界

弐
h
q」2
P
副
樟
設
株

化石密集層罫需思言明
E~::i};::;:.~~.~~::?:;~:.~~~~~~~?;!f:~~~:;~~;~:~~ 

トップラップ

HST: 高海面期堆積体

TST: 海進期堆積体

図1.陸棚成堆積シーケンスのモデル.特に化石密集層のタイプと形成環境について示した. (Kidwell, 1991 
を修正)

パックラップ型化石礎集層
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ンスの中でめまぐるしく変化させられる.このよ

うな変化が典型的に見られるのが，例えば，ニュー

ジーランドのワンガヌイ・ベースン東部の鮮新統

である(近藤ほか， 1995). ここでは海進期堆積

体がきわめて薄い化石密集層で表され，化石の少

ない高海面期堆積体がシーケンスのほとんどを構

成するような「非対称」サイクルがみられる.こ

れらの地層には，暴風時の堆積作用や底質の不安

定性など，おもに堆積作用に伴う擾乱によって支

配されたと考えられる一連の底生動物化石群集の

配列が認められる.単純化すると，堆積速度が遅

く安定な環境が推定される化石密集層には，腕足

類や表在生二枚貝を中心とした群集があり，堆積

作用が活発化し不安定となった環境が推定される

高海面期堆積体には，内生種の多い散在型の群集

があると言える.また， これらの化石群の中では，

堆積速度が大きくなるほど，化石群に占める内生

種，特にもぐる能力に優れた種群の割合が大きく

なるような変化が認められる.暖流と寒流が接し

ている日本では，堆積シーケンスの中での気候変

動に伴う化石群の変化に目を奪われやすい. しか

し，堆積速度のちがいによる群集構造の変化はよ

り普遍的であり(近藤， 1996)，どこにでも見ら

れる現象である.このような変化を最も極端な形

で示しているのが，次項に述べる化石密集層と貧

化石層の層位分布であり，これは逆に，堆積シー

ケンスを認定するためのきわめて便利な手がかり

ともなる.ちなみに，本稿では，化石密集層とい

う言葉を，その上下の地層に比べて化石の分布密

度が大きな地層，という広い意味で用いており，

岩石の組織としては生物遺骸片支持のものも基質

支持のものも含んでいる. したがって， しばしば

化石散在層などと呼ばれているものも含んでいる.

同様に，貧化石層は，その上下の地層に比べて化

石の分布密度が小さな地層のことを指している.

堆積速度，あるいは堆積作用の変化が群集に与

える影響といっても，それは洪水や暴風によって

生じた懸濁物質が櫨過食者の鯉、を詰まらせること

であったり，脱出不可能なほどの生き埋めであっ

たりと，さまざまなプロセスがあるものと思われ

る.化石と地層からこのような具体的な原因を特

定するためには今後，観察・実験両面にわたる研
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究が必要となろう.

堆積シーケンスにおける化石密集層の形成

これまでの古生物学の研究において，その情報

源の多くはなんといっても化石密集層であった.

しかし，その形成プロセスはさまざまであり，そ

こに含まれている情報の質にはいちじるしいちが

いがある. こうした化石化過程の評価の難しさか

ら，化石密集層に含まれる化石群は，これまでの

古生態学的研究の対象からはずれがちであった.

しかし，後に述べるように，化石密集層の形成環

境 CKidwell， 1985, 1991)やその化石化過程

CKidwell and Jablonski, 1983) がしだいに明

らかとなり，そこに含まれる情報を古生態や進化

の復元に利用することができるようになってきた.

化石密集層は，化石となる遺骸の供給量が多く

なるか，遺骸を埋積する堆積物の堆積速度が減少

するかのいずれかによって形成される.現実には，

カキ礁などのように明らかに群生状態を示すもの

を除くと，多くの化石密集層は堆積速度が減少し

て形成されることがわかってきている.シーケン

ス層序学でコンデンスセクションと呼ばれる地層

に相当するパックラップ型の化石密集層は，最大

海進時に陸源物質の供給自体が減少 Csediment

starvation) することにより，堆積速度が減少し

て形成される.一方，より沿岸で形成されるオン

ラップ型やパックラップ型の化石密集層は，堆積

物の通り過ぎ Csediment bypassing) によって，

堆積速度が減少して形成される. これらの化石密

集層を比較すると，底生動物化石群の組成と産状

が，それぞれのタイプごとに特徴があることがはっ

きりする(第 1 表).このような一般的傾向は，

野外で古環境の変化を読みとったり，化石の保存

状態を推定したりするときの指針として役立つ.

貧化石層の古生態学

堆積シーケンスの中に，化石密集層が形成され

るということは，それ以外の部分は，化石の分布

密度が相対的に低いということである.このよう

な散在型の化石群は，単に密集型の化石群が希釈

されたものとは質的にまったく異なるものである.

貧化石層といってもさまざまの程度のものが認め
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表1. 海進海退サイクル中の化石密集層のタイプとさまざまの特徴

特徴

化石密集層岩相・堆積構造 大型底生 化石の産状
店長膚 を形成する ・堆積環境変化 動物群集 (タフォノ 実例
タイプ メカニズム (生態) ミー)

トップ 堆積物の通過 斜交層理など物理物理的撹乱が大き 殻の磨滅，二枚貝薮層上部のエゾタマキ|
ラップ (bypassing) 堆積構造が発達; いために，多様度 殻の分離が起きやガイ密集層 (1) ;清川
型 生物遺骸片支持， の低い群集となるすい，下位の地層層上部のパカガイ密集

または基質支持; からの洗い出しが 層 (1) など，内海で形
生物 多い 成された古東京湾の地
遺骸が密集;上方 層に多い
浅海化の環境変化

ダウン 堆積物供給の 遺骸の分布密度は急激な堆積作用に 急速埋没がしばし滑川層上部のバカガイ
ラップ 減少(sω加ent 低く，いわゆる密ある程度適応した ば起こるため，ニ密集層の最下部 (1) ; 
型 starvation) 集層はつくらない内生種を中心とし 枚貝は海底面上へキャッスルクリフ海岸

ことが多い;泥質た多様度の低い群 逃避した f逆転姿露頭 Cycle 10の
堆積物;上方浅海集;泥食二枚貝の 勢」を示すことが Noωcalli仰を含む地層
化の環境変化 みの場合もある; ある.また，殻の (2) 

広範囲に分布する 内部が堆積物で充
種でもサイズが小 填されていない個
さいことが多い 体も多い.

パック 堆積物供給の 遺骸が泥質堆積物堆積物の流入が少 長期間海底面にさ フンギティケイ川露頭
ラップ 減少(sedirnent 中に密集，セメンない安定した環境 らされるため殻に下部サイクル基底部の
型 s国vation) トされていること を好む腕足類・コ 穿孔や付着の痕跡化石層 (Hautawa

が多い:上方深海ケムシを含む表在 が多い Shell凶，Tuha Shellbed 
化の環境変化 生ペントス群集 など) (3) ;泉谷化石

帯，および地蔵堂層化
石帯の中上部 {4}

オン 堆積物の通過 遺骸の密集は中程物理的撹乱が大き ニ枚員殻は分離し大桑層中部の堆積サイ
ラップ (byp鎚血g) 度;上方深海化の く，多様度の低い ているものが多い クル基底部の化石密集
型 環境変化 群集;内生二枚貝 層 ω; 清川層基底部

が多い のマJレヒナガイやチョ
ウセンハマグリを含む
地層 (6}

(1) Kondo et al., 1992, (2) Kondo, 1997, (3) Naish and Kamp, 1995, (4) 鎌滝・近藤， 1997， (5) 北村・近
藤， 1991; Kitamuraetal., 1994, (6) 鎌滝・近藤，未公表資料

られるが，その基本的性格は，洗い出しゃ急速埋

没などの物理的揖乱の影響を強く受けた多様度の

低い群集であることが多い.例えば，ニュージー

ランドの鮮新統では，ほとんど無化石の段階から，

泥食二枚貝と肉食腹足類だけがみられる段階，こ

れに大型の足糸付着型二枚貝が含まれる段階，な

どいくつかの段階を示す低多様度の群集が高海面

期堆積体の中に配列している(近藤ほか， 1995). 

類似の群集系列は，前期白亜紀の物部川層群物部

層でも認められる(菊池ほか， 1997). なお，古

東京湾のような，内海の堆積物では化石はどこで

も密集しているように見える. しかし，やはり同

様の変化は認められ，相対的に化石の少ないとこ

ろには，捕食者であり，運動能力に優れたムシボ

タルガイ (Olivella fulgurat，α) など，内生の腹

足類を中心とする群集がある.この群集は，古東

京湾の化石密集層の多くが，より安定した環境に

生息する二枚貝を中心とする化石群からなること

と対照的な性格を示している.化石密集層と貧化

石層というのは，相対的な概念であるから，この

ように，同じ堆積盆や堆積シーケンスの中で両者

を比較しながら，その動物群の特質を理解するこ

とが重要である.

ほとんど無化石の地層や貧化石層は， これまで
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単に化石が保存されていないだけだと考えられた

り，あるいは貧酸素環境と結びつけて解釈されて

きたことが多い. しかし，堆積や侵食などの物理

的撹乱によって説明できるものも多いと思われ，

今後の再検討が必要である.また，やや特異な例

ではあるが， このシンポジウムで報告された前期

更新世の日本海の陸棚堆積物中の貧化石層は，温

暖化と海面上昇が進行しつつあった過去の日本海

の固有の現象として説明された(北村， 1997). 

このように，地層の形成の理解が進むにつれて，

化石が出ない，または，少ないことの意味がしだ

いに明らかにされていくだろう.

堆積シーケンスの形成とタフォノミー

堆積速度の変化は，そこに住み続けられる底生

動物群集の組成を変える原因となるとともに，当

然それらの遺骸の保存のされ方にも大きな影響を

与える.ニュージーランド，ワンガヌイ・ベース

ンの中部更新統では，高海面期堆積体の下部に，

急速埋没(生き埋め)により形成された化石群が

認められる (Kondo， 1997). この化石群は，泥

食性二枚貝に混じって，小型の櫨過食二枚員

Notocallist，α multistriat，α の通常よりも小さな個

体を含む. Notocallisca は，殻の前縁を上に向け，

しばしば，殻の内部が堆積物に充填されない状態

で発見される. このような，急速埋没によって形

成された化石群は，まさにセンサス(1"人口調査」

の意)化石群と呼ばれてきたものである.これと

同様，高海面期堆積体の下部に位置する下部外浜

のストーム堆積物(中期更新統下総層群薮層)に，

ナミガイ (Panopea ja.ρonica) を含む，急速埋没

をうけた化石群の例 (Kondo， in press) がある.

もっとも， このような急速埋没による化石群の形

成は，高海面期堆積体の下部に限られるわけでは

なく，海進期堆積体の下部でも，急激な海進に伴っ

て形成された堆積物があることが生痕化石

Rosselia の平衡痕の観察によって明らかにされ

ている(奈良， 1998) し， ほかの層位でも起こ

りえよう. もちろん，火山灰による生き埋め(岡

本・早田， 1995) は，堆積シーケンスの中での

層位と直接の関係はない.

これらとは対照的に，陸源砕屑物の供給が減り，
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「コンデンス」した陸棚では，長期間にわたる生

物遺骸が一枚の化石層に組み込まれ，平均化され

た組成の化石群，すなわちセメテリー(1"墓地」

の意)化石群をつくることになる. これらの化石

群の多様度が一般に高いのは，生物遺骸が固着性

生物に生息場所を新たに提供することによって，

生息場の多様性が増す (Kidwel& Jablonski, 

1983: Kidwell, 1989) ことに加え，長期間にわ

たる環境変化を薄い地層に濃縮して記録するため

であると考えることができる. このような化石群

の形成は，最大海進期のコンデンスセクションに

多くの例があるが，オンラップに伴い形成された

化石密集層にも知られている (Kidwell and 

Jablonski, 1983; Kidwell, 1989). 

このように性格の異なる化石群が，海進海退サ

イクルの中に現れる位置をある程度予測できるよ

うになってきた.古生物の研究を行う際に，個体

群の中での個体の形態変異を分析したり，個体群

の動態を化石群から復元したりする場合， このよ

うな予測に基づいて標本を採取すれば，作業能率

も結果の精度も大いに向上するはずである.

白直紀後期から現在までの，陸棚コンデンス

セクションの底生動物群集の変遷

堆積シーケンスを基本単位として，現在から過

去へさかのぼる試みの 1 例として，陸棚で形成

されたコンデンスセクションの群集の変遺につい

て紹介する.コンデンスセクションとは，海進が

最も進み，陸源砕屑物の供給が減少して形成され

た地層である.厚さの割に長期間にわたる記録が

濃縮されているため，体化石・生痕化石ともに密

集していることが多く，浮遊性の微化石の密度も

高い.また，海緑石などの自生粘土鉱物が生成し

ていることが多い. このように，化石の分類群に

直接関係しない特徴によって，コンデンスセクショ

ンを認定することができる.コンデンスセクショ

ンに含まれる化石群は，原地性ないしは同相的な

産状のものと考えられるから，化石密集層であっ

ても， I" ì流れ込みJ 1"はきょせ」などと呼ばれてき

た産状とは異なり，その組成は過去の底生群集を

表していると判断できる.

現在は高海面期ではあるが，海面が現在の状態
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に達してからわずか数千年と，時聞が短いために

現在の陸棚下部には，高海面期堆積体にほとんど

覆われていない部分があり，氷期の残留堆積物が

ほとんどむき出しとなっていたり，ごく薄い堆積

物に覆われていたりするところがある.これがい

わば現在形成されつつあるコンデンスセクション

であり，例えば相模湾では，腕足類やヒヨクガイ

(C:η，ptopecten vesi，ωlosus) などの表在生ベント

スの優占する群集がみられる.この付近の砂泥が

たまっているところには，ベニグリ (Gかのrmeris

rotunda) やシマキンギョガイ (Nemocardium

samara昭-ae) を中心とする群集がある.現在の

浅海砂底に，バカガイ科やマルスダレガイ科など，

水管をもち， もぐる能力にすぐれた二枚貝の優占

する群集が多いことと対照的に，コンデンスセク

ションには， もぐる能力に劣る二枚貝類が多いこ

とがわかる.

類似の環境で形成されたコンデンスセクション

の群集には，更新世中期の下総層群地蔵堂層のヒ

ヨクガイやベニグリを含む群集(鎌滝・近藤，

1997)，斬新統の芦屋層群の Venericardia を中

心とする群集(坂倉・近藤， 1996)，また上部白

亜系姫浦層群の Loxo， Glycymeris, Apiotrigonia 

を含む群集(杉本・近藤・田代，未公表資料)な

どがある.研究例が今のところ限られてはいるが，

これらをあえて比べてみると，時代は変わっても，

物理的撹乱の影響が大きい浅海砂底には，水管を

もち活発にもぐる二枚貝が中心となる群集があり，

その沖合いのコンデンスセクションには，水管を

もたない二枚貝を中心とする群集が存在したこと

がわかる.このような関係が，少なくとも白亜紀

から現在まで変わらずに続いているということは，

これらの底生群集の分布が，物理的撹乱によって

強く支配されていることを暗示している.堆積シー

ケンスによる地層の分布は，このように，群集の

生息場所の長期間にわたる変遷を記述する言葉と

しても役に立つ.個々の堆積盆での詳細な観察が

積み上げられるにしたがって，類似の生息地の底

生群集の変遺が明らかになってくるはずである.

かつて，急速埋没という一種の物理的揖乱に対

する現生二枚貝類の適応能力が，生活様式ごとに

明瞭に異なることが実験により明らかにされた

59 

(Kranz, 1974). このシンポジウムで田代によっ

て論じられたように，白亜紀の大規模な海進海退

という環境変化に対して，二枚員類が生活様式ご

とに特徴ある進化ノfタンを見せているという事実

(田代， 1998) は，この実験を長期間にわたって

自然が行ったものとみることもできょう.

終りに

堆積シーケンスを古生態学研究の基本単位とし

て認識し，過去へさかのぼる研究は，まだ始まっ

たばかりであり，あらゆる時代，あらゆる地域，

あらゆる生息環境を記録した地層が，それぞれ意

味のある研究対象として，われわれの手に残され

ている. こうした研究を積み重ねることによって，

古生態と進化の研究に全く新しい展望が聞けてく

ることを期待したい.

本論で特に重視している物理的撹乱の底生動物

群に与える影響の重要性は，現生生物を扱う生態

学でもしだいに認識され始めている(たとえば，

向井， 1995, p. 212) こともつけ加えておきたい.

古生態や進化に大きな影響を与えた物理的揖乱を，

地層の記録から直接読みとることができるという

のは，われわれ古生物の研究者を大いに勇気づけ

る事実である.
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|書評|

藤岡換太郎著:深海底の科学一日本列島を潜ってみれば

(日本放送出版協会， NHK ブックス814， 1997, 249pp., 1 ，020円)

表記の íNHK ブックス 814J は， 目次の多さ

にまず驚かされる.六章から成る内容告知が 4

頁半に亘ってびっしりと書かれている.直ぐに昔

店頭で立ち読みした「うみのはなしJ (技報堂)

を思い出した.一つ一つの話題が要領よくまとめ

られているので，どこから読んでも良いところが

特徴と言える.骨子となる六章は組み立てが良く

考えられていて;序章地球の見方一潜水調査船

科学への招待，第一章 地球科学の基礎知識一動

かざること大地の如し，第二章深海から見た東

日本列島一ふるいプレートの沈み込むところ，第

三章深海から見た西日本列島一若いプレートが

沈み込むところ，第四章海の後ろに海がある一

日本海の背弧海盆に潜る，第五章 日本列島周辺

のプレートの境界，終章深海探査に何ができる

か一環境・災害・資源，そして付録の「しんかい

6500J 物語から構成されている.各章が一冊の

本になるほどの内容を持っと言える.

世界で現在運用中の主な有人潜水船や無人探査

機の能力は，日本がいずれも一位である. í しん

かい6500J は世界の海の98% に潜航できる能力

をもっているし， íかいこう」は残りの 2%に潜

れるのである.しかし，マリアナ海溝の最深部チャ

レンジャー海淵に潜って 10，912 m の世界記録を

達成したのは，米海軍の有人潜水船トリエステで，

1960年のこの記録はまだ破られていない.水深

2，000m を超えると，太陽光線の届かない暗黒の

世界が広がっている.海底に到達すると，黒煙を

上げながら噴き出す熱水とその周辺には金，銀，

銅，鉛，亜鉛などの金属やシロウリガイ，シンカ

イヒバリガイなどの生物群集が生息している.三

陸地震の震源近くでは，海溝に沈み込むプレート

が曲げられ裂けた跡が見つかっている.

日本近海において実際に潜水調査や掘削調査に

たずさわった体験に基づいて書かれているので，

調査船の乗船経験も無いまま(古)海洋学を語っ

た一時代前の「輸入学問」とは違って，海底の細

部が具体的で直接的なイメージが伝わって迫力と

説得力がある.基本的な展開は，何故そうした調

査が必要であったかの歴史的経緯，調査の原理と

方法，実際の調査の様子，調査のエピソード，調

査の結果，そして今後に残された課題といった案

配である.著者も述べているように，好奇心が旺

盛でまだ若い故に，沢山ありすぎる話題の取捨選

択が充分になされておらず，一つ一つの話題が十

分に書き尽くされていない思いが残るし，適切な

図や写真が，とくに後半部分で，少な過ぎるので

はないか.一般読者の理解を助けるにはやや不足

の感がある.例えば，第四章では日本海形成のシ

ナリオや熱水系を説明する図が欲しいし，第五章

では図や写真がほとんど無い.

この本で解説されている目新しい事項を挙げる

と;泥火山，蛇紋岩海山，九州の四大カルデラ，

プルームテクトニクス，ガスハイドレート，鯨骨

生物群集，化学合成生物群集，冷水湧出帯生物群

集，などである. これらの 7 割以上が分からな

かったら，お買い得のこの本を買って， この分野

の先端でフル活動している概念と親しくなること

をお薦めする. 小泉格(北海道大学)



62 
FOSSILS 64 (1998) 

英国オープン大学編(野村律夫訳) :海洋堆積学の基礎

本書の原著は， 1989年に発行された The

Open University の海洋学シリーズ中の l 巻

"Ocean Chemistry and Deep-Sea Sediments" 

である.今回，島根大学の野村律夫氏の手により

翻訳され，圏内に広く紹介されることになった.

ちなみに，本シリーズには，他に「海洋盆:その

構造と進化j， r海水:その幸邸主，特性および挙動j，

「海洋循環作用j， r波浪，潮汐と浅海過程j ， r海

洋学と海洋問題のケース研究」があり，これだけ

でも英国の放送大学の海洋科学の講義水準とその

ねらいの見当がつきそうである.

本書の主題は深海堆積物である.そして，地質

学と化学についてある程度習得していれば，十分

に理解できる内容になっている.構成は，概説に

続く 4章が主体であり， 169ページが当てられて

いる.続いて，地質年代表，この後のための推薦

図書，解答と質問へのコメント，謝辞・文献，そ

して巻末の索引がある.付図・付表も豊富にあっ

て，理解を容易にしてくれる.放送というメディ

アを通じて，通信教育の実効をあげるための工夫

なのであろうが， この教科書には随所に質問が設

けられ，読み流しされぬようく関所>が置かれて

いる.それを無事通り抜けられたかどうかは，巻

末の解答と質問へのコメントに読者自身が当たっ

てみる，という仕組みになっている.また，重要

な専門的用語は，本書における初出のところでゴ

シック字体で示され，読者の理解を助ける.

第 l 章の「概説」では，主に深海堆積物の分

布と性質について解説され，それぞれの遺骸によっ

て軟泥を形成している代表的プランクトンが紹介

されて，第 3 ，第 4章の各論のための序説となっ

ている.堆積物にかかわる海水の役割は次章で論

じられる.

第 2 章の「海洋の化学過程」は，要するに，

海洋の化学的定常性ということの考察に当てられ

(愛智出版， 1998, 192pp., 3，400円)

ている.細目をあげると，溶存成分の挙動，生物

学的粒子(生物起源の粒子)の循環，溶存成分の

垂直運動: 2 ボックス・モデル(表層水対永久

躍層以下の深層水)，深海における溶存成分の側

方変化，大気一海洋の境界，およびまとめの 6

項よりなっている.海水組成の一定性は生物進化

を追究するうえで重要な要素の一つではあるが，

このことについて古生物の研究者は深く考えたこ

とがないように見える.そのためにも，海洋にお

ける物質循環を学ぷに好適な章である.海水中の

化学成分の保存性・非保存性の挙動とか，生物制

限性・半生物制限性・非生物制限性の区別とか，

聞きなれない用語が出てくるが，そういう概念を

取り入れて，海洋生物の生活環境と堆積環境を考

えてみることが必要であろう.

第 3章「遠洋性の生物起源堆積物」は，遠洋

性炭酸塩類(有孔虫・石灰質ナンノプランクトン

遺骸)，遠洋性珪酸質遺骸の保存，生物起源の堆

積物と古海洋学，そしてまとめで構成されている.

生物起源の深海堆積物のクーローパルな分布を見わ

たすと，炭酸カルシウム殻の遺骸と珪酸質殻の遺

骸からなる軟泥の地理的分布の分化ー著しいかた

よりーに気づかされる(カラー印刷の口絵にある).

これを理解するには，プランクトンの遺骸が深海

底に沈降し;堆積物となる過程でかかわる海水の溶

解作用について知らなければならない.海洋化学

の立場から，炭酸塩補償深度， リソクラインなど

の役割が明らかにされ，さらにそれらを支配する

気候，海洋循環の意味が古海洋学的視点から論じ

られている.

第 4 章は「陸源性堆積物の深海への供給」で

ある.大陸棚外縁部におけるプロセス，混濁流と

他の重力流，およびまとめの 3 項からなってい

る.陸地から供給された物質がまず大陸棚に堆積

し，それから混濁流その他によって深海に運搬さ



化石 64 (1998) 

れる過程一主として物理的過程ーが本章の骨子で、

ある.大陸棚外縁部付近の海底には物質を運搬す

る種々の水の運動があるが，上部大陸斜面程度し

か及ばず，ここから大部分は滑走(海底地とり)，

スランプ，土石流，および混濁流によって深海に

運搬される.混濁流についてはその力学，堆積作

用およひ'堆積物についての記述が詳しい.

第 5 章は「深海堆積物における堆積後のプロ

セス」である，深海底には懸濁物質にとむ雲のよ

うな底層流(ネフロイド層)があり，また時には

深海嵐が発生する.このような乱流運動の結果，

深海底付近に底層境界層 (benthic boundary 

layer) が形成され，ここで生物学的，化学的，

地質学的など諸過程が進行する.自生(鉱化)作

用 (authigenesis)，謎に満ちたマンガン団塊の

生成と成長，続成作用などが論じられ，また堆積

物中の酸化帯/無酸素帯境界における元素分布の

変化が指摘されている.

本書の題名は原題名とは変わっているが，以上

のような内容からみて， これもまた内容にふさわ

しいものと思われる.それにしても，訳者自身の

言葉をかりれば，本書の「内容が海洋堆積学を学

ぶための基礎にふさわし」く， I同時に堆積物や

徴化石を使って古海洋を復元する方法を学びたい

と思う人」に読ませたいという訳者の意気ごみが，

この題名からも伝わってくる.深海堆積物の探求

を通じて徴古生物学，堆積学，海洋化学などの諸

分野の研究者の協同研究が元になって，古海洋学

が生まれて著しく進展し，定期的に国際会議が開

催されている状況にある.ところが，そのような
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世界の趨勢にもかかわらず，圏内では古海洋問題

に深く関心を抱く人たちはまだごくマイノリティ

である.こういう傾向に対する反省のもとに，古

生物，とりわけ微化石を研究する訳者が，海洋堆

積学の入門書として本書の翻訳を思い立つたので

あろう.

今世紀中期以降，国外ではすぐれた海洋科学の

教科書が多数生まれた.海洋地質学分野でも優れ

た大著が出版されている. しかし，日本語で書か

れた教科書となると，その数はきわめて限られ，

また堆積学関係の記述は主として海洋化学者や海

洋生物学者によって行われてきたために，現在的

過程に的が絞られているという不満を地質学・古

生物学関係者は始終抱くことになる.米国に本拠

をおく深海掘削計画も発足以来30年になり， こ

れに参加した日本の研究者も多数になるというの

に，いまだに海洋堆積物の科学をまともに扱った

教科書の生まれていないのは，どうしたものであ

ろう.これではこれから学問を志す人達へ与える

刺激も少なく，未知の過去に通ずる問題の宝庫に

招待しかねて，これからも悔やむことになるので

はあるまいか.訳者の心境を理解する者の一人と

して，あえて訳者の述べなかったことまで記して，

本書の意義を強調しておきたい.

本書の購入には著者割引という便法があり，著

者割引価格で20%割引となる由である.希望者

は直接島根大学教育学部地学研究室の訳者に連絡

されれば，その便宜が与えられることと思われる.

高柳洋吉
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井尻正ニ・真野勝友・堀田 進著:

[新]文明のなかの未開ーレリックの世界

1968年に井尻氏が著して，版を重ねた旧版の

全面的改訂が 2 年前より進められ， このほど改

訂新版が出版された.この新版の準備中に共著者

の一人堀田氏が急逝され，代わって真野氏が加わ

り，井尻氏を助けて完成されたものだという.本

書は古生物学者の立場からの文明批評であって，

特に人間社会に見られる「生きている化石(レリッ

ク )J 現象に焦点を絞った議論が展開されている.

わかりやすく，ユーモラスな語り口で説かれ，さ

らに本文中の随所にある注釈と巻末の付表が理解

を助けてくれる.

まず本書の概略の構成をあげると. I生き残っ

た生物J. I昔の社会J. I心のしがらみJ. I レリッ

クの教え」の 4 章に続いて，巻末に付表として，

地質年代表，レリック植物一覧レリック動物一

覧がついている.以下，内容を順序にしたがって

紹介する.

第 1 章では， ヒマラヤの雪男，パイカル湖の

オットセイ， メタセコイア，シーラカンス，スフェ

ノドン，イチョウなど，数々の生きている化石に

まつわるエピソードを導入部として. I レリック

とは，何らかの形で大むかし(過去)に栄えてい

た生物が，現在ではなんらかの形で衰退して(細

ぽそと)生き残っているもの」である，と説明さ

れている. レリック動植物の一覧表には，世界中

のレリックの和名，学名，分類(科以上のタクサ).

栄えた時代，および現在の分布が整理されて，掲

げられている.

続く第 2 章は，第二次世界大戦中に井尻氏が

パプア島で見聞した新石器時代人のレリックの原

始共同体の話に始まって，旧石器時代のレリック

としてのオーストラリアのアボリジニ，さらに氷

期にベーリング海峡を越えた中石器時代人のレリッ

クと見られるエスキモーの生活様式まで紹介され

(築地書館. 1998. 265 + III pp.. 2.500円)

ている.ここでいう石器時代の区分は生産様式に

基づいた区分で，巻末の石器時代年表において，

各種の文化・社会史的区分，自然史的区分などと

並列して示されている.また経済的社会構成体と

地質系統の対比表というユニークな比喰をもちい

て，現代に見られる奴隷制・封建制社会のレリッ

クが指摘されている.ちなみに，著者らのいう人

間社会のレリックとは，民族，地域(国)単位の

生産様式のレリック，つまりく種>のレベ、ルの話

であって，従属的経済制度というく個体，退化器

官>レベルのこととは区別されている.

第 3 章では. I労働をする動物」としての人間

の母性愛も一種のレリックと見なされること，今

の日本人の生活に残るさまざまな封建詩士会の心理・

風習に由来するレリック，あるいは旧民法の家族

制度のレリックが論じられている.

終章の「レリックの教え」では，生物のレリッ

ク，社会のレリックについて論じられている.生

物進化は，生物体とその生活の変異性を主な内因

として展開し，外因の変化，つまり自然選択によ

り先行の古い型の生物の大半は種を単位として絶

滅する. しかし，古い型でも，それが出現し繁栄

した当時の環境条件が維持され，自然選択が起こ

らなければ， レリックとして残存できるとしてい

る.そして，人間社会の発展過程を生物進化と対

照させれば，内因は土台である生産力と生産関係

の対立と矛盾であり，外国は自然環境・他の社会・

社会の上部構造などであるという.

生物進化のメカニズムを類型化して社会進化を

論じたものは昔から少なくない.それらの議論の

一端は，たとえば『講座進化 2 :進化思想と社

会~ (東大出版会)に紹介されている.古生物学

者であり哲学者である井尻氏の主唱する「発展的

弁証法」にもとつeいた，著者たちの文明のレリッ
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ク論は，もちろんそれらとは異質の，自然科学者

による代表的社会観のーっというべきであろう.

人文・自然いずれにも向く教養書といえる.本書

のエッセンスは，著者たちの説くように， r動物

からの遺産に，善悪利害の価値評価をしよう，と

しているのではない.ただ，動物と本質的に異な

る生きもの・人聞にも，動物からうけついだなま

なましい遺産があって，それがわれわれの生活に，

ひじように大きな意義を，今日もなおもっている

現実を指摘したまでのことである.そして，つぎ

には，この現実を無視しては，具体的な人間生活

の問題は，なに一つ解決できない，という点に注
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意をむけたままである」ことに尽きょう.欲をい

えば，本書旧版の出版以後に活発化した社会生物

学の問題，たとえば最近話題になっている，利己

的遺伝子というキャッチワードで上滑りする感じ

のある生物進化論などに対して一言期待したいと

ころだったが，それらは本書の視野の外に置かれ

たのであろうか.

なお，地質年代表と石器時代年表において，第

四紀は，一方で洪積世・現世，他方では更新世・

完新世となっている.第 2 刷ではぜひ後者に統

ーされるよう期待したい. 高柳洋吉
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北村晃寿文・夏目義一絵:暖かい地球と寒い地球

(福音館書店， 1998, 31pp., 1 ，300円， ISBN4-8340-1427-4)

絵本には，母親が読んで子どもに聞かせるもの

もあれば，本書のように，科学する心がすで‘に芽

生えている子どもたちを対象に書かれたものもあ

る.裏表紙には「小学校中高学年-J と書かれて

いるが，評者には，本書はむしろ中・高校生から

初学者向きであると思われた.実際，本書を紹介

した新聞記事には， r小学生には難しい内容もあ

るが，学年が上がるにつれて読み直してほしい.

地球のいろいろな環境変動について，興味を持っ

きっかけになれば(嬉しい)J という著者の思い

が載せられている.

金沢市を流れる犀川に露出する大桑層の貝やウ

ニの化石を調べてみると，その群集組成に周期的

な変化が認められた.暖かい海に棲む貝と寒い海

に棲む貝とが繰り返し見られたのだ.その意味す

ることを理解するために，当時金沢大学の学生だっ

た著者(北村)は，地球を暖かくしたり寒くした

りする仕組みについて猛然と勉強を始めた.小さ

な貝化石の変遷が，太陽系の話とも関連している

ことに知的興奮を覚えた著者は，氷期・間氷期と

いう言葉をキーワードにして，実際自分の手で調

べている犀川の貝化石とその産状，地層のようす

などが，過去の地球環境の復元に次々と結ひ'つい

ていくことを知り，わくわくした.

大学院時代には，大桑層が堆積し始めた約100

万年前から現在にいたるまでの気候と海水準の変

化が，浅海の生物にどんな影響を与えたのかとい

うテーマのもとに，著者のフィールドワークは強

力に押し進められた.その結果貝の化石は，生息

する水温，水深，底質の違いなどに基づいて 5

つのグループに分けられ，それが次々に入れ替わ

りながら現れてくることを見いだした.

そういったフィールドワークに基づいた研究成

果と，地球規模の気候変化をもたらす仕組みにつ

いて勉強した成果とを，わかりやすく図解したの

が本書である.図解には，繰り返し見ることが出

来，原著者と同じしっかりしたイメージが読者に

伝わるという長所がある.そういう観点にたって

本書を眺めるとき，夏目の絵にはとても好感がも

てる.求められる科学的正確さに応えているだけ

でなく，全体に色調を押さえた絵柄が抑制のきい

た地の文とよく釣り合っているように思う.

本書を通読してみると，けっきょく太陽エネル

ギーの小さな変化が複雑に入り組んだプロセスに

影響を与え，結果として地球の気候を大きく変え

うるのだという仕組みが，明解に説明されている.

一つの現象がその結果として次にどんな現象をも

たらすのかということが，矢印によって示されて

いく.地球が暖かくなる場合と寒くなる場合とが，

見聞きの頁の左右を使って， きれいな対称の形で

説明されている.やや説明を要する箇所にはきち

んと説明が施されており，たいへんに分かりやす

く整理されている.

ただ，さらに別途の説明を要する矢印もあるよ

うに恩われた.例えば， r降水量よりも蒸発量の

方が多くなる」と， (いくつかのプロセスを経て)

「海面が上がり海の面積がふえる」ことに帰着す

るという流れは，少し説明を要するだろう.他に

も親(や学校の先生)は，子どもに聞かれて明解

な回答に窮する箇所があるように思う.それは二

者択ーで論を進めていく事に起因する無理がどう

しでもあるからである.対称性を基本に整理され

た図解は，確かに仕組みの理解にはたいへん好都

合だったが，いくぶん説明不足の箇所も生み出し

てしまった. しかし，この欠点は本書全体の出来

映えを損なうものではけっしてない.

ところで本書にはまた，一研究者の研究遍歴と

いう時間の流れが伏流として存在する.大学に入っ

たばかりのときに初めて犀川の川原を訪れた北村

が，今は大学(静岡大学理学部)の先生になって
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いて， 1未来の地球とそこにすむ人や生き物のよ

うすをさぐるため，学生といっしょに研究して」

いるというエピローグの一節には，研究者となっ

た喜びが素直に現れているし，自然科学が大好き
だという少年読者層に， 1自分も研究者になって

みたい」という希望を吹き込んでいる.

「絵本なんて書いて・H ・ H ・ ..J などというつまら

ない批判はやめよう.科学者が自分の研究成果を

文字にして公にする手段に，原著論文，総説，科
学読み物，絵本などがあるとすると，その発表形

態の選択には，メッセージの伝達の対象と，伝達

内容ごとに異なってよいはずの表現形式との検討

があり，その結果として最良の方法が採られてい

るはずだからである. 1専門家向けの絵本」だっ

てありうるのだ.

さて，本書を手に取る読者の興味はどの辺りに

あるだろうか.氷期と間氷期にはどんな違いがあ

るのか，なぜ交互に訪れるのか，次はいつどうな

るのか，人類(の影響)が温暖化を加速する可能

性はあるのか，それならわれわれは何をなすべき

なのか，といったところだろう. こうした興味に

対し，本書はかなり満足のいく答を与えてくれて

いるのではないだろうか.

地球環境にひときわ高い関心がもたれている今，

環境問題は地球全体を一度に見るという視点で捉

えることが必要だと教える環境教育には，本書は

優れた教材になるだろう.近年注目を集め続ける

エルニーニョ現象を例にして言っても，世間では
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プロセスのーっと原因とが混同されている嫌いが

ある.ある現象が起こる仕組みについては，その

結果ほど一般の関心が見られない.本書は，連綿

と続く自然現象の連鎖の仕組みを絵解きした.本
書によって，なるほど地球の環境はこうして変化

していくものなのか，という理解が一般の人々，

なかでも若年層の聞に広がってくれることを期待

する.

本書は，構想を抱いてから数年にわたる作業の

末の労作だと聞いている.たしかに，研究と勉強

の成果のエッセンスをそそぎ込んだ会心の力作だ

と思う.研究者の長年の成果を，小中高生ばかり

でなく，初学者や一般の科学好きの人々にも伝え

る，こんな本はもっとあってよいと思う.本書は

また，恐竜だけが化石なのではないという認識を，

一般の人々にもってもらうのにも貢献するだろう.

「古生物を研究しています」と言ったときに， 1あ

あ恐竜ですか」というよくある無邪気な反応は，

ときに無脊椎動物化石の研究者の心を萎えさせて

しまうものだから.

著者自らの宣伝文句を挙げて本稿を閉じること

にしよう. 121世紀の地球は暖かくなるのでしょ

うか，それとも寒くなるのでしょうか?貝の化石

から見えてきた 100万年前の地球の姿をさぐりな

がら，地球の温暖化と寒冷化のしくみを明らかに

していきます.小さな貝がらから太陽系惑星まで

を，壮大なスケールで、描いた，環境教育にふさわ

しい科学絵本J. 阿部勝巳(静岡大学)
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第13回国際オストラコーダシンポジウム本

入月俊明*ホ

第 13 回国際オストラコーダシンポジウム

(13th IS0) が 1997年 7 月 28 日から 31 日に英国

の Greenwich 大学 (Kent 州， Chatham Mariｭ

time) で開催された.その前 (7 月 25 日， 26 日)，

および後 (8 月 1 日一 4 日)には野外巡検が，

また中日 (7 月 27 日)には Workshop が行われ

た.参加者は23カ国(イギリス， アメリカ， フ

ランス，ポーランド，オーストリア，イタリア，

イスラエル，中国， 日本， ドイツ， トルコ，オラ

ンダ，チェコ，スウェーデン，スペイン，カナダ，

ベルギー，ブラジル，インド，ユーゴスラビア，

ルクセンブルク，オーストラリア，ポルトカソレ)

から総勢126名で，そのうち日本からは同伴者を

含めて14名が参加した.英国での開催にも関わ

らず，オストラコーダの研究が盛んなヨーロッパ

からの参加者が少ないとの印象を受けた.それは

前年(1996年 7 月)にフランスで聞かれた第 3

回ヨーロッパオストラコーダ研究者の会 (3rd

European Ostracodologists Meeting) が影響し

ているかもしれない.

シンポジウム

今回のシンポジウムではセッションのテーマを

3 っとし，一般講演の要旨で事前に審査して，発

表人員をあらかじめ制限するという措置がとられ

た.また，それぞれの講演をセッションごとに学

術雑誌の特集号に掲載する形式をとった.その結

果，選別された45件の講演と Key note speaker 

による 3 つの招待講演で行われた.

セッションは 7 月 28 日 -31 日までの 4 日間に

'13th International Symposium on Ostracoda 
"Toshiaki Irizuki 愛知教育大学地学教室

わたり， Greenwich 大学の Medway Campus で

行われた. ここは， もと海軍兵学校だったので，

近くには海軍造船所の跡(今は博物館)もあり，

建造物のほとんどは100- 200年前のレンガ造り

で，イギリスの歴史を感じさせる場所であった.

28日は Greenwich 大学の副総長 Fussey， D. な

ど 3 人の挨拶の後， iNon-marine Ostracoda: 

Evolution and EnvironmentJというテーマで

始まった. まず， De Deckker, P. (Australian 

National University) による iNon-Marine 

Ostracods: providers of information on evoluｭ

tion and environmentsJ の招待講演があり，引

き続き， 16件の一般講演(日本人 0 件)が行わ

れた.内容で目立った点は，第四系からの非海生

オストラコーダ殻の酸素・炭素同位体， Mg/Ca 

や Sr/Ca量などの測定結果に基づく古塩分や古

水温推定の研究が多かったことである.日本では，

まだ非海生化石の報告が少なく，汽水生種を用い

たこの様な研究も少ないが， ヨーロッパでの盛ん

さがうかがえた.セッション終了後，会場内(チャ

ペル)での Gillingham 市長によるレセプション

パーティーが聞かれた.

29 日は iMarine Ostracoda and Global 

ChangeJ というテーマのもと， Cronin, T. M. 

CU. S. Geological Survey) による iOstracoda

in paleoc1imatology: appreciated but underｭ

utilisedJ の招待講演と 15件の一般講演(日本人

2件)が行われた.内容はオストラコーダ化石群

集から古海洋環境を推定する研究が主体であった

が，地域的なオストラコーダの群集変化にとどま

らず，汎世界的な環境変動を構築しようとする意

図の目立つ内容の講演が多かった.ただし，世界

中のあらゆる地域，あらゆる時代に関する研究を
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15件の講演でまかなえるはずが無く，相Eに共

通する点が少ないという印象を受けた.

30日は午前中だけの開催で， レクチャーシア

ターで阿部勝巳(静岡大)・ Vannier，].

CUniversite Claude, Lyon) を中心に 3 件の特別

セッションが行われた.ウミホタルの生態を中心

とするビデオ上映を含めた講演で，大盛況であっ

た午後はパスで Rochester に移動し，城跡や

街並みを散策した.夕方には蒸気船で近くを流れ

る Medway 河を巡り， Rochester 市議会主催の

レセプションパーティーが聞かれた.

31 日は IEvolutionary Biology and Ecology 

of Ostracoda J というテーマで， Butlin, R. K. 

CThe University of Leeds) による IOpenquesｭ

tions in evolutionary ecology: Do ostracods 

have the answers? J の招待講演の後， 11件の一

般講演(日本人 4 名)が行われた.オストラコー

ダの生態や殻形態，軟体部の解制や発生に基づく

系統分類に関する研究が主体であった.日本人に

よる講演は数といい，内容といい，日本でのこの

分野の研究の活発さが目立つた.

以上の口頭発表セッションと同時に，ポスター

セッションが別会場で行われ， 32件(日本人 2

件)の発表が行われた.

日本人による発表は以下のようである.

口頭発表(講演順)

小沢広和(金沢大)・神谷隆宏(金沢大) : IWater 

mass structure and glacio・eustatic sea-1eve1 

changes in the Pliocene-P1eistocene ]apan Sea, 

based on ostracods from the Omma 

FormationJ 

神谷隆宏(金沢大)・上野由紀子(金沢大)・大場

忠道(北海道大): I The dependence of the 

oxygen isotope ratio of marine ostracod va1ves 

upon water temperatureJ 

Vannier,] (リヨン大)・阿部勝巳(静岡大) : 
IThe ro1e of Myodocopid ostracods in modern 

and ancient marine food chainsJ 

阿部勝巳(静岡大)・堀内 純(静岡大) : lReｭ
productive strategy of an isopod, Onisocryptus 

ovalis, parasitizing a bio1uminescent myodo・

cope, Vargula hilgendorfiiJ 
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阿部勝巳(静岡大)・小野拓郎(静岡大)・山田耕

司(静岡大)・山村奈園(静岡大)・生田享介(高
知工科大): I A vertica1 reflecting organ and 
mu1tifunctions of the upper lip in a bio1umiｭ

nescent ostracod, Vargula hilgendorfiiJ 

塚越哲(東京大)・ Parker，A. R. C オーストラ

リア博物館): IPost-cephalic segmentation of 

Podocopine OstracodaJ 

池谷仙之(静岡大)・加藤真知子(静岡大) : 

ICu1turing Xestoleberis (Ostracoda) as an “ex­

perimenta1 anima1" and implications for geｭ

netic studies.J 

神谷隆宏(金沢大)・瀬戸隆之(金沢大)・塚越

哲(東京大)・岡本 史(金沢大)・岩見雅史(金

沢大) : IDifferentiation of the distribution of 

pore-systems: a possib1e powerfu1 too1 for the 

assessment of ostracod phy1ogeny.J 

加世田裕作(静岡大)・加藤昌子(静岡大)・井倉

智恵(静岡大)・池谷仙之(静岡大) : IMorpho・

10gica1 and eco1ogica1 parallelism in some litto・

ra1 ostracods in the northern and southern 

hemispheres.J 

ポスター発表

矢島道子(東京成徳学園) : ISmall anecdotes of 

fireflies in ] apanJ 

入月俊明(愛知教育大)・石崎国照(石巻専修大) : 

Vicissitudes of ostracod faunas of ]apan in asｭ

sociation with globa1 coo1ing events during 

Ear1y to ear1y Midd1e Miocene timesJ 

口頭発表されたこれらの内容はセッション l

に関しては Paleogeography， Paleoclimatology, 

Paleoecology Iこ，セッション 2 については Ma・

rine Micropαleotology Iこ，またセッション 3 に

ついては Hydrobiologia に掲載される予定である.

セッション終了後， IRGO (lnternationa1 Reｭ

search Group on Ostracoda) の現会長である

Kaes1er, R. L. (The University of Kansas) が

議長となり，総会が聞かれた.活動報告の後，以

下のような主要事項が決議された.

①従来 3 年ごとに開催されてきた国際オストラ

コーダシンポジウム(lSO) を 1989年から開催

され始めたヨーロッパオストラコーダ研究者の会
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(EOM) と 2 年ごとに交互に行うこととし，次回

の ISO は 4 年後の2001年と決まった.

②2001年の第14回国際オストラコーダシンポジ

ウムの開催地については， 4 地域(アメリカ，

ブラジル，中国，日本)が立候補し，各国から開

催準備状況の説明があった.その後，最下位から

落としていく投票の結果，最後に日本がわずか 1

票の差でアメリカをゃぶり，開催事務責任者を阿

部勝巳として静岡で夏に開催されることが決定し

た.

③ IRGO の次期役員 (2001 年までの 4 年間)の

選挙では，新会長に池谷仙之(静岡大)，副会長

に Horne，D. J. (University of Greenwich) が

選出され， Secretary の van Harten, D. (Free 

University) と会計の Maddocks，R. F. CUniverｭ

sity of Houston) は留任する事が承認された.

④オストラコーダ研究者の newsletter である

íCYPRISJ はインターネットで閲覧できるよう

に準備を進めること，また従来通りの出版物とし

ても存続させたいとの提案が出され，いずれも了

承された.

野外巡検

以下の 3 つの野外巡検が行われた.

① 7 月 25 日: Kent 州の白亜系 Gault 層および

Chalk 層.日本からは池谷・加世田・加藤が参加

した.

② 7 月 26 日: Kent 州の沿岸岩礁地および沼沢地

の現世オストラコーダ.日本からは池谷・阿部・

神谷・塚越・入月・小沢・小野・加世田・加藤が

参加した.

⑧ 8 月 1 日 -8 月 4 日: T. R. Jones の野外調

査地巡り(主としてイングランド南部の中・古生

界). 加世田・加藤が参加した.
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おわりに

今回のシンポジウムでの新しい試みである講演

要旨を事前に審査し，それらが学術雑誌に掲載さ

れるという方式は，講演内容が洗練され，一応の

成功を収めたと感じた.欲を言えば，セッション

のテーマが 3 つというのは少なく， もう少しポ

スターセッションを有効に活用したり，いくつか

のテーマのもとサブセッションを設けるなどの工

夫が欲しかった.また今回のシンポジウムではい

くつかの不手際も目立った. それは30 日以外の

一般講演がキャンパス内のチャペルで行われたこ

とである.当初はものめずらしく， これまで経験

したことのない雰囲気を味わったが，実際にはス

テンドグラスからの明かりを十分さえぎれず，ス

ライドの画面が見にくく，また天井が高く，石造

りの建物のために声が反響してしまうなど，講演

を行う場所としては不適当であるとの印象を持っ

た.さらに講演時間などのスケジュール表やアブ

ストラクト集が，セッション 1 日目にしてよう

やく配布されたことも参加者の不満を買っていた.

ポスターセッションに関しても会場が目立たない

場所にあり，ポスターの題名や講演者の一覧もシ

ンポジウム最終日まで配布されなかったり，ポス

ター講演の内容に関する事前の説明時間が設けら

れておらず，質問したくても本人がいない場合が

ほとんどであった.

次回の開催地として日本に支持が集まったのは，

英国などの研究者からの今回取られた新方式を日

本なら踏襲してくれるという期待と， 1985年の

第 4 回静岡シンポジウムの運営が高く評価され

た結果であると思われる.我々は次回の日本での

2 度目のシンポジウム開催に向けて今回浮上した

問題点も考慮し，さらにレベ‘ルの高い国際シンポ

ジウムとなるよう努力したいと思う.
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東アジア及び南アジアの白E紀環境変動についての
野外討論会 (IGCP-350) 参加報告事

平野弘道 l ・岡田博有2 ・坂井卓3 ・木下 修4 • 

久田健一郎5 .鈴木茂之6 ・八木信幸7

はじめに

IGCP-350は 1993年に始まった国際共同研究で，

代表者は岡田博有九州大学前教授である.白亜紀

の環境変動は今日つとに聞こえているところであ

るが，そのような環境を構成する諸要素の変動を

より高い精度で復元し，地球環境の変動の歴史と

さらにはその仕組みの解明をアジアから発信しよ

うと企図してきた.初年度は九州大学に各国の代

表者を中心として集まり，研究発表，今後の研究

運営についてのビジネス・ミーティングなどと共

に九州中部を横断する巡検が実施された.次いで

毎年各国の持ち回りで，韓国の慶北大学校

(1 994年)，フィリピンのフィリピン大学 (1995

年)，中国の北京大学(1996年)のお世話でシン

ポジウムと白亜系を主対象とした巡検を実施し，

その都度各国代表者によるビジネス・ミーティン

グを重ねてきた.そのためこのインドの野外討論

会も早くから決められ，繰り返し広くアナウンス

されていた.

野外討論会は，配布されたガイドブック上では

1997年 12月 9 日に Jabalpur のホテルに集まり

登録するところから始まる. しかし，海外からの

参加者はまずはデリー国際空港に着くのが平均的

'Report of the Field Conference of lGCP-350 in lndia. 
'Hiromichi Hirano 早稲田大学教育学部 2 Hakuyu 
Okada 応用地質鮒九州支社 3 Takashi Sakai 九州
大学理学部 'Osamu Kinoshita 大阪府立大学総合科
学部 5 Kenichiro Hisada 筑波大学地球科学系 、hi­
geyuki Suzuki 岡山大学理学部 'Nobuyuki Yagi 
(紛サワソフトサイエンス

であり，いきなり Jabalpur に着くことは稀であ

ろう.そこで，デリー国際空港での出迎え，ニュー

デリー市内のインド国立科学アカデミー宿泊施設

の使用便宜の提供，さらに Taji Mahal への案内

がエキストラとして実施された.

地質概要と観察事項

Delhi から南方の Jabalpur まではおよそ

800km あり，鉄道で移動した.ちなみに列車名

はゴンドワナ急行という寝台列車であった.

Jabalpur からは西方 Ahmedabad まで，東西

の直線距離で 1000km を 7 日聞かけて Univ.of

Lucknow 所有のパスで移動しながら， 11地点で

見学と討論を実施した.すなわち， この野外討論

会はインドの白亜系分布域を 7 区分した場合の

インド中西部， Narmada Trough and Lameta 

Basins の区域に当たる.当該区域は Narmada

川に沿って東西方向に Narmada地溝の存在が知

られている.この地溝の起源は白直紀中期のマダ

ガスカルとインドの分裂に由来する.

この地溝帯の東部，即ち中部インドでは上部ゴ

ンドワナ植物群で特徴づけられる河川~湖招成

Jabalpur Formation (中期ジュラ紀~前期白亜

紀と言われる)が先カンプリア界の上に乗り，河

口~淡水成層の優勢な Lameta Formation がそ

れに累重し，上位をデカン玄武岩で覆われている.

西部にはア Jレピアン階からコニアシアン階にま

で及ぶ海成 Bagh Formation が先カンプリア界

の変成岩や花向岩類の上に分布し，それに累重し

て河口~淡水成 Lameta Formation があり，や

はりデカン玄武岩で覆われている.
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このデカン玄武岩で覆われる，白亜系最上部カ

ンパニアン~マーストリヒチアン階の東西での層

相の変化と恐竜化石，恐竜の卵殻，巣を実地に見

学することが，古生物学者にとってはこの巡検の

第一の眼目である.併せて，白亜紀末に向けての

生物界の種多様性の変動の実際を見ることにある.

しかし，実際に細かく見ると，デカン玄武岩は白

亜紀の最後に何度か噴出しており，陸成層の対比，

時代決定はそう簡単ではないらしいことがわかる.

大量の恐竜骨と完全な卵殻 CMegalolithus sp. 

ほか 8 種)の残された恐竜の巣をいくつも

Lameta Formation の特定の層準で見学できた.

モンゴルのフルンドッホのルーズな恐竜産出層と

は大違いで，堆積後の続成過程に於ける石灰化に

より地層が大変堅くなっているのは標本剖出に大

変不便である.また，純粋に化学的過程で形成さ

れた石灰質の物体を特定の生痕と同定していると

思われる事例があり，議論は絶えなかった.全体

を通じて，最新の分析結果とかなり古い解釈の仕

方などが同居しており， この国の科学が発展しつ

つある様子を見ることができた.

実施状況

インドではインド古生物学会とインド地質調査

所が共同で運営に当たった.インド地質調査所か

らは 14人の研究者が出席した. また， インド古

生物学会の事務局のある Univ.of Lucknow を初

めとする各大学の研究者は 14名で，開催地の研

究者は合計29名の出席であった. 1 カ所で開催

されるシンポジウムではなく. 1800 km 移動し

ながら実施される野外討論会であることを考える

とこの参加者数は大変に多いものである.しかも，

トラックの運転者，料理人などの研究支援スタッ

フがこのほかに 9 名もいた.開催国の次に参加

者数の多かった国はわが国で. 7 名であった.

次いで韓国からの 5 名，フィリピンからの 2 名，

中国， ドイツ，フランス，ロシア，スペイン，タイ，

アメリカ，からの各 I 名であった.早くから参

加予定者の名簿にあったが，当日の自国の空港の

気象状態不良が原因で参加できなかった人もいた.

毎日移動して，計1800 km を見学するのである
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から，最初の集合場所に遅れるととんでもない山

の中や砂漠の中に追いかけて行かねばならなくな

り，遅刻をすれば参加は事実上不可能である.

現地の状況

イギリスはインドを植民地支配していた折りに，

政策的に道路を整備しなかったということである.

独立してから既に半世紀ほども経過しているのだ

から今やかつての支配者のせいにもできまいが，

道路事情は著しく悪く，日没と共に宿に着くはず

のところを真夜中すぎに着いたりした.

また，大きな都市の一流ホテルは概してよい拭

各地にある施設i;Ì.政府関連宿泊施設でも全館十
分整備されているとは限らない.今や身の回りの

すべてのものに抗菌・滅菌処理が施されていて，

さらに殺菌ティッシュやスプレーなどを持ち歩く

ようになった日本人にはなかなか耐え難い状況も

あった.

今後の展望

なお. 1997年は本来本プロジェクトの終結の

年であったが. 1998年がイクステンションとし

てユネスコの IGCP 委員会において認められた.

このため最終シンポジウムは 1998年 8 月にクア

ラルンプールで GEOSEA 98と共同開催すること

が予定されている. IGCP-350はこれまでに毎年

少なくとも l 回は国際シンポジウムを開催し，

その都度論文集を定期学術誌の 1 号を借りきっ

た特集号の形(例えば地質学雑誌1995年 1 月号)

や地質学論集48号のような特別号の形など，国

の内外で多数出版してきた.今回完了の年度を迎

えるに当り，プロジェクトの課題である白亜紀の

環境について東及び南アジアに於ける総括書を出

版する計画が進んでいる.

IGCP-350の後継プロジェクトとしては，炭素

同位体比変動曲線を海成・陸成白亜系の高分解能

対比の新しい手段とし，併せて地球環境の変動を

炭素循環を通して理解することを主要な課題とし

た企画案を平野がインドで開催された各国代表者

会議の席で披露した.今後更に諸賢の意見をうか

がいより良い企画案としたいと考えている.



化石 64 (1998). p.73-88 
73 

.-・ー・4・ー一-ー・ー‘ー._.ー・ー・4・ー・ー一一一一- -ー・ー・4・ー・_._._.__._._.-._.ー・4・ー._.

学会記事

日本古生物学会定例評議員会

(98-99年度，第 3 回)議事要録

平成 9 年 1 月 29 日(金) 13: 00-17 : 30 

出席者:池谷会長，鎮西，漬田，速水，平野，猪

郷，糸魚川，加瀬，北里，小泉，前田，

間嶋，森，小笠原，大野，大路，小津，

瀬戸口，棚部，富田，八尾

委任状:斎藤→森，小畠→鎮西，野田→小笠原

欠席:長谷川

書記:千葉，北村庶務幹事

く報告事項>

1. 常務委員会報告(北里)

庶務:①前回評議員会以降，平成 9 年 9 月 27 日，

12月 20日，平成10年 1 月 24日に東京大学理学部

地質学教室において 3 回の常務委員会を開催し，

通常業務を処理した.②日本学術会議第17期古

生物学研究連絡委員会委員として， 6 名(池谷

仙之，野田浩司，平野弘道，棚部一成，瀬戸口烈

司，小泉格)を，また地質研連委員として l

名(八尾 昭)をそれぞれ推薦した.③平成 9

年度科学研究費補助金研究成果公開促進費は

Paleontological Research 出版助成が採択され

た.シンポジウム「カキの生活と進化」は不採択

であった.④財団法人自然史科学研究所で預かっ

ていた古生物学会蔵書については，同研究所の移

転に伴い，新たな引受先を探すことになり，静岡

県が計画中の自然系博物館に寄託することとなっ

た.⑤評議員全員に Paleontological Research 

vol. 1, no. 1 の sample copy 各 5 部 (2 名には

10部)を配布し，宣伝を依頼した.⑥ The Isｭ

land Arc 編集委員会から editorial advisory 

board の見直しについて質問があり，速水格君

から現 Paleontological Research 編集委員長の

森啓君に変更した.渉外:①平成10年度定期

刊行物の助成申請を文部省に行った.② 7 月 11

日に行われた地質科学関連学会懇談会において，

平成10年度の科学研究費審査委員の地球科学二

段委員に l 位池谷仙之君， 2 位小泉 格君を推

薦した.また，層位古生物学一段委員の新規候補

者に l 位瀬戸口烈司君， 2 位小笠原憲四郎君を，

地球化学一段委員に大場忠道君をそれぞれ推薦し

た.③ドイツのフランクフルトで 9 月 3 日 -10

日に開催された 121世紀の古生物学を考える国

際会議 (Paleo 2 1) J に大路樹生君が参加した.

その会議内容は化石63号に報告された.④学会

の定期刊行物の報告書を 1 月 28 日に文部省に提

出した.会計:①146回例会(豊橋市立自然史博

物館)の参加者は235名で，収入は800，050円，

支出は103，835円であった.②学会の総収入に対

する支出が増え，赤字が年々拡大しているので，

何らかの対策を取る必要がある.行事:①10月

に九州大学で開催された地質学会において共催シ

ンポジウムを行った.②1998年年会・総会(神

奈川県立生命の星・地球博物館)， 147回例会

(北海道大学)を企画した. 1999年年会・総会

(東北大学)の公開講演(従来の普及講演)は斎

藤常正氏に依頼することとした.③平成10年度

科学研究費補助金「研究成果公開促進費」の申請

を行った.会員:①前回評議員会以降，入会33

名(圏内31，海外 2)，退会10名，海外講読会員

1 名があり， 3 名の会員が逝去された.②会員名

簿を印刷した.学会規則・規定・内規の一部を変

更した.国際交流: Paleontological Research 

との定期刊行物交換依頼について，現状の見直し

を行った.広報:①古生物学会ホームページ(案)

を作っている.② 8 月に早稲田大学会議場で開催

された「クリスマスレクチャー」に古生物学会を

代表して大野照文君が参加した.欧文誌: Paleo-
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ntological Research, vol. 1, no. 4 を発行した.

vol. 1, no. 2 からフロッピーデスクを用いて，

出版経費の節減につとめている.② vol. 2 から

表紙の色を変える.③ PR の vol. 1, no. 1 は宣
伝用に700部増刷した(研究機関向け460部，個

人宣伝用 200 部) . ④著作権協議会から

Paleontological Research 図版引用についての

許可申請に対応した.化石:①化石63号を発行

した.②新しい名簿用カードを入れた.③入会申

込書に入会希望年度を書き加えた.④化石の掲載

内容を見直し，総説的なものとして解説記事を掲

載した.特別号:①特別号の事務が九大から国立

科博に移った (Bibliography までは丸太が編集).

②文部省に38号の出版助成を申請した.③特別

号大判化にともない，表紙・文字種などの具体的

なデザインを検討している.④投稿規定を英文に

変更すべく検討している.友の会:①会員数は現

在240名である.②ニュートンに友の会入会の広

告と自然史科学研究所の研修会の報告を掲載した.

③友の会への入会方法を化石63号に掲載した.

2. 会員の入退会報告(平野)

前回評議員会以降， 31名の普通会員， 2 名の

海外会員および 2 名の英文誌講読 (T. Jellinek, 

A. L. Kafanov) の申し込みがあった.入会者は

武田純江，田口公員IJ，土居寿子，織田聖子，坂倉

範彦，鈴木雄太郎，河野隆重，砂川奈都，高橋亮

雄，デ哲沫，田中源吾，増田和彦，三好克幸，

宮脇誠，松本政哲，子安和弘，山内英明，徐

学東，有坂春彦，竹中直子，井原努，木村浩人，

L. Van Valen, F.J. Vega，掛川陽子，中野雄介，

植田和昭， M. Y. Warraich，家田健吾，成瀬

元，井川敏恵，酒井陽太，志賀健司. また， 10 

名の退会者(早風恵美子，中村耕二，中野純，

M.M.Mia，長谷川康雄，鴻巣麻子，小川賢之輔，

牧島邦夫，佐藤潤ー， )1 1辺鉄哉，ジャパンエナジ一

石油開発(栂探査部)， 3 名の逝去者(甲藤次郎

(特別会員)，鈴木陽雄，中村高次郎(特別会員))

があった.現在，総会員数は 1 ，056名(普通706

名，特別282名，名誉17名，賛助 9 名，海外42

名)である.

3. 賞の委員会報告(池谷・小笠原)

①評議員会において学会賞の選考を発議し，現
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会長と評議員中会長経験者 4 人からなる選考委

員会を発足させた.学会賞に速水格君を推薦し
た.②学術賞は松岡 篤(放散虫の層位学的・古
生態学的研究)，前回晴良(アンモナイトの分類

学的・古生態学的研究)の両君を推薦した.③論

文賞は小竹信宏(下部石炭系日頃市層産生痕化石
ズーフィコスの行動学的研究)，生形貴男(二枚

貝の共心円助の形成機構)の両君の論文を推薦し

た④受賞候補者には，常務委員会における賞の

委員会の報告の後で内定の旨を伝え，年会への出

席を依頼した.

4. 第三次長期計画委員会(小泉)

①科学研究費小委員会:特定研究を立ち上げる

ことを目指して，シンポジウム「復元の科学」を

企画している.②後継者育成問題小委員会:若手

研究者の自主的なシンポジウム，ショートコース，

巡検を支援する予定で準備を進めている.③普及

書出版小委員会:普及書を出版することにしてい

るが，原稿が集まっていない.④一般への普及，

博物館との連携委員会:友の会・国立科学博物館

との共催講演会および年会・例会時の普及講演会

を行っている.

5. 学術会議・研連報告(森・八尾・池谷・小笠

原)

第17期学術会議会員選挙:本会推薦の斎藤常正

君が会員に選出された.第17期古生物研連:①

17期研連は，委員長(池谷仙之)，幹事(小笠原

憲四郎・平野弘道)で進めることとした.委員は

次の通りである.斎藤常正(学術会議会員)，野

田浩司，瀬戸口烈司，棚部一成(以上古生物学会)，

小泉格(第四紀学会)，井本伸贋(地質学会)，

高橋正征(生態学会)，長谷川善和(動物分類学

会)，西田治文(植物分類学会)，②16期引継ぎ

事項(研連の見直し，地連協設立サイエンスミュー

ジアム，ナチュラルヒストリーミュージアム設立

構想，タイプ標本データベース構築， 17期委員

の構成について)を確認した.

第17期地質研連:古生物学会から八尾 昭君が

参加した.

6. 自然史学会連合報告(速水)

①1997年10月 25日に総会を行い，動物分類学

会公開促進費でシンポジウム「絶誠の生物学」を
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行った.②役員改選で連合代表に速水格君が留
任した.古生物学会内で・の幹事は加瀬友喜君が担
当することとした.③学術会議の中に自然史科学
のセクションを設けることを検討中である.④

「大学博物館と模式標本類の保全についての要請

案」を各大学宛に郵送した.その中で，タイプ標

本およびユニパーシティミュージアムの重要性を

喚起した.⑤新たに地衣類学会の参加を認めた

(参加学協会は33 となった).

7. 学校科目「地学」関連学会関連絡協議会報告

(平野・間嶋)

①学校教科書の問題点が指摘され，チェックし

ている.②「教育課程審議会 中閉まとめ」に対

する意見をまとめ，古生物学会名で、文部省に意見

書を提出した.

8. 地学関連学会関連連絡協議会報告(森・池谷)

これまでの経過説明と今後の見通しについて報

告があった.

9. 編集状況報告

欧文誌(森) :( Paleontological Research の

vol. 1. nos. 1-4 を出版した.論文数27，総ペー

ジ数320であった.現在手持ち原稿は33編である.

化石(棚部) :①化石62 ・ 63号を発行した.総ペー

ジ数135であった.現在，手持ち原稿は 8 編であ

る.特別号(冨田) :①37号 (Bibliography) を

出版した.現在， 38号の出版を準備している.

10. その他

ビブリオグラフィー:今後のビプリオグラフィー

のあり方を検討する必要があるとの意見が報告さ

れた. e-mail で原稿を送ってもらう， CD-ROM 

化するなどの改善案が出された.また，論文とし

てどこまで収録するか，論文タイトルの英語訳を

どうするか，研究と普及を分けて収録するか，と

いう問題が提起され，今後ワーキンググループで

議論することとした.

く審議事項〉

1. 特別会員の推薦の確認(平野)

特別会員に27名(末包鉄郎，宮田雄一郎，猪

間明俊，百原新，二階堂章信，平松力，佐々

木理，高井正成，本田信幸，児子修司，杉本幹

博，田口栄次，三枝春生，池原研，永井ひろ美，
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根本修行，新川公，瀧沢茂，門田真人，金子

一夫，佐藤陽一，佐々木隆，瀬戸浩二，小嶋

智，山口啓子，後藤仁敏，高安克己)が推薦され，
投票の後全員が承認された.

2. 学会賞・学術賞・論文賞の決定(池谷・小
笠原)

学会賞，学術賞，論文賞が下記のように決定し
た.

学会賞:速水格君

学術賞:前田晴良君「アンモナイトの分類学的・

古生態学的研究」

松岡 篤君「放散虫の層位学的・古生態

学的研究」

論文賞:生形貴男君 IMantle kinetics and forｭ

mation of commarginal shell sculpｭ

ture in BivalviaJ Paleontological Reｭ

search, vol. 1, no. 2. 

小竹信宏君 IEthological interpretaｭ

tion of the trace fossil Zooρhycos in the 

Hikoroichi Formation (Lower Carbonｭ

iferous) , southern Kitakami Mounｭ

tains, Northeast ]apan J Paleontoloｭ

gical Research, vol. 1, no. 1. 

3. 年会・例会の改革(間嶋)

日本古生物学会総会・年会，および例会の改革

案を検討し，年会・総会を 6 月末とし，例会は

年に 1 回とする案を作成した.改革案を 6 月ま

でに会員に配布し，意見を聞くことにした.

4. 1998年度以降の行事計画について(間嶋)

北海道大学で開催する 147回例会 (1998年 6

月 27 ・ 28日)のシンポジウムタイトルを 1998年

年会・総会のシンポジウムタイトルと同一にする

ことにした.第148回例会は兵庫県立人と自然の

博物館で開催することが承認された. 2000年年

会・総会は早稲田大学から開催の申し込みがあり，

その際にもたれるシンポジウム案が紹介された.

5. 特別号投稿規定の変更(冨田)

投稿規定を次回の評議委員会までに作成するこ

ととなった. 38号(野村律夫君の論文)につい

て検討し，その採用が承認された.

6. 決算報告，事業計画・予算案の承認(加瀬)

①加瀬委員より決算報告があり，承認された.



76 

なお，会計監査松川正樹君の監査を受けている旨

の報告があった.②1998年事業計画，予算案に

ついて説明がなされ，検討の後，それぞれ承認さ

れた.③学会の総収入に対する支出が増え，赤字

が年々増大しているので，何らかの対策をとる必

要がある.

7. 賞の委員会半数改選

1998 ・ 1999年度の賞の委員会委員として棚部

一成君と大路樹生君が選出された.

8. その他

①総会次第の獲認(北里)

1998年度総会次第の確認が行われ，承認され

た.今年度から総会の能率的な運営を計るために，

会務報告をあらかじめ出席者に配っておくことを

承認し，配布資料(案)を検討した.

1998年総会報告

平成10年 1 月 31 日， 11: 45-12 : 25，於神奈川

県立生命の星・地球博物館，参加者130名，内委

任状12名(定足数106名)

総会では平成 9 年 6 月評議員会(化石63号に

掲載)および上記平成 10年 1 月の評議員会の報

告・審議事項を中心として重要案件を報告し，す

べての議事が承認された.総会次第は以下の通り

である.

1.開会， ll. 会務報告， m. 学術会議・研連・

自然史学会連合報告， IV. 学会賞・学術賞・論文

賞授与(学会賞:速水格君，学術賞:前田晴良

君，松岡篤君，論文賞:生形貴男君，小竹信宏

君)， V. 1997年度決算報告，羽. 1998年事業計

画および予算案， Vll.閉会

日本古生物学会賞(横山賞)贈呈文

速水格殿

速水 格氏の研究は古生物学・地史学を軸にし

た多岐の分野に及ぶが，とくに軟体動物二枚貝類

を素材とした進化古生物学的研究において数多く

の優れた業績を挙げた.それらの業績は， 1) 

本邦中生代二枚貝類の系統分類学的研究， 2) 

集団を基礎とした古生物および現生生物の相対成

長，不連続変異，進化，および機能形態に関する

理論的・解析的・実験的研究，および 3) イタ
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ヤガイ類や海底洞窟産原始軟体動物群の自然史に

関する研究に大別される.いずれの研究も遺伝学，

分類学，生物地理学，生層序学，プレート・テク

トニクスなど広範な分野を導入し， 1970年以降

の古生物学および自然史科学の発展に大きく貢献

する革新的な概念と手法を提唱すると共に多大の

成果をもたらした.

1)の本邦中生代二枚貝類の系統分類学的研究

は小林貞一教授の指導の下，東京大学理学部地学

科を卒業 (1956) 後，同大学院修士課程で，本

邦ジュラ紀二枚貝類の研究に着手した時に始まる.

この研究は博士論文(1961)として総括された

が，その間，論文は日本古生物学会報告紀事など

に次々と公表された.この著名な一連の業績によ

り， 日本古生物学会学術奨励金(現学術賞)

(1962) を受賞した.このジュラ紀二枚貝類の研

究は，その後の本邦産前期白亜紀海生二枚貝類の

モノグラフの出版 (1965-66) に引き継がれた.

これらの研究は堅実かっ精細な分類手法に基づく

種分類を確立し，日本を含む東アジアの後期中生

代二枚貝動物群の系統進化や時空分布などを解明

したものであり，中生代軟体動物の研究に一つの

金字塔を打ち立てたといえる.

2) の集団を単位とした古生物の分類や進化の

研究(集団古生物学)は 1960年代後半に欧米で

開始され，その後の断続平衡説に大きく貢献し，

今日の進化古生物学の発展を導いた.速水氏はこ

のような集団に基づくアフ。ローチをいち早く導入

し，相対成長の理論(1970) ， ヒヨク貝の不連続

変異の解析(1973)，化石帯の進化学的モデル

(1 975)，進化におけるサイズ変化の割合と様式

(1 978) などの革新的な論文を次々と国際誌に発

表した.また，二枚貝類の斜彫刻の理論形態

(1 986)，前期鮮新世二枚貝タカハシホタテの機

能形態(1988)，イタヤガイ類の遊泳に関する流

体力学的実験(1991)など，形態形成や機能形

態の分野でも，きわめて独創的な研究を推進した.

これらの成果は内外の専門誌・教科書に広く引用

され，その後の我が国の進化古生物学の発展の礎

を築いた.同時に，若手研究者に研究の支住を与

え，創造的研究を進めることの意義を強く認識さ

せた.
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1970年代後半から開始された 3) の生物進化

を総合的に解析する自然史科学的手法は形態，化

石記録，生態，発生，遺伝，生殖，生物地理など

多くの情報に基づくもので，多くの優れた研究成

果を挙げつつある.とくに， ヒヨク貝の進化学的

研究の総括(1984) や海底洞窟産原始的二枚貝

類のモノグラフ(1993) は国際的に高く評価さ

れている.南太平洋の海底調窟に見出された原始

的生物群の自然史科学的調査・研究は現在も継続

されており，今後の新しい成果が期待される.こ

のような，原著論文のほかにも，古生物の分類と

理論，生物統計学の方法と実際，進化生物学の基

礎的概念などについて数多くの解説，評論，教科

書を著した.これらの著作は，進化古生物学の普

及，とりわけ若手研究者への啓発を促し，門下生

を含めてこれまでに多くの優れた研究者を育成さ

れた.

学会活動においては， 日本古生物学会評議員

(1969-) ，常務委員 (1975-) ，会長(1989-

1991)として会務に献身され，学会の発展に貢

献された.また，第29回万園地質学会議(1992，

京都)では，顧問委員会委員およびシンポジウム

コンビーナーとして組織運営にあたられ，会議の

成功を導いた.学会外での活動においても，日本

学術会議古生物学研究連絡委員(1976-1995) , 

同委員長(1991-1995) として，各研究機関収

蔵の模式標本の保全に関する総合研究の遂行や自

然史関連学協会の連携に尽力された.さらに，自

然史学会連合の設立(1995年に発足)に主導的

役割を果たし，現在も同連合代表として我が国の

自然、史科学の振興に大きな貢献をされている.

以上の研究業績で明らかなように，速水格氏

のこれまでの研究活動とその成果，学会への影響

力は群を抜いている.また欧米の主要な古生物学

関連国際誌 Paleobiology (1988-90) , Historical 

Biology (1 988-) , Palaeontology (1 984-) の編

集委員， 国際古生物学協会の国内代表委員

(1989-1992) を歴任していることからもわかる

ように，研究業績は世界的に高く評価され，指導

的な地位にあるといえる.

日本古生物学会は，国際的に高く評価される数

多くの研究業績を挙げ，我が国の古生物学の水準
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を著しく高めるのに貢献するとともに，我が国の

自然史科学の振興に残した速水 格氏の多大な功

績をたたえ，ここに学会賞を贈呈して感謝の意を

表します. 1998年 1 月 30 日 日本古生物学会

1997年度日本古生物学会論文賞

生形貴男君: Mantle kinetics and formation of 

commarginal shell sculpture in Bivalvia. 

Paleontological Research, vol. 1, no. 2, pp. 

132-143 (1997). 

生物の形や成長の規則性を数理的に記述し，形

態形成を支配する物理的要因を明らかにしようと

する試みは古くは Moseley (1838) や

Thompson (1 917) に遡るが，それを体系化し

て生物の成長を支配する幾何学的要素や制約条件

を探ることを目指す理論形態学を確立したのは

Raup (1 962, 1966) である. しかし， Raup 以

降行われた理論形態学的研究の多くは，生物の巨

視的形態の幾何学の記述とそれを支配する機能的・

生態的要素との関係の解析に主眼が置かれ，微視

的レベルでの形態形成との関連性についてはあま

り注意が払われてこなかった.

軟体動物の殻は付加成長により形成されるため，

その構造・形態は，殻皮の分泌・結晶の成長・外

套膜の成長・外套膜の変形といった要素の相互作

用の結果，構築されると考えられる.このような

特徴を踏まえて，生形貴男君は本論文で，二枚貝

類の殻表面に発達する共心円状貝殻彫刻の形成機

構に関して解析を試みた.まず多数の現生・化石

種について，殻の成長軸方向の切片を作成し，成

長線の付加様式と共心円状貝殻彫刻との関係を顕

微鏡下で観察した.その結果，二枚貝類の殻体内

部にみられる成長線の付加様式は，貝殻彫刻パター

ンと無関係に成長を通じて一定の形状を保ちなが

ら相互に平行に重なるタイプ (regular type) と，

貝殻彫刻の雛に沿って微細成長線の付加パターン

が波打つタイプ (undulated type) の 2 つに大

別できることを示した.さらに，貝殻表面彫刻の

形成要因として，外套膜の伸縮・外套膜の成長率

の変化・炭酸カルシウムの沈着率の変化の 3 つ

のパラメータを想定し，局所的には外套膜の運動

の軌跡が一定のプロフィールに保たれるという仮
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定の下で，それぞれの場合について，コンビュー

ターシミュレーションを試みた.そして，シミュ

レーションにより得られた微細成長線と貝殻表面

彫刻の幾何学的パターンを，実際の標本の観察結
果と比較検討した.その結果， regular type に

ついては，外套膜の長さを周期的に伸縮させた場

合のシミュレーションの結果が，最もよく実際の

標本にみられる幾何学的パターンを再現すること

を明らかにした.一方， undulated type につい

ては，上記の仮定では計算機上でうまく再現でき

なかったものの，その共心円状員殻彫刻は外套膜

の膨張と屈曲により形成される可能性を示唆した.

このように生形貴男君の論文は，二枚貝類とい

う適した素材をもとに，殻の微視的構造と巨視的

な形態との関係を，多数の標本の詳細な形態解析

とコンピューターシミュレーションを併用して考

究し，それらのパターン形成について信頼性の高

いモデルを提唱するとともに，理論形態学と形態

構築論に関して新たな領域を開拓することに成功

した.日本古生物学会は生形貴男君の努力と成果

を高く評価し，ここに論文賞を贈り，今後の一層

の発展を期待する.

1997年度日本古生物学会論文賞

小竹信宏君: Ethological interpretation of the 

trace fossil Zoophycos in the Hikoroichi Formaｭ

tion (Lower Carboniferous) , southern Kitaｭ

kami Mountains, Northeast Japan. Paleonｭ

tological Research, vol. 1, no. 1, pp. 15 -28 

(1997) 

ズーフィコス (Zoophycos) は古生代から新生

代にかけて知られる代表的生痕化石の一つで・ある.

小竹信宏君は，南部北上山地の下部石炭系日頃市

層から，わが国の古生界では初めてのズーフィコ

ス化石を発見し，詳細な野外観察と室内研究によっ

て，その詳細を明らかにした.

まず，野外における観察から，日頃市層産ズー

フィコスは， らせん状のスプライト構造をもち，

その形態は同年代の北米下部石炭系産のズーフィ

コスよりも，第三系の深海堆積物中から報告され

ているズーフィコスときわめて類似することを示

した.さらに X線分析と薄片の観察によって，
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スプライトを充填する堆積物は，その形成動物が

海底面上のデトリタスを摂食し，海底面下の堆積

物中に排出したものであることを明らかにした.

このようなズーフィコス形成者の摂食・排世様

式に関する行動のスタイルは少なくとも前期石炭

紀には存在し，以後第三紀までの長い期間にわたっ

て変化していない可能性を指摘した.

この結論は，単に日頃市層産ズーフィコスの観

察のとどまらず，北米の石炭系産並びに房総半島

他の第三系産のズーフィコスとの詳細な比較研究

に基づいている.

本研究は，日頃市層の堆積環境並びに同層産動

物化石群の生態学研究に新たな知見をもたらした

点で評価されるが，それにも増して，生痕化石の

内部充填堆積物を以上のような観点や手法で詳細

に解析した例はきわめて少なく，この点において

本論文は今後の生痕化石の研究に大きな示唆を与

えるものである.

本論文は，小竹信宏君のこれまで Lethaia や

Palaios に公表した一連のズーフィコス研究の一

環であり，小竹君自身が提唱したズーフィコスの

起源に関する新たなモデルを補強するものである.

日本古生物学会は同君の努力と成果を高く評価し，

ここに論文賞を贈り今後の一層の発展を期待する.

1997年度日本古生物学会学術賞

前田晴良君:アンモナイトの分類学的・古生態学

的研究

前田晴良君のアンモナイトの古生態学的研究は，

1986年の北海道美唄地域の上部白亜系の堆積相

と化石群集の調査・解析に始まった.当初の研究

からアンモナイト類を中心に，詳細な堆積相解析

に基づく動物化石群集の古生態研究に取り組み，

北海道の白亜系以外にも，高知県佐川盆地東縁の

三畳紀アンモナイト類や物部地域の白亜系貝類群

集，徳島県勝浦盆地の下部白E系の研究などを公

表し，次々と新しい知見を加えていった. 1987 

年には，北海道達布地域の蝦夷層群を対象に，詳

細な観察に基づきアンモナイトの遺骸の運搬と続

成作用の問題を論じ，アンモナイト殻内を堆積物

が不均一に埋積するために生じる差別的な化石化

メカニズムを考察した.またここで，アンモナイ
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ト類殻体の死後の挙動が，密度的に流木片と類似
した挙動をしたことを，多くの詳細な観察から明

確にした.このような研究は従来見過ごされるこ
とが多く，同君の研究により貴重な化石化過程の

諸情報を明確な形で提示することが可能になった.
前田君のアンモナイトの化石化のメカニズムにつ

いての研究は，独創的な仮説を野外・室内での徹

底した産状観察で確かめるという，他に追随を許

さないものである. これらの研究は 1989年には

淡路島南東部の和泉層群の泥岩相と化石動物群の

関係についての考察， 1991年の sheltered presｭ

ervation の提唱へと実を結んでいる. また同君

は，詳細な堆積相観察を実施することにより，本

邦白亜系に海外で論じられている海洋無酸素事変

に比較しうる証拠があることも早くから指摘して

きた. 1996年には，アンモナイトのタフォノミー

研究をザイラッハ一博士と共著で総括し，この分

野の発展に大きく貢献した.

さらに前田君は， 1993年には，従来プゾシア

科とコスマチケラス科の 2 属 4 種に分類されて

きた白亜紀後期アンモナイトについて，既存種模

式標本を含む集団標本に基づき個体発生と形態変

異を詳細に解析した.その結果，それらが同一種

の性的二型であり ， Yokoyamaoceras ishikawai 

として一括再定義できることを明らかにした.こ

のように，前田君のアンモナイトの分類学的・古

生態学的研究は，鋭い洞察力に裏打ちされた野外

での詳細な化石の産状・保存の観察と集団を基礎

とした採集標本の分類学的検討に基づいて行われ

ており，その業績は国際的に高く評価されている.

日本古生物学会は，ここに同君の努力と成果を

高く評価し，学術賞を贈って，今後の一層の発展

を期待する.

1997年度日本古生物学会学術賞

松岡 篤君:放散虫の層位学的・古生態学的研究

日本列島の主軸部は主として中生代付加体から

なることが， 1970年代末以降のプレートテクト

ニクスを踏まえた地質学的研究によって一般的認

識となった.放散虫化石層位学は， これら付加体

の実態がメランジュとスラストパイル構造で代表

されることや，原岩層序として海洋プレート層序
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が復元できることを明らかにし，堆積年代・付加
年代に関して広域的に大量のデータを出すなど，
重要な役割を果たした.松岡 篤君はこのような

変動帯研究の流れの中で，初期段階から中生界の

放散虫化石の研究を精力的に進め，日本及び西太
平洋域のジュラ系一下部白亜系の放散虫層位学分

野で多大な成果をあげた.その成果は日本列島域

の中生代地質構造発達史の大幅な書き換えにつな

がった.

松岡君の研究は， 1980年代前半に取り組んだ

秩父累帯中・南帯，四国佐川地域における中生界

の地質学的・放散虫層位学的研究が基礎となって

いる.この研究では放散虫化石の分類・記載・系

統復元などの古生物学的検討を基本にして， ジュ

ラ系中・上部に一般的に適用されてきた群集帯と

は別に新たに間隔帯を設定し，対比の精度を向上

させた. 1980年代後半以降は，研究対象地域を

日本列島全域，西太平洋域まで広げ， 1995年に

はそれまでの研究成果をまとめてジュラ系一下部

白亜系放散虫化石帯を確定した.さらに，その成

果を環太平洋域およびヨーロッパのジュラ系一下

部白亜系と比較して対比を行うとともに，特定の

分類群に着目して古生物地理学的検討をも進めて

いる.

松岡君の研究はこのような層位学的研究にとど

まらない.彼は，放散虫を過去の海洋環境の指標

生物とすることを目指して， 1991年より現世放

散虫の飼育実験を開始した.実験は ， Dictyo・

coηme truncatum CEhrenberg) を飼育し，温度・

塩分に対する耐性を調べるとともに，殻の成長過

程を詳細に観察し，成長速度を測定した.さらに，

放散虫細胞に共生する生物について記載した.生

体の D. truncatum は， アクソフラジェルムと呼

ばれる鞭状の軟体部を殻の外に出して水中を浮遊

しており，平板状殻の中央部の片側に空いている

丸い穴がアクソフラジェルムの通過孔であること

を確かめた.その結果，アクソフラジェルムの通

過孔の位置を調べることにより，放散虫が浮遊し

ているときの邑息姿勢を復元することが可能となっ

た.また，温度耐性や異なった温度条件での殻の

成長速度を測定することを通じて放散虫の地理的

な分布の制限要因について具体的なイメージを与
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えた.このように，放散虫の生態学的な研究を通

じて，従来不明であった放散虫の機能形態や生物

地理を議論できることを示した成果は大きい.

このように，松岡 篤君は中生代の放散虫生層

序を確立し，複雑に変形した日本の中生代付加体

の構造発達史を議論できる基礎を確立した.また，
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飼育観察を通じて，放散虫の生態や機能形態を議

論し，放散虫研究に新しい見方を導入した.よっ

て，日本古生物学会は，同君のこれまでの貢献と

努力を高く評価し，学術賞を贈って今後の一層の

発展を期待する.
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1997年度一般会計決算および1998年度一般会計予算

収入の部

科目 予算額 決算額 1998年予算額
前年度繰越金 1,255,448 1,255,448 2,1 41 ,699 
学会基金 1,600,000 1,000,000 。

会費収入 8,1 00,000 7,999,900 8,023,000 
普通会員 4,500,000 4,514,000 4,528,000 
特別会員 2,355,000 2,415,500 2,500,000 
賛助会員 345,000 255,000 345,000 
外国会員 150,000 302,400 150,000 
友の会会員 750,000 513,000 500,000 
会誌等売上 800,000 910,286 800,000 
報告紀事刊行助成金 1,420,000 1,460,000 1,460,000 
広告料(化石) 360,000 435,000 435,000 
国際交流基金 300,000 。 300,000 
醸金 100,000 30,000 100,000 
利息 8,000 13,696 10,000 
年会例会参加費 1,200,000 1,500,500 1,200,000 
報告紀事著者負担金 。 。 186,400 
雑収入 80,000 167,969 180,000 

計 15,223,448 14,772,799 14,836,099 

支出の部

科目 予算額 決算額 1998年予算額

会誌発行費 7,000,000 6,468,075 6,600,000 
会誌送料 700,000 667,305 700,000 
通信・運搬費 1,000,000 686,559 700,000 
諸印刷費 1,330,000 1,362,133 700,000 
業務委託費 1,800,000 1,806,408 2,1 00,000 
研究委員会等助成費 300,000 。 300,000 
国際交流補助費 300,000 。 300,000 
雑費 2,332,000 1,640,620 2,988,000 
振替手数料 40,000 23,109 25,000 
庶務事務費 70,000 76,791 80.000 

編集費 200,000 。 600,000 
謝金 450,000 150,000 200,000 
年会例会会場費 500,000 350,000 400,000 
IPA 会費 22,000 31 ,270 33,000 
賞関係費 350,000 303,090 950,000 
消耗品費 100,000 110,602 100,000 
学会図書整備費 100,000 150,000 100,000 
その他 500,000 445,758 500,000 

予備費 461 ,448 。 448,099 
次年度繰越金 。 2,141 ,699 。

百十 15,223,448 14,772,799 14,836,099 

学会基金(定額貯金5，000，000)
研究委員会等助成基金 0 ，930，000) 
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1997年度特別号会計決算および1998年度特別号予算

収入の部

科目

前年度繰越金
特別号売上
利息
刊行助成金

合計

1)特別号 NO.37助成金申請額
2) 特別号 No. 38助成金申請額

支出の部

科目

謝金
販売促進費
事務雑費
送金・振替手数料
送料
Bibliography 原稿作成費

特別号印刷費
予備費
繰越金

合計

1) 特別号 No.37印刷費
2) 特別号 NO.38印刷費見積額

予算額

1,709,600 
1,000,000 

15,000 
577,000'>

3,301,600 

予算額

40,000 
20,000 
30,000 

。

。

60,000 
726,871 

2,424,729 
。

3,301 ,600 

会員の入・退会等の受付(1998年 5 月 8 日常務委

員会提出分)

。入会:普通会員 14名(千代田厚史，戸田健太

郎，岩岡洋，金光男，茨木洋介，横山泰造，

石村豊穂，和田弘人，封比地孝B，伊藤知佳，関

口智寛，高橋正道，山田 桂，藤川将之)，およ

び退会11名(実崎悟郎，花沢晃昭，管野 弘，

斎藤実篤，田川正之， Dvydov, Vladimir 1.，佐藤

由香(以上普通会員)，橋本勇，松永孝，徳

永重元(以上特別会員)， (財)石の博物館奇石博

物館(賛助会員))を受け付けた. また逝去会員

1 名(小関攻)があった.

。会員資格変更:普通会員(海外)から英文誌購

読者への変更 3 名 (Danner，Wilbert R., King 

Charles Scott, Waldmann Georg) ，普通会員か

決算額 1998年予算額

1,709,600 2,586,919 
1,566,660 1,000,000 

3,645 5,000 
。 612,0002) 

3,279,905 4,203,919 

決算額 1998年予算額

。 40,000 
。 20,000 
。 30,000 

1,470 1,500 
48,391 30,000 

。 60,000 
643,1251) 761 ,2502) 

。 3,261 ,169 
2,586,919 。

3,279,905 4,203,919 

ら特別会員への資格変更23名(末包鉄郎，猪間

明俊，百原新，二階堂章信，平松力，佐々木

理，高井正成，本田信幸，杉本幹博，田口英次，

三枝春生，池原研，永井ひろ実，根本修行，新

川公，滝沢茂，門田真人，金子一夫，瀬戸浩

二，小嶋智，山口啓子，後藤仁敏，高安克己)

を確認した.なお，宮田雄一郎，児子修司，佐藤

陽一，佐々木 隆君からは普通会員から特別会員

への資格変更辞退の申し出があり，これを認めた.

1998年 4 月 25 日現在の会員は，普通会員687

名，特別会員301名，名誉会員17名，賛助会員 8

名，海外会員38名の計1 ，051名で， 1998年 1 月 29

日の評議員会開催時の会員数と比べ 7 名減であ

る(英文誌購読者は 6 名で前回に比べ 4 名増).
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行事予定

。1999年年会・総会は1999年 1 月 29 日(金)-31

日(日)に，東北大学理学部で開催します.一般講
演の申し込み締め切りは12月 3 日です.

。第148回例会は 1999年 6 月下旬に兵庫県立人

と自然の博物館で開催が予定されています. シン

ポジウム・夜間小集会などを企画されている方は，

1998年12月末固までにその概要を行事係までお

知らせ下さい.

学会講演，シンポジウム等の申込先:干240-

0067 横浜市保土ヶ谷区常磐台79-2横浜国立大

学教育人間科学部自然環境講座 TEL: 045-339 

-3349 (直通)， FAX: 045-339-3264 (事務室)

間嶋隆一(日本古生物学会行事係) e-mail. 

majima@ed.ynu.ac.jp 

1998年地球化学研究協会学術賞「三宅賞」の受賞

候補者および研究助成候補者の推薦依頼について

地球化学研究協会より「三宅賞」および研究助

成候補者の推薦依頼が来ております. I三宅賞」

として推薦したい候補者をお持ちの方，あるいは

地球化学研究協会から研究助成を受けたいとお考

えの方は，古生物学会庶務(北里)までご連絡下

さい.検討の上，学会として推薦いたします.ま

た，内容の詳細をお知りになりたい方も庶務まで

ご連絡下さい.なお，推薦の締め切りは 8 月 31

日となっておりますので，できるだけ早く連絡を

いただけますと幸いです.

庶務:北里洋 (TEL: 054-238-4793 , FAX: 

054-238-0491 , e-mail.palsoc@sci.shizuoka.ac担)

古生物学会ホームページについて

京都大学総合博物館移動のためしばらくネット

ワークから隔離された状態が続きましたが，

1998年 4 月 18日以降ネットがつながったので本

格的に学会のホームページを開設する予定です.

アドレスは http:!j www.museum.kyoto-u.ac.jp 

jpalsoc.html です.当面，サーパーは京都大学

総合博物館に置きますが，ファイルの量が大きく

なった場合は，学術情報センターに委託すること

も考えています. ホームページの内容は， 1)古

生物学会の入会方法， 2)古生物学会の会則， 3) 
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古生物学会の雑誌と投稿規定， 4)古生物学会の

行事予定， 5)古生物学・自然史科学に関するト
ピックスやニュース， 6)友の会関係の情報， な

と‘を中心に，ホームページ利用者からの声，学会

誌からの抜粋(写真を含む)も掲載する予定です.

会員に対する各種の情報はこれまで，年 2 回発

行の「化石」に依存してきましたが，ホームペー

ジの開設により，より迅速に最新のa情報を皆様に

お届けできると考えています.現在， home page 

だけが閲覧可能ですが，順次充実していきますの

で，情報をお寄せ下さい.詳細は，次号の「化石」

でお知らせしますが，不明な点は広報係の大野照

文(干606-8501 京都市左京区吉田本町，京都

大学総合博物館， TEL: 075-753-3280, F AX : 

075・753・3276，e-mail. ohno@inet.museum.kyotoｭ

u.ac.jp) にお問い合わせください.

日本古生物学会「化石友の会」の皆さま方に

① 3 月末の春季研修(東アジアのジュラ紀~

白亜紀前期植物を対象)は定員を越える盛況で

した.とくに今回は，模型・ジオラマ製造業の

方がた，博物館学芸員の方がたの参加がありま

した.夏季野外研修は， 8 月 2 日 -5 日 (3

泊 4 日)にわたり，北部フォッサマグナ地域

ほかで実施します.また土曜自然皮科学研修は，

9 月から実施します.以上についてのお問い合

わせは下記におねがいいたします.

干 171-0033 東京都豊島区高田3-14-24

側)自然、史科学研究所

② 会員の皆さまの一部の方から，古植物の分類，

系統，細胞組織などについて記した適当な出版

物の紹介が希望されています.

下記の出版物は，現在も入手が可能ですので，

必要な方は書店にお申し込み下さい.

Meyen, S. V. (1987): Fundamentals of 

Palaeobotany. 432 pp. Chapman and Hall, 

London and New York. (ISBN 0・412・

271109) 

Taylor, T. N. and Taylor, E. L. (1993): The 

Biology and Evolution of Fossil Plants. 

982 pp. Prentice Hall, New Jersey. (ISBN 0・

5651589-4) 
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Steward, W. N. and Rothwell, G. W. (1 993, 

sec. ed.): Paleobotany and the evolution of 

plants. 521 pp. Cambridge University 

Press. (ISBN 0・521・38294・7)

Li, x. x. (editor in chief) (1995) : Fossil floｭ
ras of China through the geological ages. 

(English edition) 695 pp., 144pls. Guangｭ

dong Science and Technology Press, 

Guangzhou. (ISBN 7・5359-1537-X/Q14) 

Tidwell, W. D. (1 998, sec. ed.) : Common fosｭ
sil plants of western North Am'erica. 299 

pp. Smithsonian Institution Press, Washｭ
ington and London. (ISBN 1 ・56098・783・9)

以上，価格，為替の変動が大きいため正確には

記せませんが，およそ 20，000円 -30，000円の間

とご承知おき下さい.

国際シンポジウムのお知らせ

題目: The Ryukyu Islands: the arena of 

adaptive radiation and extinction of island 

fauna (琉球列島(南西諸島)一島唄型動物相

の適応放散と絶滅の舞台一)

開催日:平成10年11月 58休)一 7 日出

会場:鹿児島大学稲盛会館

主催:鹿児島大学

後 援:日本地質学会，日本第四紀学会，日本古

生物学会， 日本晴乳類学会

日程 :11月 5 日休~ :受付(午後 1: 00-5: 00) 

(受付は 6 日朝でも可)

6 日幽:シンポジウム(稲盛会館)，夕

方懇親会予定

7 日出:シンポジウム(稲盛会館)

くPost-symposium Excursion> 

8 日(日) :鹿児島(朝)→沖縄，巡検

(那覇泊)希望者のみ

9 日伺) :鹿児島(朝)→沖縄，巡検

(翌日覇泊)希望者のみ

シンポジウムの目的

琉球列島，東南アジアや地中海の島々には，新

生代の第四紀更新世前期の低海水準期に，陸橋を

経由して大陸から渡来し，島幌への隔離後，適応

放散し，更新世末期に絶滅した陸棲脊椎動物の多
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くの化石種を産出するほか，現生の固有種が多数
生息しており， I種分化の自然の実験室」と言わ

れている.とりわけ琉球列島や地中海の島々にお
けるシカ類やカメ類化石はその代表的なもので，

この中には，種々の島唄環境に適応した，いくつ

かのモルフォタイプが識別できるが，それらはそ

の様式において平行進化を示し，それぞれが約 l

万年前に一斉絶滅に至っている.このシンポジウ

ムでは，1)琉球列島の化石陸棲晴乳類の適応放

散・絶誠の，様式と要因について，地中海や東南

アジアの事例と比較することによって，気候や地

理的変化等の島艇の自然環境変化による影響，お

よび人類の移住によるインパクトといった側面か

ら考察するとともに， 2)絶滅を免れたその他の

多くの脊椎動物の遺存種が，現在，島唄において

どのように固有種化しているか，また，それらの

保護はどうあるべきか，等を討論し，研績を積む

ことを目的としている.

・問い合わせ先・申し込み先:

干890-0065 鹿児島市郡元ト21-35 鹿児島大

学理学部地球環境科学教室大塚裕之

TEL: 099-285-8139 FAX: 099-259-4720 

e-mail: otsuka@sci.Kagoshima-u.ac.jp 

.シンポジウム参加申込み締切り:平成10年 9

月 31 日(7月 30 日までに申込みの方には， 8 

月初旬に second circular を発送します).

・巡検参加申込み締切り:平成 10年 7 月 30 日

(人数制限あり).

.セッションと招待講演者

1. 琉球列島の古地理

木村政昭(琉球大学)

2. 琉球列島の現生陸棲脊椎動物の適応放散

鈴木仁(北海道大学)，玉手英利(石巻専

修大学)，本川雅治(京都大学)，太田英利

(琉球大学)，伊沢雅子(琉球大学)

3. 陸棲脊椎動物化石相の適応放散と絶滅

a) 琉球列島

野原朝秀(琉球大学)，大城逸郎(北谷高

校)，大塚裕之(鹿児島大学)

b) 琉球列島以外の島唄域

John de Vos (National Museum of Natural 

History, Leiden, Netherlands) 
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Ross D. E. Macphee (Department of 

Mammalogy, American Museum of 

Natural History, U. S. A.) 

Fachrael Aziz (Geological Research Develｭ

opment Center, Bandung, Indonesia) 

Joseph A. Alcover CInstitut Mediterrani 

d'Estudis Avancats (CSIC) , Barears, 

Spain) 

4. 島唄環境と人類の移住

Paul Sondaar (University Museum of 

Utrecht, Netherlands) 

馬場悠男(国立科学博物館)

パイカル湖研究に関する国際シンポジウムのお知

らせ

パイカル湖の国際研究組織である BICER (パ

イカル国際生態学研究センター)， BDP (パイカ

ル湖掘削計画)および DIWPA (生物多様性国際

共同研究計画西太平洋・アジア)の合同国際シン

ポジウムが，本年11 月， 日本で開催される.

動物・植物相に豊富な固有種を有するパイカル

湖地域は生物進化学的研究にも重要なフィールド

であり，地質学的にはいわゆるパイカルリフトと

して形成されて，その湖底には漸新世以後の地層

が堆積していると考えられている. これらの堆積

物は，地球規模の長期間の気候変動や環境変化を

記録していることから，湖底掘削コア試料を基に

した研究は上記の記録を解読するためにきわめて

良好な資料を提供するであろう.パイカル湖研究

の国際的な研究組織 IBICERJ の 10年目にあた

る今年，国際シンポジウムが開催されることは，

パイカル湖研究の最新の研究成果がまとまりつつ

あることを示すとともに，日本での開催は日本の

パイカル湖研究を世界に問うものでもある.

シンポジウムにはロシアをはじめ，アメリカ，

ドイツ，イギリス，スイスなどパイカル湖の研究

に第一線で取り組んでいる生物，化学，地質学な

ど広い分野にわたって多数の研究者が集う予定で

あり， 日本の研究者の積極的な参加が期待される.

日程と会場:サテライトシンポジウム

1998年 11月 3 日豊橋自然史博物館
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シンポジウム

1998年 11 月 5 日 -8 日横浜市

パシフィコ横浜(プレシンポ， ワー

クショップを含む)

なお， 9 日 -10 日には， ポストシンポジウム

が予定されている分野もある.

シンポジウムのテーマ:

Lake Baikal, a mirror in time and space for unｭ
derstanding global change processes. 

メインセッション:

1) Paleoenvironment and Rift Basin His. 

tory 

2) Evolution and Biodiversity 

3) Physicochemical Limnology 

各セッションでは，キーノートスピーカーが最

新のa情報について発表し，その他にオーラルとポ

スターによる研究発表が行われる.

シンポジウムは公開であり，組織委員会では日

本 BICER の会員・非会員を問わず多数の参加を

期待している.なお，参加についての詳しいこと

は箕浦幸治組織委員長(東北大学理学部地質学・

古生物学教室， TEL; 022-217-6617 , FAX ; 

022-217-6634, Email; minoura@dges.tohoku. 
ac.jp) に問い合わせるか， インターネットでパ

イカル国際シンポジウムのホームページくhttp;

/ /w-baikal.nies.ko.jp/>によっても詳しい情報

が得られる.

自然史連合運営委員会報告

日時:平成10年 4 月 3 日

場所:国立科学博物館分館

参加者..速水，馬場，松浦，田中，西田，山口，

上島，斎藤，遠藤，加瀬

議題

役員選出:庶務:遠藤(日本晴乳類学会)，会計:

田中(日本藻類学会)，企画:西田(日本植物分

類学会)，将来計画:上島(日本貝類学会)

シンポジウム:平成10年10月 24 日(土曜日) -

11 月 7 日(土曜日)の間の土曜日に開催する.

会場は中央大学または国立科学博物館分館.本シ

ンポジウムは国立科学博物館の後援とし，科博ニュー
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スに案内を掲載して宣伝する.シンポジウムのタ

イトルは「干潟」で，演者は 5-6 名. シンポ

ジウムの内容はニュートンなどの一般紙に掲載あ

るいは新書本の出版をできるようにする.シンポ

ジウムの企画は山口，西田，上島があたる.

その他:タイプ標本の保全，主として高校生を対

象とした自然、史学関連の大学および研究室案内の

出版計画について意見の交換が行われた.また，

各学会の自然史研究活動の断記事を各学会のニュー

スレター等に掲載する案が出されたが，各学会に

よって出版事情が異なることもあり，とりあえず

各学会の紹介記事(印刷ページで1/2-1 ページ

くらい)を作成し，本部に集めることとなった.

科研費配分委員の選出について: 6 月中に文部

省から科研費配分委員の候補者の決定依頼がくる.

各学会は 7 月の会議に候補者を持ちより，候補

者12名を決定する.現在配分委員を出している
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学会は，候補者を出せない.古生物学会は前回推
薦した候補者が配分委員にならなかったので，今

回は候補者を出せる可能性がある. 2 名の候補
者を出す必要がある. 7 月の会議までに候補者 2

名を推薦する予定.

「お詫びと訂正」

「化石J 63号掲載の近藤康生・鎮西清高・増

田富士雄・前田晴良「シンポジウム特集堆積サイ

クル・古環境・古生態一趣旨と経過報告J (p.23・

31)につき，編集部の校正ミスにより以下のよ

うな誤りが生じてしまいました.読者の皆様には

修正していただきますようお願い申し上げます.

訂正箇所 p.29，左側下から 7 行目 誤「・海進海

退というより，長期的な環境変化」→正「海進海

退という，より長期的な環境変化」

別刷についてのお知らせ

化石編集部では，著者が投稿のさいに投稿原稿整理カードに記入された別刷希望部数を印刷会社へ申し送り，印
刷会社から直接著者へ別刷が送られるような仕組みにしております. したがって，別刷の仕上がりや別刷代金の請
求に関しては，編集部としては関与しておりません.これらの点でご不審の点が生じた場合には下記に直接ご連絡
ください.

0別刷代金は次の式で算定されます:

(PX 10+60) XN 

P: 本文の頁数

N: 別刷の部数

0表紙付を希望される場合には，このほかに表紙印刷費としまして5，000円申受けますので，あらかじめ御了承下

さい.

〒 176-0012 東京都練馬区豊玉北 2-13-1

撃術図書印刷株式含社 TEL 03-3991-3754 
FAX 03-3948-3762 

平成 8 年 4 月改正
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1997年度(平成 9 年度)受け入れ交換・寄贈出版物およひ・定期刊行物目録

圏外の出版物・定期刊行物
日本古生物学会図書室 c/o 樹)自然史科学研究所

Australia: 

Records of the South Australiao Museum, vol. 29, pt. 2 (1997) , vol. 30, pt. 1 (1997). 

Memoirs of the Queeoslaod Museum, vol. 41 , pt. 2 (1997). 

Memoirs of the Museum of Victoria, vol. 56, oos. 1-2 (1997). 
Austria: 

Aooaleo des oaturhistoricheo Museums io Wieo, 00. 98A (1 996) , 00. 99B (1997). 
Belgique: 

Bulletio de l'Iostitut Royal des Scieoces, Naturelles de Belgique. Scieoces de la Terre, vol. 66 
(1996) , vol. 67 (1997). 

Caoada: 

Geological Survey of Caoada Bulletio, oos. 422, 428, 510, 513 (1997). 

Chioa, P.R.: 

Acta Geologica Sioica, vol. 71 , oos. 2-3 (1997). 

Palaeootologia Sioica, 00. 186 (1997). 
Vertebrata Palasiatica, vol. 34, 00. 4 (1996) , vol. 35, oos. 1-2 (1997). 

Czech: 

Acta Mus. Moraviae, Sci. oat., vol. 81 (1996). 
Fraoce: 

Documeots des Labotoires de G駮logie Lyoo, oos. 143-146 (1997). 

Geodiversitas, vol. 19, oos. 2-3 (1997). 
Oer・I・Tethys Memoir 2 (text aod atlas) (1996). 

M駑oires de la Soci騁� G駮logique de Fraoce, 0ふ， 00. 169 (1 996) , 00. 171 (1997). 

Germaoy: 

Geologisches Jahrbuch, Reihe A, H. 136, 143;...146 (1 996) , H. 147, 150 (1997). 

Seockeobergiaoa Lethaea, Bd. 76, oos. 1-2 (1996). 

Mitteiluogeo der Bayerischeo Staatssammluog f� Pal與otologie u. histol. Geologie, H. 37 

(1997). 

Italy: 

Abstract of Departmeotal publicatioos, 00. 1. Uoiversita di Roma la Sapieoza (1997). 

Bollettioo della Societ� Paleootologica Italiaoa, vol. 34, 00.3 (1995) , vol. 35, oos. 1-3 (1996). 

Giornale di Geologia, vol. 38, oos. 1-2 (1998). 

Paleopelagos. vol. 6 (1996). 

N ew Zealaod: 

Iostitute ofGeological aod NuclearScieoces, Mooograph, 00.10 (1995) , 00s.12, 14, 15 (1996). 

Polaod: 

Geological Quarterly, vol. 41 , oos. 1-3, (1997). 

Acta Palaeootologica Polooica, vol. 42, 00. 4 (1997). 

Biuletyo Pa凸stwowego Iostitutu Geologiczoego, oos. 375-377 (1997). 

Palaeootologica Polooica, 00. 57 (1997). 
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Prace Muzeium Ziemi, nos. 43-44 (1996). 

Russia: 

Palaeontological Journal, 1996-3, 1996-4, 1997-1 , 2, 3, 4, 5, 6. 

Bulletin of Palaeontological Institute, t. 263, 265, 266 (1 996) , 269 (1997). 

South Africa: 

Navorsinge, vol. 12, pt. 1, 2, 5, 6, 8, 10 (1996); deel 3, 4, 7, 9 (1996) , vol. 13, pt. 1 (1997). 

Switzerland: 

Revue de Paléobiologie, vol. 15, no. 2 (1996). 

U.K.: 

Bulletin of the Natural History Museum, Zoology Series, vol. 63, nos. 1-2 (1997). 

Journal of the Geological Society, vol. 154, pt. 5, 6, vol. 155, pt. (1998). 

U.S.A.: 

Proceedings of the California Academy of Sciences, vol. 49, nos. 14-15, vol. 50, nos. 1-2 

(1 997) , vol. 50, nos. 5-6 (1998). 

Smithsonian Contributions to Paleobiology, nos. 83, 84 (1997). 

Transactions of the Wisconsin Academy of Sciences, arts and letters, vol. 84 (1996). 

U.S. Geological Survey Professional Paper, 1409-C, 1410-F, 1412-A, 1412-B, 1412-C, 1414-A, 

1414-C, 1423-B (1 996) , 1572, 1585 (1997). 

Zimbabwe: 

Arnoldia Zimbabwe, vol. 10, nos. 2-6 (1994-1996). 

Syntarsus, no. 2 (1 995) , no. 3 (1996). 



日本古生物学会入会申込書
日本学会事務センター内

干 113-0021 東京都文京区本駒込 5 -16-9 

氏名 ローマ字

生年月日

現住所

所属機関(在学校名) ・現職(学年) あるいは職業

所属機関の所在地

連絡先

専門

最終学歴年月 学校・学科名

参考事項(主要な研究業績・他の所属学会等)

推薦者(本会会員 l 名)

氏名 および署名または捺印

学位

所属または住所

本会の会則を了承し， 年度から日本古生物学会に入会を申し込みます.

入会申込者 署名(捺印)

日付 19 年月 日



「化石J 投稿原稿整理カード

著者名 漢字:

ローマ字:

表題 和文:

欧文:

種別限かこむ) I 原著論文短報総説書評化石茶論ニ日その他(
原稿の枚数|本文(要旨文献含む) 4図 ヰ|手 枚

原稿 1 枚の字数| 字( 字× 行)I ~IJ刷希望部数 部(表紙:有無)

原稿の返却|希望する 希望

連絡責任者

住所:〒

氏名:

電話:

FAX: 電子メール:

著作権の移転について

私は， r化石j に掲載された際の本論文の著作権が，日本古生物学会に移転され，日本古生物

学会に帰属することを了承し，著者全員の了承により代表して署名します.

代表者氏名 {ご署名下さい} 日付

編集部への通信欄

編集部記入欄|原稿番号 年 月 年 月 日



HIGH QUALlTY 

LOW PRICE 

[EARTH SCIENCE EDITING >
||地球科学論文の英文校正11

女あなたの研究の国際的インパクトが飛躍的に増します!

貴研究能率が上がり、論文生産性が高まります!

-古生物李
・堆積学
・土木地質学
Journal articl es 

Monographs 

Research Proposals 

。古主意字
。地球科学

φ古亙扇面理学 ・地質学
・海洋地質学 ・第四紀地質学

Abstracts Theses 

Proceedings Volumes Symposia Volumes 

Meeting Announcements Newsletters 

会 あなたの研究成果をより効果的に世界に伝えるため、プロのNATIVE SPEAKERが格調高い英文に

校訂します.

食 文法・構文・スペル・用語法をチェックし、論文形式など目的に適した英文スタイルに修正します.

食私達は米園地質調査所で 2 0 年以上の研究歴を持ち、主として北太平洋地域の地質や古生物に関

する 100 篇以上の論文を発表した実績を持つ地球科学の専門家 (Ph D) 集団です.

食 私達の中には、学術振興会の招鴨研究者として、長期間に渡り日本滞在の経験を持つ者がし、ます.日

本の研究者の書かれる独特の英文の表現法を十分に理解しております.

* 私達は長年、日本の方々の地球科学論文の英文校正をやってきたベテランです.

- 原稿はファックス、電子メールまたは郵便でお送りください.

・.迅速に、ご要望に応じて、手修正原稿、電子メール原稿、またはレーザー印刷原稿でご返送します.

・料金はA 4 ，ダブルスペース、 1 0 頁の原稿で、 15.000-20 ， 000 円程度です.た

だし、校正料は所要時間に基づいていますので、修正が少なければもっと安くなります.

・ 支払方法:校費、科研費、公費、私費銀行振込、小切手、または国際為替.

IEARTH SCIENCE EDITING I IE-MAIL: lmarin@best.com 

8 TYNAN WAY' I IFAX: +1(650) 851 ・2310

PORTOLA VALLEY I ITEL: +1(650) 851-1910 

CALIFORNIA 94028, USA WWW  : http://www.best.com/.¥.lmar in/ 

※ 上記のFAX、 TEL番号は 1997年8月 1 日からのものてす。 8月 1 日以前については「化石J 61号を

ご参照下さい.
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1 ~恥ん戸石tudyof Earth Scien司|

地学標本(化石・鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリカ)
岩石薄片製作(材料提供による薄片製作も受け賜ります。)

大英博物館/恐竜復元模型
縮尺:実物の40介の | 精密教育用モデル、大英博物館製作による刻印入

TEL03・3350・6725
上京時にはお気軽にお立寄り下さい。

〔特に化石関係は諸外国より良質標本を多数直輸入し、 力を入れておりますので教材に博物館展示等にせいぜいこ'利用くださいませ。 〕

[顧問 Minera l s& Rocl 
-22東京サイエンス LJiiiLZEt時間ii諮

献YOSCIENCEω!1m I



新・ヒトの解剖脊椎動物の進化
井尻正二十後藤仁敏[著] ⑨新干IJ 2 ， 136円+税

古生物学者と解剖学者が協力して書き下ろし

た、人体の解剖学。

解剖実習をささえる献体の意義や、歴史的に

人体がかかえている矛盾や機能障害、セク

シュアリティーや老化、労働力としての人体

の考察や労働の人体への影響についても考察

した。 「人体」という視点から自然科学と社会

科学を怖鰍するユニークな科学書。

新・人体の矛盾
井尻正二+小寺春人[著] ⑨ 3 刷 工 845円 +税

⑨地質学雑誌評=単なる人体の解剖学に関する解説書ではなく、

古生物学的進化論を人体の器官を例として展開したものであり、

古生物学者にたいしても、示唆に富む多くの問題が記されてい

る 。

日本化石集
[毎日出版文化賞特別賞/日本地学教育学会推薦]

各集 6 シート各2 ， 000円 +税

日本産主要化石を集大成。 時代別 ・ 地域別または対象化石別 な

ど、必婆に応じて自由に再編集できる、国際的レベルのユニー ク

な図集である 。

第 1 期・ ・ 1 集- 18集 (品切 =2 集、 7 集、 1 4集)

第 2 期 日 19集-38集 (品切 =20集、 2 1 集、 28集)

第 3 期日39集-58集

(品切 =47集、 50集、 52集、 54集、 5 5集、 56集)

第 4 期 59集 、 62集 、 66集 、 68集

(休刊中 =60集、 6 1 集、 63集、 64集、 65集、 67集)

コルパート +モラレス [箸] 田隈本生[監訳1 12 ， 000円 +税

⑨地図研そくほう評=脊椎動物化石やその進化を学ぶためのパイ

プルともいえる本であり、魚類から晴乳類までを体系的に解説 し

た貴重な本である。ぜひ持つべき書籍である 。

⑨地質学雑誌評=旧版とくらべて 1700ケ所もの追加 ・ 訂正があ

り、図版も 64点増。新しい重要な化石の発見や研究などの成果が

盛り込まれているほか、特に最近の「大陸移動」の理論に よ って生

物の分布の時代的変化を説明していることが、新しい要素として

取り入れられている 。

日曜の地学シリーズ
⑨朝日新聞評=地質や採取される化石などをやさしく解説。

⑨千葉日報評=案内図や露頭図 ・ 写真なども豊富。 休日の自然観

察のガイドブックとして推奨したい。

①埼玉の自然をたずねて
④東京の自然をたずねて
⑦広島の地質をめぐって
①茨城の自然をたずねて
①栃木の自然をたずねて
⑬静岡の自然をたずねて
⑫愛媛の自然をたずねて
⑬宮城の自然をたずねて
⑮千葉の自然をたずねて
⑫神奈川の自然をたずねて
@佐賀の自然をたずねて
@長崎の自然をたずねて
③鳥取の自然をたずねて
@東海の自然をたずねて

⑨改訂新版 5 刷 1 ， 600円+税

⑨改訂新版 4刷工 650円+税

⑨増補版 4 刷 1 ， 456円 +税

⑨改訂新版 1 ， 800円+税

⑨改訂新版 1 ， 800円+税

⑨改訂新版 2 刷 1 ， 800円 +税

⑨改訂版 1 ， 800円 +税

⑨ 2 刷 1 ， 800円 +税

⑨ 3 刷 1 ， 800円+税

⑨ 2 刷 1 ， 800円 +税

⑨新干1] 1 ， 800円+税

⑨近干1] (年内刊行予定)

⑨新刊に 800円+税

⑨新刊に 800円+税

\ 話題の新刊・好評の既刊書\
日本金固化石採集の旅 [正1 [続]
大八木和久[著] 各冊とも2 ， 200円 +税 ⑨正編 2 刷
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日本の長鼻類化石
亀井節夫[編著1 10 ， 000円+税 ⑨在庫僅少

恐竜その発生と絶滅
スウ ィン ト ン [著] 小畠郁生[訳] ⑨新装版 1 ， 900円 +税

地学ハンドフ‘ック[第6 版]
大久保雅弘+藤田至則[編著] ⑨ 2 刷 2 ， 200円 +税

さまよえる大陸と海の系譜[新訂版]
ア ンデル [著] 卯回強[訳] ⑨新訂版 3 . 786円 +税

海の自然史
アンデル[著] 水野篤行+川幡穂高[訳1 3 ， 500円 +税

日本列島の成立環太平洋変動
藤田至則[著] ⑨新版 2 刷 3 ， 390円 +税

日本海の成立跡地理学からのアプローチ
西村三郎[著] ⑨ 3 刷 1 ， 900円 +税

@築地書館干 lω0叩4“5 東荊姉加E中央区築剃地 7-4糾山山一4叫ω叩2初加0別1 T… 
⑨ごi注主文は 、最寄りの書店カか、直;接妾上記宛先へ。パ(発i送差料4ω0∞o円 ) E-mai1Adωdr問es路s=ゴJDH07花64幻7@nifty戸se釘rv暗Eι.0町r.JPp 



地質・古生物・貝類の
古書・新刊書販売

年に3回の目録販売のほか、主に日本圏内を取り扱った

文献・絶版書・専門書・地質図等を探求いたします。

※古書目録ご希望の方は、ハガキ . FAX等でお問い合わせ下さい。 (無料)

※現在取り扱い古書

(主に地質・古生物・海洋・貝類・動物・植物等の文献と入門書)

・学術雑誌・機関紙・図 鑑・目 録

・学術報告書・展示目録・地質図等

※自費出版されている図鑑・書籍なども取り扱っています。

御不要の雑誌・書籍の御整理は自然書房へ御申レ付け下さい。

自然科学専門目録販売千262-0012 千葉市花見川区千種町205-4-202

一ー TEL&FAX 043 ( 258 ) 2 6 4 6 
古書 自然書房 留守番電話と FA X は24時間受付しております。



。世界の標本貝・貝細工・その他員の加工品

。貝に闘することは、卸から小売りまで何でも

お問い合わせ下合い.

。珍貝・稀貝の IJ ストも御座います。

。お問い合わせは FAX にて承ります.

有限会社 沖縄シェル
担当者松川

干901-2134 沖縄県浦添市港川564-3 E-5 

PHONE/FAX 098 (874) 3126 



~正一アヨ

ピック型
ハンマー

(ナイロ ン柄 )

600g. 850g 

制

マイクロスライドキャビネット
〔有孔虫スラ .{ ド 500枚用 ) 標準フルイ

i 各jちて三i

有孔虫スライド各種

地球の過去から現在を考える。
自然環境の変遷を時聞を追って解明します。

(年代と古環焼・地層対比の解明に〉
生属{立・古生態学的調査 : i激化石・大型化石分析

岩石鉱物学的調査 : 岩石鉱物，火山灰.X線分析

14C年代測定

〈自然環境の解明に〉
環境を植物と地質・土壊の関わりより考えます。

環境調査，地質調査，土壌調査，湖沼調査

〈人類の歴史の解明に〉
遺跡調査，遺徳・遺物調査，立地調査

〈資源・資材の評価に〉
岩石鉱物分析，土壊分析，理化学分析，栽指試験

ミヤマガマズミ花粉

，パリノ・サーヴエイ株式会社本社h…干引刊…10
研究所干37巧5-0∞0 1刊1 群馬県藤岡市岡之郷戸崎5臼59チ-3

TEL 0274-42-8129 FAX 0274-42-7950 



弊社は世界各国の専門業者からの信
頼と取引の実績をもって 、 数多くの貴重
な標本や展示向け大型標本の輸入を手
掛けております 。 また、 年1 回池袋サンシ
ャインシティーイベント場におきまして、
国際化石鉱物ショーを弊社主催で開催し、
自然科学への普及、向上に貢献してま
しミりたいと考えております 。

PLINfi' 有限会社プラ二一商会
干 160・0022 東京都新宿区新宿4・3・30 Sん山マンション205



“化石"パックナンバーの在庫
(価格は送料込み)

〔増刊号〕コロキアム:化石硬組織内の同位体…...・H・.....・ H ・....・H・..……....・H ・.....・H ・......・H ・...・H・-…(1 000 円)
(13号〕マラヤ・タイ国産古植物化石，古生物分類の理論と方法，その他・・H ・H・-…...・H・....・H ・....・ H・..…・・ (500 円)
( 16号〕 ダニアン問題， 鮮新統・漸新統論考， その他........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (500 円)
(1 7号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(そのー)"，その他 ...・ H ・.....・ H ・....・H ・....・H ・-・・・ (600 円)
(18号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(その二)"，その他…....・H・.....・H ・....・ H ・...・ H ・. (600 円)
( 21号〕シンポジウム“化石硬組織内の同位体・:その他 H・H ・H ・H ・...・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・H ・.....・ H ・.. (800 円)
(22号〕特集“中園地方新生界と古生物" ........・ H・-…....・H ・-…・・H ・H ・....・ H ・....・ H・-…・…H ・ H ・...・ H ・.....・ H ・.. (800 円)
(23・24号〕特集“化石硬組織内の同位体(第 3 回シンポジウム)"，その他…....・H ・....・ H ・-…....・H・-…・・(1 600 円)
(25・26号〕シンポジウム“古植物の分布とその問題点"，その他…...・H・.....・H ・.....・ H ・.....・H・..…H ・H ・... (1 600 円)
( 27号〕深海底堆積物中の炭酸塩溶解量の測定，その他....・H・-…....・ H・-…・・ H ・H ・...・H ・-….....・ H・....・H ・... (1 700 円)
( 28号〕太平洋側と日本海側の新第三系の対比と編年に関する諸問題，その他…・H ・H・-…....・H ・.....・ H ・. (1 900 円〉
( 31号〕本邦白亜系における海成・非海成層の対比，カキの古生態学(1).. ・ H・-…...・H ・.....・ H ・...・H・-…H ・H ・ .(1500 円)
( 32号〕四万十帯のイノセラムスとアンモナイト，カキの古生態学(2)....... ・ H ・...・H ・.....・H・..…...・ H ・.........(1500 円)
(33号〕ジャワの貝化石，三畳紀Monotis， その他........・H ・....・H ・...・H ・....・ H ・.....・ H・…H ・H ・...........・H ・-…(1500 円)
(34号〕進化古生物学の諸問題，その他....・H ・....・ H ・....・H ・.......・H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・..…....・H ・.......・H ・H・.(1 500 円)
( 35号〕後期三畳紀二枚貝Monotおの古生物学的意義，その他....・H・-…...・ H ・....・H ・-…...・H ・ .................(1500 円)
(36号〕中山層貝化石，放散虫チャートの起源，異常巻アンモナイト，その他…・H・H・...........・ H ・.....・ H ・-・ (1500 円)
( 37号〕創立50周年記念号.付:会員名簿....・H ・....・ H ・...・ H ・.....・H ・....・H ・...・ H・..…...・H・-…....・ H・..…...・H ・ .(2000 円)
(38号〕北海道小平地域北東部上部白亜系の化石層序学的研究，その他………・H ・H ・.....・H・-…....・H・...…(1 500 円)
(40号〕ジュラ紀・白亜紀境界付近における放散虫化石郡の変化，その他....・H・-…....・ H ・...・H・..…………(1500 円)
. (41号〕西南日本白亜系の古地理と古環境，その他........・H・....・ H ・ H ・ H ・H ・ H ・...・H ・H ・H ・...・ H ・ H ・ H ・.....・ H・..…(1 500 円〉

(42号〕青森県尻屋層群の放散虫年代， その他....・H ・...・H ・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(1 500 円)
(43号) Cyrtocapsella terapera Haeckel (Radiolaria) の頭部殻室の微細構造，その他...・H・-……....・H・..(1 500 円)
(44号〕日本産のフジツボ類の時空分布，その他・・H ・H・-…....・H ・...・H ・....・H・..…...・H ・-…・・・H ・H・....………(1 500 円〉
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大学研究機関等で購入の際は，見積請求書等必要書類をお送りしますので御請求下さい.
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1998 年 7 月 15 日印刷

1998 年 7 月 20 日発行

化石第 64号

発行者日本古生物学会

113ー0021 東京都文京区本駒込 5-16-~

日本学会事務センター内

編集者化石編集委員会

印刷者撃術図書印制株式舎社
TEL (03) 3991-3754 



-_・~‘'面、、‘・, 

?ω~ 
Number 64 July ~5， 1998 

Conteilts 

Paleoenvironmental changes during the last post glllciaJ period on 出e western coast of the 
-ー.目 rv1iura Peninsüïá,Kan!igawa Prefecture,.CentralJapan: F�sil ostracode fauna 脣d event 
deposits in bore hole 、cores

…・・Toshiaki Irizuki, Osamu Fujiwara, Keisuke Fuse and Fujio Masuda 1 
Phylogenetic classification of scallops and evaluation of their taxonomic characters 

……Itaru Hayami and Masahiro.Matsumoto 23 
The first lecture on paleontology by Naumann ..・ H・...・H・.....・ H ・..…...・H ・ ..Michiko Yajima 36 
Evolution of bivalves and paleoenviroIullental change_s in the Cretaceous 

Masayuki Tashiro 43 
The Rosselia socialis-crowded beds in the middle Pleistocene and sea-level dynamics 

…Masakazu Nara 49 
Paleoecological and taphonomic analyses of transgressive-regressive cycles 

…Yasuo Kondo 54 
Kantaro Fujioka: Scientific exploration of deep seas ...・ H ・ H ・H・...........・ H ・..…・Itaru Koizumi. 61 
_ Open University Course Team Ctrimslated by Nomura. R.): Ocean chemistry and deep-sea 
sediments ...・ H ・..…・・H ・ H・..…H ・ H ・.........・ H・..…...・H ・..…....'.......・ H ・ ~.Yokichi Takayanagi 62 
S. Ijiri. K. Mano. and S. Hotta: Uncivilized in civiliiation: a relic world 

ー・γYokichi Takayanag� 64 
A. Kitamura and Y. Natsu.me: TheWarming Earth and the Cooling Earth …Katsumi Abe .66 
13th International Symposium on Ostracoda .…....・H・-…-・H・.....・H・..…Toshiaki Iriz!Iki 68 
Report of the Field conference of IGCP-350 in India 

-… Hiromichi Hirano. Hakuy� Okada. 
Takashi Sakai.Osamu Kinoshita. Kenichiro Hisada. Shigeyuki Suzuki.and Nobuyuki Yagi 71 
Proceedings of the Society ……H・H ・'"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・ 73 

Noti田 ab叩:1 phot<問団pying

~.order師 phot出珂pyany work from.this publii阻幅叩.you or your org卸i回世阿 mu説òbtain 開rmì田iion 針。m 世le foUo.柑ngor宮町tizationwhich 
h田 beendelegated rOr copyright for cl曲目n田 bythe c�pyrigIit owner of this publication. 

Except in the USA 

In the USA 

The.Copyright ~uncil of the A伺demic S出ieti白

41喝Ak描aka9・chome， Minato-ku, To批判 107-0052，Japan

Phone: 81-3-3475-4621 
_-ぬま :.81-3-34泡3-1738-

-= ..-' 
Copyright Cl回目n四 Center:iñ己

222&由ewOOd Drive 
Danve問， MA 01923, USA 

Ph。叩n目(匂508ω) 7花60か-8制400

F出叫: (508ω) 75ω0 白-4灯74“4 令腎~~、 ‘ , 

P ALAE6NTOLOGICAL.sOCIEJ,'Y OF J AP AN  


